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改訂された学習指導要領は小中学校での完全実施に続き、今年度

からは高等学校での学年進行という最終段階に入りました。本市で

も学習指導要領の趣旨を踏まえ、GIGAスクール構想で進んだ環境を

活用して、学びの質を深める取り組みが進んでいます。各学校では、

それぞれの教科領域の目標に向けた教師の努力によって、多くの実

践が積み重ねられ、子どもたちの個別最適な学習や協働的な学習の

好事例が増えつつあります。児童生徒が整備された一人一台端末を

使いこなしている姿は日常のものになりました。それは学校現場の

教員の教材研究の賜物であり、冷静な観察と肌感覚で得た一人ひと

りの児童生徒理解に基づいたものであることが伝わってきます。 

科学技術の発展は、利便性の向上に大きく貢献していますが、同

時に教育の本質を問う人間としての力にも注目させられます。たと

えば、最近話題になっている対話型AIの能力には驚かされます。人

間との会話を通じて、AI（人工知能）が瞬時に多言語への翻訳をし

たり、膨大なデータをもとに、質問の要点を即座に把握し、要求通

りに論理的で自然な文章を作成したりと、AIの得意分野が発揮され

ます。横須賀市も行政機関として一早く活用に乗り出し、市民生活

の向上に寄与していることが報道されました。 

教育の場面では、学習の深化が期待される一方で、その便利な道

具を使いこなす側の課題が懸念されます。AIの開発には、技術的ス

キルと倫理的な洞察力の両面を備えていることが求められ、元にな

る情報量の管理や精度なども日々更新されているそうですが・・・。 

AIに聞いてみました。「ICTを使いこなす側の課題や留意点は何

ですか。」という問いに対し、デジタルリテラシー（情報を収集・

分析・評価する能力）の向上、セキュリティの確保、デジタルエチ

ケットなどを含む５つの項目に絞った明快な回答が返ってきまし

た。様々な教育の専門家による書物や新聞、学習指導要領などのデ

ータから導かれた回答が、ポイントを絞り簡潔にまとめてあるとい

う印象でした。AIの得意分野に感心しましたが、その情報が果たし

て正しいのか確認が必要です。人間の使い方次第で有効にも無効に

もなります。特に教員は心してかかる必要があると感じました。 

授業で写真や動画教材を活用して学習を深める機会も増えまし

た。デジタル教材のコンテンツが充実し、簡単に疑似体験もできる

時代になりました。しかし、それに頼りすぎるのは危険です。発達

の段階に応じた体験や感覚的な学習をより意識して実施する必要

があると思います。令和の学校教育を担う教員にとって大事なこと

のひとつは、ICTの活用に当たって、人間の五感と、時には直感も

最大限に活用する機会を設定し、情報の質にこだわって収集・分

析・評価し、周りに配慮する気持ちをもって学習を深めることがで

きる児童生徒を育てることはないかと思います。ICTという便利な

道具を使いこなすことは、人間の力を大きくすることでもあります。

「教育は人なり」の意味を改めて考えさせられます。 
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日本の教育    令和４年度 
 

新型コロナウイルス感染拡大の波は、今年度も第７波、第８波と続き、なかなか収束しなかったが、

年度末になり、第８波は徐々に落ち着きを見せ始めた。新型コロナウイルスの感染法上の位置づけを現

在の２類相当から第５類への見直しに関する検討も始まった。黙食やマスク着用など制限の緩和も始ま

り、学校生活への影響も小さくなりつつある。 

令和４年４月、改正民法が施行され、成人年齢が 20 歳から 18 歳に引き下げられた。選挙権年齢も 18

歳以上に引き下げられ、子どもたちにとって政治や社会がより一層身近なものになった。主権者教育、

消費者教育、防災・安全教育等の充実が求められる。 

教育公務員特例法及び教育職員免許法の一部を改正する法律が成立し、教員免許更新制は、教師の個

別最適・協働的な学びの充実を通じて主体的・対話的で深い学びを実現する、新たな研修制度の実施へ

と発展的に解消された。 
以下に、本年度の教育界の主要な動きを記す。 

◆高等学校学習指導要領の実施 

一昨年の小学校、昨年の中学校での学習指導要

領の全面実施に続き、高等学校では、2022 年度入

学者から年次進行で始まった。「社会に開かれた

教育課程」を重視するとともに、知識の理解の質

をさらに高め、確かな学力を育成すること、高大

接続改革などが改訂のポイントである。特に高等

学校においては、社会で求められる資質・能力を

全ての生徒に育み、生涯にわたって探究を深める

未来の創り手として送り出していくことがこれま

で以上に求められる。 

◆全国学力学習状況調査、全国体力・運動能力、

運動習慣等調査            

全国学力学習状況調査は、小学校６年生と中学

校３年生を対象に、国語と算数・数学に加え、４

年ぶりに理科も実施された。質問紙調査は、試行

的に一部の学校で PC・タブレットを活用して実施

した。 

全国体力、運動能力・運動習慣等調査が実施さ

れた。スポーツ庁が公表した 22年度「全国体力・

運動能力、運動習慣等調査」（全国体力テスト）

の結果を見ると、前回調査の令和元年度と比べ、

体力合計点は小中学校で男女ともに低下した。主

な要因としては、引き続き、運動時間の減少、学

習以外のスクリーンタイム（平日 1日当たりのテ

レビ、スマートフォン、ゲーム機等による映像の

視聴時間）の増加、肥満である児童生徒の増加に

ついて、新型コロナウイルス感染の影響を受け、

さらに拍車がかかったと考えられる。また、コロ

ナ感染拡大防止に伴い学校の活動が制限されたこ

とで、体育の授業以外での体力向上の取り組みが

減少したことも考えられる。 

  

◆「生徒指導提要」の改定 

 生徒指導提要は、多様化、複雑化する現代の小

学校から高校までの児童生徒を守り支えるために

大変重要な内容が記載されている。今回の 12年ぶ

りの改訂で「子どもの権利」に関して明記された。

性的マイノリティ（LGBTQ)とされる児童生徒の支

援に関する項目などが追加された他、発達障害の

ある子、外国にルーツがある子、ヤングケアラー

や貧困状態にある子など、児童生徒一人ひとりの

多様な背景への配慮についても記載された。また、

校則の見直しの規定で、児童生徒が関わることが

明記された。 

   
◆今日的教育課題 

 令和４年度の「問題行動・不登校児童生徒数は

不登校児童・生徒数も 24万 4940 人と過去最多に

なった。子どもの数は減少しているにもかかわら

ず、９年連続で増加した。特に小学生の増加率が

高く、「無気力、不安」、「生活リズムの乱れ、遊び、

非行」、「いじめを除く友人関係をめぐる問題」が

主な原因となっている。 

 文科省は、昨年に続き公立学校の教員不足の実

態調査の結果を発表した。令和４年始業日時点で、

全国の小学校 4.2％、中学校 6.0％、高校 4.2％で

合計 2065 人の教員不足が明らかになった。 
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 横須賀の教育   令和４年度 

－ 児童生徒 － 

 本年度、市立学校に在籍する幼児児童生徒数は、幼稚園 26 人、小学校 16,785 人、   

中学校 8,732 人、特別支援学校 67人、高等学校 1,140 人で、減少傾向が続いている。 

（令和４年５月 1日現在） 

 

 

 

（１）児童生徒の体力・運動能力、運動習慣等 

平成 27 年度より小学校３年生から中学校３年

生、全児童生徒を対象に「横須賀市児童生徒体力・

運動能力、運動習慣等調査」を実施し、実技調査

の結果や運動習慣等の体力との関連が深い事柄に

ついて、その経年変化などから本市の児童生徒の

傾向や課題について分析してきた。（令和２年度

については、新型コロナウイルス感染症の影響に

より中止） 

体力合計点については、令和３年度に比べ、ほ

とんどの学年において数値が向上した。また、朝

食摂取状況、睡眠時間など学年・性別によっては

向上が見られたが、課題も多く残った。 

 

（２）児童生徒の意識調査 

 本市では、指導の重点１として「学力を向上さ

せます」、重点２として「認め合い高め合う関係

を築く力を育てます」を設定している。その実態

を把握するものとして、令和４年度実施の全国学

力・学習状況調査の児童生徒質問紙の回答結果を

分析した結果、次のような傾向が見られた。 

 

横須賀市立学校の質問紙調査結果 

※小学校２～５年生と中学校１・２年生を対象 

 

 

【自己認識】 

 いずれの学年においても全国とほぼ同程度と捉

えることができる。社会性にかかわる項目のうち、

「対話・話し合い」については、学年が上がるに

つれて値が上昇しており、各校の学習活動におい

て対話や話し合いを多く取り入れているととも

に、児童生徒がその意義を実感していると捉える

ことができる。 

 

【学級環境】 

 「いじめのサイン」「対人ストレス」について

は、全ての学年において全国平均値を下回ってお

り、いじめやその兆候、表面上見えづらい人間関

係のストレスを感じている児童生徒が全国と比較

して多いと捉えられる。児童生徒個々の状況を把

握し、適切な指導及び支援を行うことが求められ

る。 

【生活・学習習慣】 

 「学習習慣」については全ての学年において全

国平均値を下回っている。「学習意欲」について

は全国とほぼ同程度であることから、学習意欲を

学習習慣につなげることができるよう、指導改善

を図る必要がある。 

 

横須賀市立学校の質問紙調査結果 

【小学校６年生】 

 小学校６年生においては、３つの質問項目で、

全国との差が８ポイントを超えており、それぞれ

の結果から次のような傾向を見とることができ

る。 

① 家で、自分で計画を立てて勉強をしている児童

の割合が低い。 

② 新聞を読まない児童の割合が高い。 

③ 放課後や週末に、家で勉強や読書をして過ごす

児童の割合が低い。 
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【中学３年生】 

 10 の質問項目で、全国との差が８ポイントを超

えており、それぞれの結果から次のような傾向を

見とることができる。 

① 平日に、テレビゲームや SNS、動画視聴などを

する時間が長い生徒の割合が高い。 

② 困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる

大人に相談できると回答している生徒の割合が低

い。 

③ 学校の授業時間以外に、平日に読書をしない生

徒の割合が高い。 

④ 新聞を読まない生徒の割合が高い。 

⑤ 放課後や週末に、家で勉強や読書をして過ごす

生徒の割合が低い。 

⑥ 学校で、PC・タブレットなどの ICT 機器を、自

分で調べる場面や学級の生徒と意見を交換する場

面で、多く使用していると回答している生徒の割

合が高い。 

⑦ １・２年生のときに受けた授業で、自分の考え

を発表する機会では、自分の考えがうまく伝わる

よう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発

表していた生徒の割合が高い。 

 

（３）児童生徒の学力学習状況調査 

 学年・教科によって傾向は異なるが、多くの学

年・教科において、本市の児童生徒の平均正答率 

は、全国の児童生徒全体の平均正答率を下回って

いる。しかしながら、年度によって変動はあるも

のの、学年が上がるにつれて全国の児童生徒全体

の平均正答率に概ね近づく傾向がある。 

 学年・教科によっても異なるが、理由を説明し

たり、条件に合った作文を書いたりするなどの、

記述することに課題が見られる。 
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横須賀の教育    令和４年度   

－ 教職員数 －  

資料から教職員数の傾向を分析すると、退職者数、新採用者数が共に 80～90 名
前後で推移しており、その結果、各学校では年齢構成のバランスが崩れるととも
に、経験 10 年以下の教員が５割近くになっている状況である。このため、人材
育成が最重要課題であり、教育委員会が中心となり研修等を進めている。また、
今後においても退職者数、新採用者数は同程度の推移が予想される。この推移か
ら、経験豊富な教員の数は極端に減少し、各学校に経験 10 年未満の教員が増加
していくため、教職員の研修の在り方や校内の研修の在り方を検討していく必要
がある。

◆教職員数の推移状況 

※令和４年５月１日現在 

 ※高等学校は、全日制・定時制を含む 

 ※表 1、２、４の（ ）内については、事務職  

  員・栄養職員数 

 

《表１》市立小・中学校の教職定数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

H30 
1,072 

(52) 

660 

(30) 

158 

(12) 

1,890 

(94) 

R１ 
1,082 

（59） 

654 

（26） 

159 

（10） 

1,895 

（95） 

R２ 
1,072 

（56） 

647 

（26） 

161 

（12） 

1,880 

（94） 

R３ 
1,077 

（58） 

651 

（26） 

162 

（13） 

1,890 

（97） 

R４ 
1,084 

（61） 

641 

（26） 

165 

（12） 

1,890 

（99） 

      

《表２》退職教職員数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

H30 
61 

(５) 

38 

(２) 

10 

(０) 

109 

(７) 

R１ 
53 

（１） 

32 

（０） 

11 

（０） 

96 

（１） 

R２ 
34 

（５） 

35 

（０） 

17 

（０） 

86 

（５） 

R３ 
38 

（６） 

27 

（０） 

12 

（０） 

77 

（６） 

R４ 
47 

（3） 

43 

（0） 

3 

（0） 

93 

（3） 

 

 

 

 

 

《表３》初任者研修対象教員数の推移（人） 

（ ）内は養護教諭数 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

H30 
44 

(１) 

25 

(１) 

０ 

(１) 

69 

(３) 

R１ 
52 

（１） 

30 

（０） 

０ 

（１） 

82 

（２） 

R２ 
56 

（２） 

33 

（０） 

３ 

（０） 

92 

（２） 

R３ 
55 

（２） 

32 

（０） 

7 

（１） 

94 

（３） 

R４ 
51 

（２） 

29 

（１） 

７  

（０） 

87 

（３） 

 

《表４》再任用教職員数の推移（人） 

 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

H30 
66 

(５) 

41 

(１) 

15 

(０) 

122 

(６) 

R１ 
60 

（６） 

50 

（１） 

17 

（０） 

127 

（７） 

R２ 
54 

（８） 

53 

（１） 

22 

（０） 

129 

（９） 

R３ 
52 

（13） 

64 

（０） 

30 

（０） 

146 

（13） 

R４ 
42 

（7） 

68 

（1） 

23 

（0） 

133 

（8） 
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 横須賀の教育   令和４年度 

－ 教育行政 － 

 令和４年度の教育費当初予算総額は、144 億 9949 万円、前年度比で 11.5％、18億 8841

万円の減額。一般会計に占める割合は 9.2％。 

 平成 29 年 11 月 28 日付教育委員会委員長等の選任以降、平成 30 年 12 月 22 日まで、

教育委員会は、新倉聡教育長、荒川由美子委員（教育長職務代理者）、三浦溥太郎委員、

小栁茂秀委員及び澤田真弓委員の体制で執行した。平成 30年 12 月 23 日付で、三浦溥太

郎委員に替わり川邉幹男委員が選任され、更に令和元年 11月１日付で、小柳茂秀委員に

替わり元木誠委員が選任された。これにより、新倉聡教育長、荒川由美子委員（教育長

職務代理者）、澤田真弓委員、川邉幹男委員及び元木誠委員の体制となった。なお、令

和２年８月１日付で、新倉聡教育長が再任された。 

 

◆教育政策関連 

令和４年２月に、令和４年度から令和 11 年度

までの８年間の計画である新たな「横須賀市教育

振興基本計画」が策定され、その実施が始まった。

計画の策定に当たっては、学校関係者・児童生

徒・保護者・地域関係者が一体となり、横須賀の

教育の未来についての夢や理想を自由に語り合

い、そしてどのような教育を目指すべきか繰り返

し議論を重ねる中で、横須賀の目指す教育の姿を

「あなたが好き 私が好き 横須賀が好き と

誇れる人づくり」とした。基本計画では、その実

現のための基本的な方針として、「自立心と主体

性のあるより良い社会の創り手を育てます」「多

様性を認め合う共生社会の担い手を育てます」

「生涯を通じた学びを支援します」「持続可能で

魅力ある教育環境を整えます」の４つを定めてい

る。 

また、令和４年度から令和７年度までの４年間

の計画である「前期実施計画」においては、基本

的な方針に基づく８つの柱と、それぞれの柱に紐

づく 21 の施策を位置付け、それに基づき各事業

の取り組みを進めている。 

 

◆教育指導関連 

学力向上事業では、引き続き小中学校に学習支

援員を配置するとともに、小学校４年生が 35 人

以下の少人数学級となるよう非常勤職員を配置し

た。また、経験年数の少ない小学校低学年担任の

授業力向上をサポートするために、小学校低学年

授業アドバイザーを配置した。中核教員育成事業

も継続し、市内学校からの推薦を受けた中核教員

の育成のために、授業改善の視点で年間を通じて

担当指導主事が授業にかかわる指導助言を行っ

た。国際コミュニケーション能力育成事業では、

市立全学校へネイティブスピーカー指導者を配置

した。小学校では、指導主事や外国語活動アドバ

イザーによる外国語の授業実践の研修を引き続き

実施するとともに、英語専科教員の配置も、引き

続き 10名を 40校に配置した。中学校では、チャ

レンジアップ事業として、中学生希望者全員を対

象に英検・漢検・数検の準２級以上の受験料の全

額補助を引き続き行った。 

児童生徒の行事としては、芸術鑑賞会、読書感

想画展、児童生徒書写作品展、児童生徒造形作品

展、小学校創意工夫展を通常通り開催した。また、

作詞･作曲募集、学校文集等の作品募集も行った。

子どものための音楽会は新型コロナウイルス感染

症感染防止の観点から中止した。 

小中学校教育課程研究会は、６月、８月共にオ

ンラインにより開催した。幼稚園教育課程研究会

は７月に、高等学校教育課程研究会は 11 月に集合

して開催した。 

 

◆支援教育関連 

新たな「支援教育推進プラン（令和４～11 年

度）」に基づき、共生社会の担い手を育むことを
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目指して、１年目の取組を進めた。 

国立教育政策研究所の「魅力ある学校づくり調

査研究事業」研究を、鴨居中学校区３校（鴨居中、

鴨居小、小原台小）に委託し、不登校の未然防止

に向けた２年目の取組を進めた。 

神奈川県教育委員会の「インクルーシブ教育校

内支援体制整備事業」については、池上小学校を

指定校とした。 

不登校児童生徒への支援やいじめ等の未然防止

及び早期発見・早期解決のため、校内支援体制に

おける、各種相談員やスクールソーシャルワーカ

ー、スクールカウンセラーの活用を推進した。ま

た、教育委員会教育相談では、学校との連携を重

視して対応した。 

支援教育研修講座や特別支援学級新担任者研修

講座、児童指導担当者研修講座、生徒指導担当者

研修講座では、様々な子どもの教育的ニーズに的

確に対応できるよう、内容の充実に努め、教職員

の資質向上を図った。支援教育コーディネーター

連絡会では、関係機関との連携について取り上げ、

支援教育コーディネーターのスキルアップと校内

支援体制づくりの強化を図った。 

主催行事では、不登校児童生徒及びその保護者

を支援するため「不登校をともに考える会（６

/25）」「進路情報説明会・不登校相談会（10/１ 

）」を開催した。また、特別支援教育に関して

は「第 12 回児童生徒ふれあい作品展」(11/18～

11/22）を文化会館にて開催した。また、「就労支

援のための合同学習会（11/５）」を、オンライン

で開催した。 

 

◆保健体育関連 

学校保健関係では、児童生徒の疾病を予防する

ため、就学時健康診断、結核検診、尿検査（蛋白、

潜血、糖）及び心臓検診の健康診断を実施した。 

準要保護児童生徒に対して眼鏡購入費等を援

助した。 

児童生徒に安全な環境を確保するとともに教

育効果を高めるため、学校環境衛生検査を行った。 

学校保健の充実発展を図るため、心肺蘇生法実

技研修講座、薬物乱用防止等の健康安全に関する

研修講座、養護教諭研修講座、よい歯の図画・ポ

スターコンクール及び標語コンクール、横須賀市

学校保健大会などを開催した。 

 学校管理下における児童生徒の災害に対して独

立行政法人日本スポーツ振興センターに給付金を

請求し、保護者に支給した。また、市立学校災害

見舞金支給要綱に基づき見舞金を支給した。 

  

 学校体育関係では、第 71 回中学校総合体育大会

総合開会式を４月 16日、第 73 回市中学校男子駅

伝競走大会及び第 39 回中学校女子駅伝競走大会

を 10月 15 日、第 40回児童生徒表現運動・ダンス

発表会を 11月５日、第 54 回小学校児童陸上記録

大会を 11月 27 日、第 56回小学校児童ボール運動

大会を 12月７日に開催した。また、第 47 回小学

校児童相撲大会については新型コロナウイルスの感

染状況を鑑み中止となった。 

 

◆学校食育関連 

学校給食法に基づき、市立小学校・ろう学校で

は全市統一献立により、養護学校は独自献立によ

り完全給食を実施した。 

市立中学校では、学校給食センターによる完全

給食を実施した。 

学校給食にかかわる各種研修会、各種検査、給

食施設の維持管理、給食用備品・消耗品の整備な

どを行った。また、統一献立での地場産物の使用

や米飯給食の推進を行った。  

平成 30 年度からの学校給食費公会計化におい

て、給食費の徴収・管理及び未納者への督促等を

行った。準要保護児童生徒に対しては、給食扶助

費を支給した。  

学校における食育推進のため、食育担当者会を

はじめ、栄養教諭ネットワーク会議や研修会を開

催した。 

 

◆学校施設の整備 

本年度の主な学校教育施設整備は、外壁改修（鷹

取小、北下浦中）２校、体育館改修（鴨居小、大

楠中）２校、教室改修（浦郷小、粟田小、常葉中）

３校、トイレ改修（公郷小）１校、などを実施し

た。 

上記の他にも様々な学校で施設改修を実施した。 
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教育研究所概観   令和４年度 

学校と教育委員会が取り組むべき指導の重点として、「確かな学力を育成する」「健

康の保持増進と体力の向上を図る」「多様な人々と協働する力を育てる」の３つを設定

し、各課が連携を取りながら横須賀の目指す教育の姿『あなたが好き 私が好き 横須

賀が好き と誇れる人づくり』に迫るため各施策・事業を推進してきた。 
教育研究所の運営の基本方針を「本市の学校教育活動全体の質的向上を目指し、教職

員の育成と、多様な教育課題に対応する学校への総合的支援を行う。」とし、以下の５

点を重点とした。 
○ 教職員の資質能力の向上と人材育成 
○ 教育の情報化推進（情報教育 教科指導における ICT 活用 校務の情報化） 
○ 調査研究成果の周知と発信、カリキュラムセンター機能の更なる充実 
○ 環境整備及び適正な事務執行 
○ 他課との連携を密にした運営 
 

１ 概要 

○教職員の資質・能力の向上と人材育成 

 本市の研修体系に基づき、教職員の資質・能

力の向上を図るため、実践的で実り多い研修を

実施した。 
○教育の情報化推進 
①授業における機器の有効活用 
  情報活用能力の育成を図るためには、各教

科等において機器を適切に活用した学習活

動の充実を図ることが重要である。機器の持

つ特性を生かして、さらに授業を豊かなもの

にしていくことと併せて、次年度から実施と

なるプログラミング教育に向けての研修の

充実を図っていく。 
②情報教育の推進 
  教員の指導力をはじめ、情報モラルの育成

等に関しては、引き続き、他課と連携して進

めていく必要がある。 
③校務における情報化 
  子どもと向き合う時間づくりと教育情報

を共有することをねらいとして、一定の成果

は得られている。今後は、今の環境をどう維

持していくかが課題となる。 
○調査研究成果の周知と発信、カリキュラムセン

ター機能の更なる充実 

 ここ数年で、調査研究を充実した事業とする

ために工夫をしてきた。今後、カリキュラムセ

ンターとして、機能を十分に発揮するにはどの

ようにしていくかを検討していく。 
○環境整備及び適切な事務執行 

 業務及び予算執行で滞ることなく、適正に執 
行してきた。 

○他課との連携を密にした運営 

 研修を実施していく上で、関係している課と 
連携していくことが必要不可欠である。今後も 
教職員の資質・能力の向上を目的として、学校 
を支援できる教育研究所として運営していく。 
 

２ 調査研究 

横須賀市の学校教育の現状を把握し、学力向上

にむけ、現在の教育課題の解決と学校教育の一層

の充実に貢献することを目指し、県や他市、大学

等の研究発表に参加した。 

本年度の横須賀市長期研究員は、「子どもの学

習改善につながる授業～個人思考後の自己の状況

把握を通して～」を研究主題として、鶴久保小学

校 山田雄太教諭が研究に取り組んだ。 

理科センターとしては、理科室の環境整備を進

め、理科教材の開発とその発信に努めた。また、

令和５年度不要薬品回収に向けた事前確認と理科

室の安全な活用に向けた環境整備を兼ね、15校に

理科室訪問を行い、適切な薬品管理に努めるよう

各校に指導・助言を行った。 

レファレンスとして、図書・資料室の機能整備

と有効利用の促進、理科教材の展示、コンテンツ

の有効活用に関する情報提供などに努めた。 
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３ 教員研修 

令和３年１月に出された中央教育審議会答申

「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して」

では、学校教育に求められることとして、「急激

に変化する時代の中で、我が国の学校教育には、

一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能性を認

識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在

として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な

社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、

持続可能な社会の創り手となることができるよ

う、その資質・能力を育成することが求められて

いる。」とされている。また、教職員の姿として、

「教師が技術の発達や新たなニーズなど学校教育

を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、教職

生涯を通じて探究心を持ちつつ自律的かつ継続的

に新しい知識・技能を学び続け、子供一人一人の

学びを最大限に引き出す教師としての役割を果た

している。その際、子供の主体的な学びを支援す

る伴走者としての能力も備えている。」姿を示し

ている。 

そのような背景の中、教育公務員特例法及び教

育職員免許法が令和４年に一部改正され、教員免

許の更新制が撤廃され、令和５年度から研修記録

を活用した新たな研修制度が打ち出された。 

このような流れを受けて、教育研究所でも横須

賀市の研修内容の系統を見直し、研修が校内でも

活用できるよう、研修内容の充実を図っている。 

令和４年度は、具体的な目標と方針として①教

師として求められる資質・能力、指導力の向上を

図ること②学校組織の活性化と人材育成を図るこ

とを掲げて事業を展開してきた。 

また、研修の内容についても「神奈川県のめざ

すべき教職員像」の３つの柱である「授業力」「課

題解決力」「人格的資質・情熱」を育てるのに十

分かどうか、横須賀市の教員の実態とも合わせな

がら内容を検討した。 

横須賀市の教員の実態として、経験の少ない教

員に対しても、即戦力となるよう過大な期待が寄

せられ、それをつなぐ中堅層においても、学校の

運営の主体となれるよう、優れた能力を発揮でき

る人材の育成が急務となっている。同時に臨時的

任用職員や非常勤講師の割合も高くなっており、

各校での教員の若年化が急速に進んでいる。 

教育研究所では、このような現状に対して、意

図的で計画的な人材育成を図る研修の仕組みづく

りを模索してきた。基本研修における「ペア」ま

たは「グループ」による校内研修の実施は、コロ

ナ禍においても授業を通して校内で学び合う機会

の充実につながっている。 

また、教職経験年数が異なる者同士がつながり

合い、学び合う機会も充実させてきた。経験によ

って培われた教師の力がしっかりと継承されてい

くことが、子どもたちに対する教育の質の向上に

つながることと期待される。 

総括教諭が対象となる研修については、総括教

諭の学校における役割を鑑み、全てオンラインで

の研修を計画した。オンラインでも協議ができる

環境を整え、総括教諭３年目を対象とする学校運

営研修では、研修を通して受講者が学校組織の課

題と改善について深く協議する姿が見られた。 

また、一人一人が教師としての高い志を持ち続

け、学校においても優れた教師を育てようとする

意識が高まるよう、サポート研修をはじめ教育研

究所としてのきめ細かな支援を大切にして取り組

んできた。 

令和４年度は以上のことを踏まえ、以下のとお

り見直しを図った。 

 

・各経験年数に応じた研修において、子どもの実

態に合った授業づくり、人権教育、インクルー

シブ教育、公務員としての服務や教職員のセル

フマネジメントについての内容を取り入れ、総

合的・系統的に実施した。 

・基本研修において受講者自身が学びを振り返る

ことができるよう、年間報告書の内容を改善し

た。また、振り返りをデータ化して受講者自身

の校務支援メールに届くようにし、受講者が学

びのつながりを意識できるよう取り組んだ。 

・５年経験者研修、中堅教諭等資質向上研修の授

業づくりに関する研修については、広く学ぶ機

会とするため、対象者以外も受講できる公開講

座とした。 

・総括教諭研修についてはオンライン、経験年数

が少ない教員研修については集合研修を基本
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とするなど、対象者や研修内容によって計画的

に実施方法を設定した。 

 

教師が学びたいときに学び、自己のキャリアや

職能に応じて、自らの資質を向上できる研修体系

を今後も維持・発展していきたい。 

 
４ 教育の情報化推進 
 学習指導要領に示された「情報活用能力の育

成」「ICT機器を適切に活用した学習活動の充実」

を実現するため、学校のICT機器の環境整備と活

用推進を図る事業を行った。特に、GIGAスクール

構想の推進のため関係各課と連携しながら取り組

んだ。 

 また、「校務の情報化」を目的として校務支援

システムの活用推進を図る事業を行った。さらに、

教育の情報化・GIGAスクール構想推進のために、

１人１台端末活用のための研修・授業での活用参

観・プログラミング教育実施に向けた研修を計画

した。 

 本年度も引き続き、授業・校務におけるICT機

器・校務支援システムの活用推進を軸に、校務支

援システムによる成績入力、通信簿作成、中学校

調査書の作成、指導要録、健康診断票の作成、学

校ホームページの更新などの訪問研修を適宜行

い、現場に寄り添った支援に力を入れた。また、

１人１台端末が小・中・特別支援学校に整備され

たため、活用の様子を積極的に参観をした。 

情報セキュリティを確保するため、「学校の保

有する情報の取扱いに関する基準」の周知を図る

とともに、ICT 担当者会や情報セキュリティ月間

（５,10,２月）を通して、情報セキュリティ喚起

の取組を行った。 

 今後の課題は、GIGAスクール構想により配備さ

れた1人１台端末を活用した効果的なICT機器の

活用の促進を図るための研修や授業支援の充実、

職員と児童生徒の情報モラルの育成などである。 
 
 
 
 
 

５ 教育研究所運営に関する懇話会 

（１）構成員 

<座  長> 星野 洋司 (大津中学校長) 

<副 座 長> 井上  泉 (大楠小学校長) 

< 構 成員 > 伊藤  学 (横須賀総合高等学校長) 

< 〃  > 島貫 修二 (大津小学校長) 

< 〃  > 松山 雅彦 (北下浦中学校長) 

< 〃  > 川 上  誠 (教育指導課長) 

   

（２）教育研究所運営に関する懇話会 

第１回教育研究所運営に関する懇話会 

  日時 令和４年５月20日（火）10時開催 

  場所 教育研究所 第１研修室及びオンライン 

 第２回教育研究所運営に関する懇話会 

  日時 令和５年１月11日（水）10時開催 

  場所 教育研究所 第１研修室及びオンライン 

  横須賀市教育研究所条例に基づき、年２回の

教育研究所運営に関する懇話会を開催した。 

第１回では、教育研究所の運営についての質

疑応答・意見交換を行った。 

  第２回では、一年間の成果と課題について、

意見交換し、次年度の運営についてご意見をい

ただいた。 

 
６ 令和４年度予算 
教育研究所費の令和４年度一般会計予算額は、

1,288,371 千円であった。このうち、情報システ

ムの運用や情報教育の推進に係る情報関連予算は

894,172千円で、全体の69％を占めている。 

 また、各学校費において、市立の小中学校、特

別支援学校における１人１台端末や、高等学校に

おける教育用パソコン等の整備・運用に関する予

算212,216千円についても所管しており、これら

を合わせた情報関連予算は、1,106,388 千円とな

る。 

その結果、所管予算全体では、1,497,187 千円

となった。 
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合計(①+②) 1,497,187 

① 教育研究所費 小計 1,288,371 

・情報関連費 

 *情報教育研修費 

 *よこすか教育ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ事業費 

 *ICT活用教育推進事業費 

894,172 

(4,728) 

(634,518) 

(254,926) 

・給与費 194,252 

・学力向上・教育課題研究事業費  556 

・資料情報提供事業費 621 

・理科教育研修費 1,814 

・教員研修事業費 4,556 

・教育研究所管理運営費 192,400 

② 学校費 小計 212,216 

・GIGAスクール推進事業費  

・学校運営費      

64,653 

147,563 

（単位千円） 

 
７ 職員 

（１）職員の配属と異動 

令和４年度の教育研究所は、昨年から２課体制

となり、所長、担当課長含め職員19人、会計年度

職員11人、長期研究員1人で組織した。加えて、

教育指導課の外国語アドバイザー２人の合計 33

人が教育研究所で勤務している。 

 教育情報担当課長に税務部市民税課から矢本

歩、調査研究担当主査指導主事として長井中学校

から白井宏一、教育総務部学校管理課から濱田広

治、教育情報担当課ICT環境整備担当として、議

会事務局議事課から松本翔が赴任した。 

 なお、引き続き主査指導主事の新谷美紀が教育

情報担当課と教育指導課の業務を併任している。 

 加えて、鶴久保小学校籍の長期研究員として山

田雄太が教育研究所への配属となった。 

 また、教育情報担当課長の飯田達也は教育総務

部教育政策課長として、主査指導主事の市下啓嗣

が夏島小学校の教頭として、管理運営担当係長（課

長補佐）の中村洋介は学校教育部教育指導課係長

として異動した。 

 

（２）人員構成（令和４年４月１日現在） 

所  長 阿部 優子 (教育研究所の総括) 
主査指導主事 白井 宏一 (指導主事の統括） 

〃 田山 雅也  
(研修・調査研究担当の

の総括) 
係  長 濱田 広治 (管理運営等）  
指導主事 岩久 玲子 (研修・調査研究等) 

〃 高瀬 鉄平 (研修・調査研究等） 
〃 淺見 浩 (研修・調査研究等） 
〃 鈴木 徹也 (研修・調査研究等） 

主  任 川本 正明 (管理運営) 
〃 山岸 弘美 (管理運営) 

会計年度職員 菅原 和子 
(教育史・ 
よこすか教師塾等) 

〃 八木田 実 
 (研修補助・ 
よこすか教師塾等) 

〃 長島 智仁 
(理科教育・ 
よこすか教師塾等) 

    〃 棚橋 美江子  (研修事務等) 

〃 河合 陽子 
(図書資料整備、 
研修補助等) 

〃 大橋 尚美 (研修事務全般等) 

〃 井上 浩二 (施設管理運営等) 

   
教育情報担当課   

課  長 矢本 歩 
 (教育情報担当課の 
総括） 

主査指導主事 伊東 誠司  (ICT 教育的活用等） 
〃 丸瀬 正 (ICT 教育的活用等) 
〃 新谷 美紀 (ICT 教育的活用等） 

主  査 三ツ堀 幸正  (ICT 環境整備等) 

指導主事 渡邉 雅人 (ICT 教育的活用等） 

主  任 小牧 武史 (ICT 環境整備等） 

〃 山口 新人 (ICT 環境整備等） 

〃 松本 翔 (ICT 環境整備等） 

会計年度職員 柏木 崇子 (教育情報化支援員） 

〃 高木 恵美子 (教育情報化支援員） 

〃 堀越 佳子 (教育情報データ整理等) 

〃 加藤 美由紀 （教育の情報化推進等） 
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教育指導課 
外国語アドバイザー 

菊池 由美子 (外国語教育） 

〃 久岡 美佳 (外国語教育） 
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調査研究関係 

◆概 要 

         調査研究では、「教育に関する専門的及び技術的事項の調査・研究を推進し、その成 
        果を還元する」「市内外の教育に関する研究や資料、研修図書等を収集し、発信する」 
        を目標として取組を進めた。 

 横須賀市長期研究では、「子どもの学習改善につながる授業」をテーマに研究を行っ  

た。 

 資料・情報提供事業では、横須賀市教育情報センターイントラネットサイトと教育研

究所図書資料室を充実させることに努めた。経験年数の少ない教員の参考となるよう、イ 

ントラネットサイトに学習指導案を掲載したり、図書資料室に「授業づくり」「学級づくり」などの書籍

を整えたりした。タイムマネジメントや GIGA スクール構想に関する書籍も配架した。カリキュラムセン

ターとしての機能の充実を図るべく、イントラネットサイト内の資料の追加・更新・整理に努めた。 

 理科センター機能の充実にも努め、理科教育研修講座やパワーアップ研修講座を開講し、理科教育の充

実に努めた。また、様々な理科教育に関する資料を作成し、イントラネットサイトや理科室に掲示し、活

用を促した。 

 

調査研究事業 

１ 長期研究 

令和４年度の長期研究は「教育課程・学習評価」

を研究テーマとして実施した。概要は、次のとお

りである。 

(１)研究員 鶴久保小学校 山田 雄太 教諭 

(２)研究主題 

「子どもの学習改善につながる授業～個人思考

後の自己の状況把握を通して～」 

(３)アドバイザー  横浜国立大学 教職大学院 

          教授 石塚 等 様 

(４)主題設定の理由 

 平成 31 年中央教育審議会『児童生徒の学習

評価の在り方(報告)』において、学習評価の３

つの在り方が示された。その中でも、「児童生

徒の学習改善につながるものにしていくこと」

という部分に注目し、算数科の授業の中で実態

把握を行った。その結果、自らの学びを振り返

る部分に課題があるということがわかった。そ

こで、授業の中で自己の状況把握を行うことで、

学習改善している姿が生み出されるのかを検証

する必要があると考えた。 

 

(５)研究内容 

 自己状況の把握について小学校第４学年算数科

の授業の中で、個人思考の後に「自分見つめタイ

ム」という時間を設定し、以下の２点について分

析・考察を行った。 

ア 「自分見つめタイム」と適用場面での取り

組みの様子 

イ 「自分見つめタイム」後のグループ活動で

の児童の様子 

 「自分見つめタイム」のような自己の状況把握

を授業の中で設けることによって、問題に対して

の自分自身の困り感を明確にできるとともに、児

童自らがグループ活動や全体共有の場で、自分自

身の困り感を積極的に話す姿や、自分自身の課題

解決につながる他者の考えを取り入れる姿につな

がった。また、適用場面では、自己状況の把握を

基にして得た知識を活用して問題に取り組む姿が

生まれていた。これらのことから、自己状況の把

握は学習改善している姿を生み出すことにつなが

ったと言える。 

(６)研究成果の発信 

・研究発表会の実施 

・イントラネット上で情報発信 

・県教育研究所連盟研究発表会で提案（令和５年

度） 
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２ 神奈川県教育研究所連盟 研究発表大会 

11 月１日(火)、神奈川県教育研究所連盟第 69

回教育研究発表大会において、令和３年度横須賀

市教育研究所長期研究員の板越 秀介教諭(大津

中学校)が、『１人１台端末の活用による情報活用

能力の育成～「問題解決・探究における情報を活

用する力」に焦点をあてて～』をテーマに、令和

３年度神奈川県総合教育センター長期研究員の馬

場 威洋教諭（長井小学校）が、『小学校外国語

科における「聞く力」を育む～児童の興味・関心

を高めるスモール・トークを通して～』をテーマ

に発表した。 

 

 

資料･情報提供事業   

【図書・資料】 （R5,３,31 現在） 

１ 図書資料  

 令和４年度の図書購入予算は、CD・DVD 付図書

も含めて 27万 5千円であった。この予算で、合計

107冊の図書を購入した。GIGAスクール構想関連

の ICT活用、学力向上への対応や各教科・領域、

教師としてのスキルアップ等に関する図書を購入

した。特に学習指導要領の解説書や学習指導要領

に則した授業づくりに関するもの、算数・数学教

育、外国語教育、技術・家庭教育、生活・総合教

育に関するもの、主体的な深い学びに関するもの、

これから求められる教育・教師像などに関するも

の、教師力を向上させるものなどである。寄贈本

は 10冊であった。 

 所蔵数は、図書 27,133点、教育ビデオ 22点 

DVD 95 点（それ以外に本研究所内で視聴可能なビ

デオ 173点、DVD13 点）である。 

 また、保管している市内各学校や各地の研究機

関・大学･学校・出版社等から寄贈された研究紀要

及び教育資料等は、前年度より 341点増え、26,370

点になった。 

令和４年度に閲覧提供した雑誌等は次の 15 種

類で、第 1研修室前の棚に配架した。そのうち購

入教育雑誌は 9種類である。 

〔定期購入したもの〕 

① 初等教育資料    ② 中等教育資料  

③ 高校教育     ④ 総合教育技術 

⑤ 教育        ⑥ 教育展望 

⑦ 日経 PC21     ⑧ 内外教育  

⑨ 語る・かたる・トーク 

〔その他〕 

⑩ 指導と評価    ⑪ 日本教育  

⑫ 部落解放      ⑬ 人権と部落問題  

⑭ ヒューマンライツ ⑮ ＰＨＰ 

広報よこすか、県のたより、人権のとも、更生

保護よこすか、よこすか社協だより、よこすかボ

ランティアニュース、まなびかんニュースなどは、

２階事務室前の雑誌専用書架に配架している。貸

し出しはしていないが、常時閲覧可能である。 

購入している新聞は、次の２紙である。 

①日本教育新聞  ②神奈川新聞 

また、教育家庭新聞マルチメディア号は寄贈さ

れている。日本教育新聞、教育家庭新聞マルチメ

ディア号は２階事務室前の雑誌専用書架に、神奈

川新聞は事務室に配架している。 

 

２ 図書室・資料室の環境整備 

本研究所図書室の ICT環境は、ノート型 PC１台

とプリンター１台により、図書室の利用者の利便

性を確保している。 

図書室内のコーナーを分かりやすくなるよう常

に配置の工夫をしている。小学校の外国語教育が

必修化されたことを受け設置した、英語の絵本や

オーストラリアを紹介するグッズなどの展示コー

ナーは、本年度も継続した。経験年数の少ない教

員や教員採用試験対策に役立つ本を集めたコーナ

ー、「学習指導要領」「学校経営・法律関係」「情

報・学校図書館」「教師・教育一般」「新着図書」

「学力向上」「防災」「特別支援・教育相談」「国

語」「社会」「算数・数学・理科」「音楽」「図

画工作・美術」「体育・保健体育」「家庭・技術

家庭」「プリント教材問題データベース集」「日

本語指導資料」「幼稚園教育・生活・総合的な学

習の時間」「外国語・外国語活動」「道徳・特別

活動」「エプロンシアター・ビデオ」に分類、整

備をしている他、文部科学省や県教育委員会から
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の答申等の資料を印刷した「教育情報」のコーナ

ーなどもある。また、各研究機関からの「研究紀

要」や「学校教育賞」、各学校別に学校要覧や研

究紀要、行事予定表・PTA 広報紙などを収納した

コーナーもある。 

新刊本を利用しやすくするために、新刊本コー

ナーを設けている。研修や会議等の前後に立ち寄

り、新刊本を手に取って見られるように工夫して

いる。本年度も、折り紙などでディスプレイを作

り、掲示板や図書室に季節感を添えてみた。 

図書室前の書棚では、「齊藤喜博全集」「大村

はま国語教室」、地域教材などを配架した。 

書籍、資料の所蔵数が増えてきたことにより、

収納スペースの確保が課題になっている。過去の

雑誌の廃棄、複数ある本の整理などを行った。引

き続き、本研究所として保存していく資料の精査

を行い、継続的な資料の保存が可能となるよう収

集・保存のあり方を検討し、ルールを策定する準

備をしている。 

 

３ 図書資料の閲覧と貸し出し 

 所蔵資料を検索しやすいように、イントラネット

のページを工夫した。掲示物や購入図書の紹介は、表

紙の画像をつけて分かりやすく紹介した。 

図書室・資料室の利用規約は、次のとおりである。 

① 開館時間 平日 ９時30分～17時30分 

② 図書室での閲覧は自由 

③ 貸し出ししているもの 

・研修図書（禁帯出以外）一人５冊まで 

・ビデオ・DVD  一人５本まで 

・エプロンシアター 

・集団読書絵本「からすたろう」 

・オーストラリアングッズ 

・紙芝居台 

④ 貸出期間 

原則として、図書は１ヵ月以内、ビデオ・DVD

は２週間、その他のものは1ヶ月以内。 

⑤ 利用対象者  横須賀市立学校の教職員 

       教師塾受講者 

４年度の貸出実績は、次のとおりである。    

 ・図書       166点 

  ・ビデオ      10点 

４ 新刊本等の情報提供 

 新規購入図書の紹介はイントラネットを通し

て行っている。新しく購入した本が届いたら、速

やかにホームページを更新し、情報提供してい

る。また研究所来所者にも新規購入図書が分かる

よう工夫している。 

 

５ 教科書センター 

 本教育研究所図書室は「横須賀地区教科書センタ

ー」を兼ねており、日常的な教科用図書の閲覧や

問い合わせに対応している。教科用図書展示会

は、本年度６月 10日から６月 23日まで行った。

本研究所の来場者数は、58人（学校関係者 41人、

一般 17人）であった。 

令和５年度使用高等学校用教科書（新教育課程

用）253冊を加え、戦後の教科書の蔵書数は21,048

冊である。 

 

６ レファレンス・サービス 

 本教育研究所の図書室・資料室に保管している

情報・資料をより広く活用してもらうために、教

育資料情報に関する問い合わせには、来所された

方だけでなく、電話や電子メールなどでも応じて

いる。 

 本年度の問い合わせ件数は 25 件であった。市

民の方から横須賀総合高校で現在使用している

「英語の教科書を見せてほしい」「横須賀の混血

児教育に関する資料は所有しているか」「戦後の

学校校舎利用の資料を閲覧したい」などの問い合

わせがあり、対応した。教職員からは、「横須賀

・横浜地域の新田開発に関する資料を借りたい」

など問い合わせがあった。前年度に続き教育史の

編纂、原稿執筆作業のため、本年度も編纂委員に

よる問い合わせがあった。また、浦賀コミュニテ

ィーセンター主催の「青い目の人形展」に展示す

るパネルや写真の貸し出し、資料提供などの依頼

に協力した。 

インターネット上には「資料用教科書目録」「写

真で見る横須賀教育史」「教具的民族資料」のデ

ータを公開している。このため、教育図書・資料

の利用者は、市内の教職員や一般市民にとどまら

ず、市外の教職員や教育関係の学生、ライフワー

クとして教育に関心を持っている方など多方面に

広がっており、それぞれのレファレンスにできる
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だけ迅速に対応した。 

 

７ 教育史編纂 

 平成29年度から始まった「横須賀市教育史」編

纂事業であるが、新型コロナウイルス感染拡大防

止の観点から、予定していた「Ⅱ～Ⅴ期教育史編纂

プロジェクトチーム会議」は、令和２年２月の開催

以降、およそ２年間に渡り中止を余儀なくされた。

本年度は本事業の最終年度のため、基本的な感染

予防対策を徹底し、２回の会議を開催した。 

 会議の数字は今までの累積番号で表している。 

第12回教育史編纂プロジェクトチーム会議（Ｒ４．

５．27） 

第13回教育史編纂プロジェクトチーム会議（Ｒ４．

10．21） 

 暫定版原稿の提示、執筆の見通し、修正、校閲者

について、今後の流れ確認を行った。 

 今後は、資料編の作成・発刊に向けて、全体的な

バランスを調整しながら、執筆作業、編集作業、校

正作業を続けていく予定である。 

 

「Ⅱ～Ⅴ期教育史編纂プロジェクトチーム」委員 

 座 長 堀越 和宣  

 委 員 青木 良紀・南 久直・渡邉 武 

     大久保 静香・佐藤 設夫 

     松永 和夫・橋本 邦子・大橋 倫人 

      小林 勇雄・渡辺 浩・小谷 孝夫 

     田野口 則子   

 事務局 阿部 優子（教育研究所長） 

     白井 宏一（主査指導主事） 

     菅原 和子（図書資料担当） 

     河合 陽子（図書資料担当） 

 

８ 教育情報センターインターネットでの情報提供 

教育情報センターインターネット上には、次の

資料を提供している。 

 ① 資料用教科書目録 

 ② 写真で見る横須賀教育史 

 ③ 教育的民俗資料 

 ④ 雑賀コレクション 

 

 

９ 民俗資料 

 民俗資料の数々は、昭和 47年から収集を始め、

平成５年に「教具的民俗資料集」と題して冊子に

まとめられた。教育研究所では、冊子の内容を「教

具的民俗資料」と題し、41点をインターネット上

に公開している。 

 

10  雑賀コレクション 

第８代本教育研究所長、横須賀市立高等学校長、

横須賀市教育委員長などを歴任された雑賀昭二先

生は、教育に関する道具や機器を中心に、時代と

ともに変遷していく教具や視聴覚機器の散逸を懸

念され、収集に努められた。 

 平成 11 年に、これらの貴重な資料を本教育研

究所に託された先生は、平成 22年に他界された。

その後、ご遺族と本教育研究所との間で寄贈の手

続きが整ったので、平成 24 年度にこれらの貴重

な資料 199点を、広く多くの方々に供するため、

「雑賀コレクション」と題し、ホームページに目

録とその写真を掲載した。 

 

11  研究所刊行物  

  本年度は、次の定期刊行物を発行した。 

・教育研究所要覧 令和４年度（2022年度）版 

・教育研究所所報 84号 

・小学校児童・中学校生徒 研究集録 61集 

 

理科教育事業 

 

令和４年度に実施された「全国学力・学習状況

調査 理科」の結果では、正答率で見ると、多く

の学年において全国平均のポイントを下回ってい

る。学年によっては大きな差となるなど、課題が

大きい。一方で、質問紙の回答を見ると、前回よ

りも肯定的に捉えている回答が多く見られた。ま

た、サイエンスサマーや土曜科学教室、児童・生

徒研究集録への取組状況を見ると、必ずしも児童

生徒の理科離れが進んでいるとは言えないと考え

られる。 

 この課題を解決するためには、理科指導力を高

めていくことが必要であり、教員研修の充実、学

習環境の整備が求められる。教育研究所の理科教
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育事業では、教員が学び探究する場、そして科学

への関心を高める場として、研修講座を中心に、

授業支援や情報提供を行ってきた。 

 研修講座では、理科の指導に必要な基礎的技術

を身に付ける内容、指導が難しい観察・実験を含

む単元の教材研究を深める内容、野外での自然観

察における留意事項、薬品管理を含む安全指導に

かかわる内容等を取り上げ、実施した。 

 さらに、教員が科学の最新情報にふれ、関心を

高めることも理科教育の充実における大切な要素

であると考え、科学教養講座を実施した。 

 研修講座以外の事業としては、理科の学習や指

導に必要な教材の配布や斡旋、観察・実験器具の

貸し出し、研究・研修のための施設の開放、様々

な問合せ・相談への対応などを行うとともに、イ

ントラネットサイト「理科なび」を充実させ、授

業に役立つ資料の提供を進めた。 

 本年度も、児童の科学に対する興味・関心を高

め、学力を向上させることを目的として、「サイ

エンスサマー2022」を継続して実施した。また、

教員の指導力向上を目的として、「パワーアップ

研修講座」として研修も行った。昨年度に引き続

き「土曜科学教室」を年間８回実施し、今年度よ

り、対象者を中学生にも広げた。 

 なお、教育研究所の諸事業を進めるにあたり、

教育指導課指導主事や小学校理科研究会、中学校

理科研究会、他の研究機関と連携をとりながら、

内容の充実と活動の円滑な実施を図っている。 

 

 

１ 理科教育研修講座 

 令和４年度は下記の３講座を設定した。 

  ア．理科基礎技術研修講座 

  イ．小学校・中学校理科教材研究講座 

  ウ．科学教養講座 

（１）理科基礎技術研修講座 

 主に理科の授業を担当している教師や、

初任の小学校教諭、中学校理科教諭を対象

に、理科の指導に必要な基礎的技術を身に

付ける内容として＜表１＞のような６講座

を計画し、全て実施した。 

 これらの講座は、理科を指導するにあた

って身に付けておきたい基礎的な内容を中

心に行った。事故防止を含む観察・実験の基

礎技術、自然観察における知識、身近な自然

の活用等について学習した。この６講座の

うち、３講座は自然・人文博物館と連携し、

学芸員を講師に招き、そのうち２講座につ

いては自然観察（フィールドワーク研修）で

あった。 

（２）小学校・中学校理科教材研究講座 

 小中学校の学習内容で、学習効果を高め

るための教材開発や選定、学習展開の工夫

について研修するために＜表２＞のような

２講座を計画し、実施した。 

 理科教材開発会社に講師を依頼し、様々

な教材・材料を用いての実験方法を学ぶ内

容であり、１つ目は新学習指導要領を意識

した教材・教具を用いた実験の方法につい

て、２つ目は身近な道具を用いた観察・実験

の工夫について取り上げた。 

（３）科学教養講座 

 理科を指導する教員にとって役立つ技

術、最新情報を得るために、また、科学に対

して教員自身が興味・関心を持てるように

するために＜表３＞の１講座を実施した。 

 国立研究開発法人海洋研究開発機構（

JAMSTEC）副主任研究員 中嶋 亮太氏を

講師に、海洋マイクロプラスチック問題

についての講話を実施した。 

 

２ 理科実験観察教材の斡旋・配布・維持管理 

 生物教材の飼育・栽培・保存及び配布、斡旋を

行った。 

 種ジャガイモ、サツマイモ苗、蚕種については、

多くの小学校から購入希望があった。種ジャガイ

モについては理科で、サツマイモ苗については生

活科等での需要がうかがえる。一方、蚕種につい

ては、羽化後の取扱いに悩む学校もあり、今後需

要が減っていくものと思われる。 

 水中の微小生物についても校種を問わず提供依

頼があり、各学校での授業の一助となることがで

きた。県立総合教育センターから提供されたもの

を維持管理し、指導時期に提供できる体制をとっ
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ている。 

 水生植物等の提供依頼もあり、理科教材園の整

備が十分でない学校にとって、教育研究所の果た

す役割は大きい。教材園については、教育研究所

の外壁工事により、縮小した。 

 

３ 理科資料のデータベース化 

 教育情報センターイントラネットサイトで配信

している「理科なび」では、前年度に引き続き授

業で役立つ情報の提供を目的として、実践資料の

充実に努めるとともに、土曜科学教室の様子など

の情報発信を行った。 

 

４ サイエンスサマー2022 

 小学生の科学に対する興味・関心を高める場と

なる自由研究を支援する目的で実施した。夏季休

業開始後の１日、教育研究所に小学校３年生から

６年生までの希望者を集め、実験・観察を体験さ

せている。理科教育に長年携わっている教員が５

つのブースを運営し、研究仮説の設定、実験・観

察、考察という一連の流れを体験させ、自由研究

への取り組みを支援する内容である。今年度は、

午前 20名、午後 20名で実施した。 

 

５ 小学校児童・中学校生徒研究集録の作成 

 各学校の児童生徒の代表作品１点を研究集録イ

ントラネットサイトにおいて掲載した。 

 この研究集録には、夏季休業中に取り組んだ自

由研究を中心に、小中学校 55 点の研究成果を掲

載した。平成 30 年度からイントラネットでの閲

覧のみとし、平成 30 年度以降の作品は常時閲覧

可能とした。令和３年度、各学校ではパソコン教

室及び普通教室のパソコンが廃止となり、児童生

徒が常時閲覧できない状況になったので、令和４

年度より教育研究所のホームページで公開するよ

うにした。 

 

６ 土曜科学教室 

 本年度から中学生を対象に広げ、児童生徒が自

身で行う実験・観察を通し、科学に対する興味・

関心を高め学力の向上を図ることをねらいとし

て、＜表４＞のように年間８回実施した。新型コ

ロナウイルスの感染拡大防止のため、１回の定員

を 30名とした。 

 参加児童生徒のアンケートからは、科学への興

味の高まりと主催者側がねらいとした内容に対す

る感想が多く見られた。理科教育の推進の効果が

高かったと考えられる。 

 

７ 授業支援 

 理科支援員（非常勤）職員を中心に、理科の授

業づくりの工夫や改善点、安全指導、動植物の飼

育や教材化の工夫、薬品整理や廃棄の方法など、

様々な問い合わせや相談に応じてきた。教育研究

所が蓄積してきた資料や技術等の提供、理科機材

や器具の貸し出しなどを行った。 

 理科物品をより活用できるよう、貸出対象物品

のリストを写真付きに修正し、イントラネット（理

科なび）に掲載している。 

 理科実験室の施設や機器等の利用については、

各学校の要望にできる限り応じ、プラネタリウム、

プログラミング教材、顕微鏡などを貸し出した。 

 薬品管理について、本年度、市内 15校に適切な

管理に努めるよう指導・助言を行った。薬品管理

マニュアルの活用や薬品管理台帳の記入について

相談に応じた。 

 

８ 理科教育事業への協力 

理科教育研修やその他の事業について、小学校

理科研究会、中学校理科研究会をはじめ、多くの

方々との連携・協力を行った。ご協力いただいた

主な方々は次のとおりである。 

小学校理科研究会会長  一ツ谷宙生（野比東小） 

       副会長 中川 幸太 （走水小） 

宇佐美 暁（津久井小） 

中学校理科研究会会長 金澤 和彦（大矢部中）

 副会長 齊藤 民夫 （馬堀中） 

（敬称略） 
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＜表１＞ 理科基礎技術講座                              （６回） 

  月  日 講      座      名 指   導   者 場  所 参加人数 

5/17 生物教材の飼育と授業づくり 

～カイコ～ 

内舩俊樹 

（自然・人文博物館） 

理科実験室 ８人 

5/25 小学校理科指導者養成研修 堀井真 

（教育指導課） 

理科実験室 ２人 

６/８ 生物教材の飼育と授業づくり 

～メダカ～ 

長島智仁 

    (教育研究所) 

理科実験室 ４人 

７/25 理科室の安全な管理の仕方と安全な実験方法 吉原伸敏 

（東京学芸大学） 

理科実験室 ７人 

７/27 自然観察会 

～天神島の生き物～ 

萩原清司 

（自然・人文博物館） 

天神宮海自然教育園 

天神島ﾋ゙ ｼ゙ ﾀー ｾﾝﾀー  

28人 

12/27 自然観察会 

～観音崎で見られる地層～ 

柴田健一郎 

（自然・人文博物館） 

自然・人文 

博物館周辺 

６人 

 

＜表２＞ 小学校・中学校理科教材研究講座                      （２回） 

  月  日 講      座      名 指   導   者 場 所 参加人数 

８/25 上手に活用！実験機器 

～実験機器の使い方＆活用法～ 

スタッフ 

（株式会社島津理化） 

理科実験室 18人 

８/25 なるほど！小・中理科実験教室 

～理科教材から学ぶ理科実験の工夫～ 

スタッフ 

（株式会社ヤガミ） 

理科実験室 15人 

 

＜表３＞ 科学教養講座                               （１回） 

  月  日 講      座      名 指    導    者 場  所 参加人数 

 ７/25 深海にひろがるプラスチック汚染 中嶋亮太 

（JAMSTEC） 

理科実験室 63人 

 

＜表４＞ 土曜科学教室 （８回名） 

月 日 対象学年 実施機関 募集人数 応募者数 

６/４ ５・６年 日産自動車 30 103 

７/９ ３・４年 日本エア・リキード 30 70 

７/９ 中学生 ＮＴＴ 30 12 

10/15 ５・６年 株式会社ナリカ 30 45 

11/19 ５・６年 ケニス株式会社 30 26 

12/17 ５・６年 電力中央研究所 30 30 

１/21 ３・４年 東芝未来科学館 20（中止） 42 

５・６年 20（中止） 34 

３/11 ３・４年 横須賀市自然・人文博物館 30 25 
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研 修 関 係 

令和４年度は基本研修として、初任者研修、教職１年経験者研修、教職２年経験者研

修、教職５年経験者研修、中堅教諭等資質向上研修を実施した。中堅教諭等資質向上研

修では、研修対象者を教職９～11年経験者と弾力的な運用を図った。 

職務に応じた研修では、管理職や学校運営に携わる教諭、初任者指導に携わる教諭に、

リーダーとしての在り方や人材育成を促進する研修内容の充実を図った。また、それぞ

れのキャリアステージに応じて、学力の向上を目指した授業づくり、喫緊の教育課題や

人権課題に応じた研修の充実を図ってきた。 

夏季休業中の選択研修については、各教科や最新の教育課題に応じた研修を実施し、

全 37 講座 65 回の研修を計画した。オンライン等の活用により、研修の機会を保障する

ことができた。 

 

１ 概要 

本年度の目標と方針は、次のとおりである。 

１ 教師として求められる資質・能力、指導力の向

上を図る。 

（１）基本研修において、経験年数に応じた資質・

能力及び指導力の向上を図る。 
（２）選択研修において、学力の向上に向けた教師

の授業力向上、教育課題、学校づくりなど系統

的な研修講座を提供する。 

 

２ 学校組織の活性化と人材育成を図る 

（１）各学校において組織的、計画的な人材育成が

図れるよう、学校づくり、コミュニケーション

能力、集団づくりなど実践的な研修内容を充

実させ、校外研修の内容を還元し、校内研修と

の連動を図る。 
（２）各学校において協働性を生かした校内研修・

研究が推進されるよう積極的な訪問支援研修

を行う。 

１「教師として求められる資質・能力、指導力

の向上」については 

①すべての基本研修において、「授業力」「課題

解決力」「人格的資質・情熱」の３つの資質・

能力の向上を目的として、ICT 活用やインクル

ーシブ教育、人権教育、セルフマネジメント等、

系統的に研修に取り入れた。また、受講者自身

が学びを振り返ることができるよう、年間報告

書の内容を改善したり、振り返りをデータで自

分のメールに届くようにしたりして、受講者が

学びのつながりを意識できるようにした。 

②初任者研修では３年ぶりにグループ代表授業を

行い、ワークショップ型の研究協議を通して、

授業について理解を深めることができた。ま

た、中堅教諭等資質向上研修の一環として中堅

教諭も参加し、校外研修で学んだファシリテー

ションスキルについて実践する場を設けるこ

とができた。 

③パワーアップ研修（理科シリーズ・達人シリー

ズ）を実施し、教師の授業力向上を図った。 

④スキルアップ研修講座を土曜日に開催した。著

名な講師を招聘し、授業づくりや日々の教育活

動に生かせる実践的な研修を充実させた。 

 

２「学校組織の活性化と人材育成」については 

①各経験者研修の校内研修において、ペア・グル

ープ研修を位置付け、学校内において協働で授

業づくりを進め、日常的なOJTの充実を図った。 
②総括教諭３年目を対象とした学校運営研修では、

研修を通して受講者が学校組織の課題と改善

について深く協議できる場を設けた。 
③管理職研修では、人材育成をテーマとした研修

を実施し、校内人材育成ついて研修を行った。 
④総括教諭研修では、GIGAスクール構想と１人１

台端末の活用を組織的に図るための研修を行

った。 
 

以上のような取組により、校外研修と校内研

修が連動して学校の組織力が向上すること、そ

して、一人一人の教員が人材育成の視点を持っ

てOJTを進められることを期待している。 
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基本研修 

経験年数に応じた研修 

教職員のライフステージに沿って、教職経験に応じた体系的な研修により、教育公務員

としての公正な職務遂行能力と資質、そして専門職としての優れた指導技術の向上を図る

研修である。 

各経験年数に応じた職場における役割の理解を深めるとともに、本市の目指すべき教職

員像を大切にし、指導力の向上や ICTの活用方法、服務やセルフマネジメントの在り方、

人権教育やインクルーシブ教育などに関わる研修内容を実施し、教員としての資質・能力

の向上を図った。 

 

１ 初任者研修講座 

新採用の教員として求められる資質・能力の向

上を図るとともに、学習指導や学級経営に必要な

基礎的・基本的な知識や技能の習得を目指した研

修を行った。外部民間講師や本市指導主事が講師

となり、実践的な研修を行った。受講者は87名。

（養護教諭３名を含む）校外研修年間 16 回と校

内研修年間210時間以上を実施した。 

 

（１）校外研修（指定16回） 

第 12回「よこすかを知る」では、横須賀市の歴

史を学び千代ヶ崎砲台跡や浦賀ドック跡を見学し

た。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ４月26日 

開講式 

学校教育部長講話 

教育研究所長挨拶 

教職員の服務 

学校環境整備 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

 

学校教育部長 

教育研究所長 

教職員課指導主事 

学校用務員 

教育研究所指導主事 

２ ５月10日 
評価についての考え方 
認め合い高め合う集
団づくりの基本 

初任者指導アドバイザー 

野中 信行  

３ 

小 
５月31日 

体育の授業における
水泳指導法 

保健体育課指導主事 

学校体育指導員 

３ 

中 
６月14日 

中学校における部活
動指導 保健体育課指導主事 

４ ６月28日 
信頼される教師を目
指して 

茨城大学 

非常勤講師 

菊池 美也子 

 

 

５ ７月26日 
ICTを活用した授業づ
くり 

道徳教育の進め方 

教育情報担当指導主事 

教育指導課指導主事 

６ ７月26日 
人権教育の在り方 

確かな学力を育成す
る授業づくり１ 

教育研究所指導主事 

教育指導課指導主事 

７

８

９ 

10 

８月18,19日 確かな学力を育成す
る授業づくり１～４ 

教育研究所指導主事 

11 
９月６日 

オンライン研修 

学校事故対応 

情報セキュリティ 

保健体育課指導主事 

教育情報担当指導主事 

12 
10月 18日 

フィールドワーク 
よこすかを知る 

横須賀開国史研究会 

会長 山本 詔一 

生涯学習課担当 

千代ヶ崎砲台活用サポーターの会 

会長 外川 昌宏 

13 

11月８日 

11月15日 

11月22日 

11月29日 

グループ授業研究 教育研究所指導主事 

14 

中 
12月６日 

学校給食と学校に

おける食育 

学校食育課指導主事 

栄養教諭 

14 

小 
12月13日 

学校における食育 

理科実験・安全指

導 

学校食育課指導主事 

栄養教諭 

教育研究所指導主事 

15 １月17日 
インクルーシブ教育 

子どもと向き合う環境
づくり  

支援教育課指導主事 

教育政策課指導主事 

16 ２月７日 
学び続ける教師として  
～実践報告会～ 
閉講式 

教育研究所指導主事 
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（２）グループ研究授業 

第13回「グループ授業研究」において代表者10

名が授業を実施し、その後、研究協議を実施した。

拠点校指導教員研修、中堅教諭等資質向上研修と

同時開催とし、研究協議の進行役を中堅教諭等資

質向上研修受講者が務めた。協議を通じて、初任

者は自己の授業づくりについて見直すと共にし、

拠点校指導教員や中堅教諭等資質向上研修受講者

から助言を得ることができ、実り多い研修となっ

た。 

 

（３）校内研修（年間210時間以上） 

平成 24 年度より初任者研修における非常勤講

師の任用に関する通知の変更があり、校内研修の

総時間数が300時間以上から210時間以上に変更

された。 

校外研修で学んだことを校内研修につなげ、実

践に生かせるように、指導教員に校外研修で使用

した資料と同じ資料を送付したり、自己評価をも

とにした研修振り返り用紙の活用を図ったりもし

た。また、研修報告書類を削減・簡略化し、研修

の準備やまとめの時間の効率化を図ることで、充

実した内容の研修となることをねらった。 

拠点校指導教員方式においては、拠点校指導教

員が担当する研修を週６時間程度、年間180時間

以上、コーディネーターが割り振る研修を週１時

間程度、年間30時間以上実施した。 

校内指導教員方式においては、校内指導教員に

よる研修、校内指導教員が割り振る研修を年間

210時間以上実施した。 

 

２ 教職１年経験者研修講座 

教育公務員及び社会人としての自覚を高めな

がら個々の適性を伸長し、授業づくりに関する力

量の向上を図ることを目的として、児童生徒理解

をもとにした主体的な学びにつながる授業づくり

について学ぶ研修を実施した。校外研修６回、校

内研修８回実施。受講者は90名（養護教諭２名を

含む）。 

 

 

（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ５月６日 

教職員の服務 

研修概要と年間の見

通し 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事 

２ ６月１日 
児童生徒理解をもと

にした授業づくり 

関東学院六浦小学校 

スーパーバイザー 

松永 昌幸 

３

７月28日 

または 

８月24日 

インクルーシブ教育の

推進 

国立特別支援教育総

合研究所 所員 

４ 10月12日 
１人１台端末の活用 

人権教育(情報モラル) 

教育情報担当指導主事 

教育研究所指導主事 

５ １月20日 

タイムマネジメント

１年間の実践の交流

と振り返り 

教育研究所指導主事 

６ ９月～２月 
教科等指導員・学校

体育指導員授業参観 

教科等指導員・学校

体育指導員 

 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

２月 

管理職面談２回 

勤務校における授業研

究と研究協議４回 

自主研修２回 

校内でペアまたは 

グループを構成 

 

３ 教職２年経験者研修講座 

教育公務員及び社会人としての自覚を高めな

がら個々の適性を伸長し、授業づくりや授業改善

に関する力量の向上を図ること目的に研修を実施

した。予定していた４回の校外研修を集合形式で

実施したが、市内のフロンティア研究発表会が一

部非公開となったため、第５回については代替研

修も実施した。受講者 84 名（養護教諭１名を含

む）。 

 

（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ５月13日 
研修概要 

教職員の服務 

教育研究所指導主事

教職員課指導主事 
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２ ６月３日 

１人１台端末の活用 

カリキュラム・マネジ

メント 

教育情報担当指導主事 

教育研究所指導主事 

３ ７月29日 
メンタルヘルス 

いじめ問題の理解と対応 

関東中央病院心理士

支援教育課指導主事 

４ １月27日 

インクルーシブ教育

１年間の実践の交流

と振り返り 

支援教育課指導主事

教育研究所指導主事 

５ 10～12月 市内フロンティア研究発表会の代替研修 

 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

２月 

管理職面談２回 

勤務校における授業研

究と研究協議４回 

自主研修２回 

校内でペアまたは 

グループを構成 

 

４ 教職５年経験者研修講座 

教育公務員及び社会人としての自覚を高めな

がら個々の適性を伸長し、学習意欲を高める授業

づくりや同僚教職員との授業研究に関する力量の

向上を図ることを目的とし、主体的・対話的で深

い学びにつながる授業づくりやOJTを意識した仕

事への取り組み方を学ぶ研修を実施した。校外研

修５回、校内研修８回実施。受講者は62名（養護

教諭１名を含む）。 

 

（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１
４月27日 

オンライン研修 

教職員の服務 

タイムマネジメント 

研修概要と年間の見

通し 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事 

２ ６月２日 

１人１台端末の活用 

インクルーシブ教育 

教育情報担当指導主事 

教育研究所指導主事 

支援教育課指導主事 

３ ８月23日 授業研究の推進 
慶應義塾大学 

教授  藤本 和久 

４ １月24日 

人権教育（性的マイ

ノリティ） 

実践の交流と振り返り 

ダイビーノン 

代表  飯田 亮瑠

教育研究所指導主事 

５ ９月～２月 
教科等指導員・学校

体育指導員授業参観 

教科等指導員・学校

体育指導員 

 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

２月 

管理職面談２回 

勤務校における授業研

究と研究協議４回 

還元研修２回 

校内でペアまたは 

グループを構成 

 

５ 中堅教諭等資質向上研修講座 

  教職経験９～11年を経過した教員が対象。教

育公務員特例法第 24 条の規定に基づき、個々

の適性を伸長し、指導力の向上を図るととも

に、学年及び学校運営における企画調整力を身

に付けることを目的に研修を実施した。校外研

修９回、校内研修８回を実施した。受講者56名。 

 

（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

1 
４月22日 

オンライン研修 

開講式 

中堅教諭等として 

教職員の服務 

教育研究所長 

教育研究所 指導主事 

教職員課 指導主事 

2 ７月１日 

GIGAスクール構想と

ICTを活用した授業づ

くり 

教育研究所 指導主事 

3 ８月５日 
コーチングを生かした

人材育成 

人材育成ｻﾎﾟｰﾄｵﾌｨｽ   

 廣山 容子  

4 ８月５日 

「主体的・対話的で深

い学び」につながる授

業づくりと授業研究の

推進 

國學院大學 

 教授 田村 学  

5 ９月２日 

メンタルヘルス・ファ

シリテーションを意識

した協議 

関東中央病院 

 徳永綾子  

教育研究所 指導主事 

6 
10月14日 

オンライン研修 

インクルーシブ教育・

人権教育 

支援教育課 指導主事 

教育指導課 指導主事 

7 

11 月 8日

/15日/22

日/29日 

初任者グループ授業研

究と研究協議の進行・

助言 

教育研究所 指導主事 



 
 

 

 

- 26 - 

 

8 
１月31日 

オンライン研修 

１年間の実践の交流と

振り返り 
教育研究所 指導主事 

9 
９月 

～１月 

フロンティア研究発表

会参加又は代替研修 
教育研究所 指導主事 

 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

２月 

管理職面談２回 

勤務校における授業研

究と研究協議４回 

還元研修２回 

校内でペアまたは 

グループを構成 

※免許更新講習受講者は、指定された研修に振り

替えることができる。 

 

６ 養護教諭経験者研修講座・栄養教諭研修講座 

養護教諭経験者研修は、横須賀市が実施するそ

れぞれの経験年数における基本研修のカリキュラ

ムに合わせ、新採用者・１年経験者・２年経験者

・５年経験者・中堅養護教諭が受講する。本年度

は新採用者研修において３名、１年経験者研修に

おいて２名、２年経験者研修、５年経験者研修に

おいて１名ずつ、合計７名が受講した。 

また基本研修に合わせて校外研修や校内研修

の実施に加え、専門的な内容の研修効果を高める

とともに市外における養護教諭の交流を図るた

め、神奈川県立総合教育センターとの協定に基づ

き、県が実施する養護教諭研修を選択しながら実

施し、一部合同開催とした。 

栄養教諭経験者研修は、神奈川県立総合教育セ

ンターが実施するそれぞれの経験年数における基

本研修のカリキュラムに合わせ、新任栄養教諭・

２年経験者・５年経験者・中堅栄養教諭が受講す

る。本年度は、新任栄養教諭研修、５年経験者研

修で合計２名が受講した。 

また、養護教諭・栄養教諭が積極的に授業に関

わることを目的とし、受講者には校内研修に研究

授業を位置付け、新採用者研修以外の養護教諭と

５年経験と中堅の栄養教諭には授業公開を呼びか

けた。本年度は、１名の栄養教諭と２名の養護教

諭が授業公開を行った。 

 

 

職務等に応じた研修 

 

１ 管理職研修講座（指定） 

学校運営・学校経営に関することや、今日的な

教育課題についての理解を深め、円滑な学校経営

に必要な資質の向上を図るために研修を実施し

た。 

新型コロナウイルスの影響で一部がオンライ

ン開催となる研修もあったが、本年度は校長研修

講座、校長会連携研修講座、副校長･教頭研修講座、

新任教頭研修講座を全て集合開催とし、貴重な情

報交換の場としても学校運営を充実させるための

機会となった。 

 

（１）校長・園長研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 11月９日 
学校のおける人材育成

の在り方 

横浜国立大学 

教育学部長 

木村 昌彦 

 

（２）校長会連携研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月４日 
GIGA スクール構想の今

後の展望 

横浜国立大学 

教授 

山本 光 

 

（３）副校長・教頭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ５月27日 不祥事防止について 
神奈川県教育局 

  教職員人事課 

２ 11月９日 
学校のおける人材育成

の在り方 

横浜国立大学 

教育学部長 

木村 昌彦 

 

（４）新任教頭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月14日 

教頭職における役割と

実務・保健事務・校務情

報化 

市内小学校 校長 

市内中学校 教頭 

教育情報担当指導主事 
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２ 総括教諭研修講座 

各校の総括教諭、総括養護教諭が組織的な学校

運営推進者としての資質向上を図ることを目的と

し、今日的な教育課題を学ぶ研修を実施した。 

 また、新任総括教諭を対象に、総括教諭として

の心構えや人材育成に必要な技能を実践的に学

ぶ研修を実施した。 

 

（１）総括教諭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 
８月17日 

オンライン研修 

GIGA スクール構想と

１人１台端末の活用 

放送大学 

教授 中川 一史 

 

（２）新任総括教諭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 
７月６日 

オンライン研修 

新任総括教諭としての

役割 

横須賀市教育委員会 

  学校教育部長 

２ 
１月18日 

オンライン研修 
総括教諭としての展望 

教育研究所 

    指導主事 

 

３ 学校運営研修講座 

学校運営を円滑に推進していく力量を高めるこ

とを目的とし、総括教諭３年目の27名の総括教諭

が受講した。５回のオンライン研修を実施した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ５月20日 学校運営における役割 教育研究所 指導主事 

２ ６月24日 
教育課程編成 

組織マネジメント 
教育指導課 指導主事 

３ ８月17日 
GIGA スクール構想と１

人１台端末の活用 

放送大学 

 教授 中川 一史 氏 

４ 11月16日 
コンプライアンス 

人材育成 

教職員課 指導主事 

教育研究所 指導主事 

５ 12月14日 自校を見つめる 教育研究所 指導主事 

 

４ 初任者研修拠点校指導・校内指導教員研修講座 

（１）初任者研修拠点校指導教員研修講座 

年間を通して初任者の指導を専門に担当する拠点

校指導教員を対象に、初任者指導の現状とその対応を

協議し、指導教員自身の指導技術を高める研修を実施

した。第４回では初任者のグループ代表授業に参加

し、研究協議の中で助言を行った。 

研修日数は４日、受講者は 28 名。第２回は初任者

研修校内指導教員研修講座と合同で実施した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月４日 
拠点校指導教員の役割 

教育研究所 指導主事 

２ ５月17日 

初任者の心の健康の保

持増進～メンタルヘル

スケアの意義と実践～ 

（校内指導教員研修講

座と合同開催） 

湘南精神保健福祉事務所 

 所長 長見 英和 

３ 10月11日 
初任者研修の情報交換

と今後の対応 
教育研究所 指導主事 

４ 

11月８・15・22・29日の中から１回

以上選択し、初任者グループ授業研

究を参観し、研究協議に参加した。 

教育研究所 指導主事 

 

（２）校内指導教員研修講座 

初任者指導の担当である校内指導教員の職務

について理解を深め、初任者研修の効果を高める

ために研修を実施した。本年度は、初任者の心の

健康サポートついて講義を通して学びを深めた。 

研修日数は２日。第２回は初任者研修拠点校指

導教員研修講座と合同で実施した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月４日 校内指導教員の役割 教育研究所 指導主事 

２ ５月17日 

初任者の心の健康の保

持増進～メンタルヘル

スケアの意義と実践～ 

（初任者拠点校指導教

員研修講座と合同開

催） 

湘南精神保健福祉事務所 

 所長 長見 英和 

 

５ 臨時的任用職員等研修講座 

臨時的任用職員等の指導力を育成することを目

的として、学習指導、児童・生徒理解、学級経営等

について学ぶ研修を実施した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ５月24日 
学級経営 

子どもとの関係づくり 
教育研究所 指導主事 
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 ６月10日 授業づくりと学習評価 教育指導課指導主事 

２ または   

 
７月６日 

オンライン研修 

特別支援学級における

学級経営・授業づくり 

サポートフレンズこころ 

管理・指導員 

荒川 正敏 

３ ７月13日 服務全般 教職員課指導主事 

４ 
９月14日 

オンライン研修 

ユニバーサルデザイン

の授業づくり 

植草学園短期大学 

教授 佐藤 慎二 

５ 11月11日 児童・生徒理解 支援教育課指導主事 

 

選択研修 

１ コミュニケーション研修講座 

教師として必要なコミュニケーションスキル

を身に付け、学校における実践方法について理

解を深め、指導力向上を図ることを目的とし、学

校における実践方法を身に付ける研修を実施し

た。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月25日 

カウンセリング心理学

に基づいた子どもとの

関係づくり 

県立福祉大学 

准教授 熊谷 圭二郎 

２ ８月３日 
保護者との関わり方と

組織的対応の在り方 

市進ホールディングス 

所長  細谷 幸裕 

 

２ 教育課題研修講座 

教員としての資質や指導力の向上を図ること

を目的として、今日的な教育課題について学ぶ研

修を実施した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月22日 
資質・能力を育成す
る授業づくりと学習
評価 

横浜国立大学 

名誉教授 髙木 展郎 

２ ７月29日 性の多様性について 
一般社団法人 にじーず 

代表 遠藤 まめた 

４ 
８月４日 

オンライン研修 

学習指導要領とSDGs
・ESD 

麻布大学 

教授 小玉 敏也 

 

 

３ 学校づくり研修講座 

 学校としての組織的な対応が求められる「コミ

ュティ・スクール」「学校危機管理」「組織マネ

ジメント」等について理解を深め、実践につなげ

るための研修を３回実施した。 

  

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月27日 コミュニティ・スクール 
とちぎ市民協働研究会 

代表理事 廣瀬 隆人 

２ ８月４日 
学校危機管理・安全教育

の在り方 

東京学芸大学教 

教授 渡邉 正樹 

３ ８月22日 組織マネジメント 
国士舘大学 

教授 北神 正行 

 

４ スキルアップ研修講座 

授業づくり、集団づくりの基本的な知識及び技

能を実践的に学ぶ研修講座。教員としての資質や

指導力の向上を図る目的として実施した。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ６月４日 

学びと学びをつ
なげる核となる
総合の授業づく
り 

衣笠小学校 

総括教諭 村上 智彦 

２ ９月10日 

国語科における
主体的・対話的で
深い学びにつな
がる授業改善 

山梨大学  

准教授 茅野 政徳 

３ 11月 26日 
「自立的に学ぶ
子ども」をはぐく
む社会科の授業 

横浜国立大学教育学部附

属横浜小学校 

教諭 兼田 和明 

教諭 長谷川 馨 

 

５ 訪問支援研修 

教育研究所指導主事が、教員の授業づくり等を

支援する「サポート研修」を実施した。 

 「サポート研修」では、本年度希望のあった対

象校３校に対し、授業参観を行い、教材研究の進

め方や、子どもが主体的に学習に取り組む授業づ

くりに関する指導を行った。 
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６ よこすか教師塾 

 横須賀市立学校で教師になるという強い志と情

熱をもった人材に、本市が目指す教師像、教育理

念、実践的指導力を教授し、教職に対する強い使

命感をもつ教師を育成することを目的として開講

している。 

昨年度10月から今年度７月までの10回を第12

期とし、今年度10月から次年度７月までの10回

を第13期とした。第12期の「よこすか教師塾（未

来塾）」は３名、「よこすか教師希望塾」は市内

で臨時的任用職員または非常勤講師として勤務し

ている者を対象として１名で編成した。第 13 期

は、「よこすか教師塾（未来塾）」は７名、「よこ

すか教師希望塾」は５名で編成した。 

原則毎月１回、年間10回の開催となった。水曜

日の18:00～19:45までの講義・演習の中で、授業

づくりや学級づくり、子ども理解や児童生徒指導

等、実践的な講座を展開した。 

現職教員の実践例や経験の豊かな非常勤講師、

指導主事等による講義、演習を通して、即戦力と

なる人材の育成を行った。 

◆よこすか教師塾担当 

非常勤講師  長島智仁 八木田実 菅原和子 

回  日 時 内  容 講 師 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

第 

 

 

 

12 

 

 

 

４月13日 

「自分の考えを相手に

伝える教育論文の書き

方②」 

「面接のポイント」 

教育研究所 指導主事 

非常勤講師 

２ ５月18日 「模擬面接①」 

教育研究所 指導主事 

非常勤講師 

３ ６月８日 

「模擬授業」 

「自分の考えを相手に
伝える教育論文の書き
方③」 

教育研究所 指導主事 

非常勤講師 

４ 

期 

７月６日 

「学び続ける教師をめ

ざして」 

「模擬面接②」 

「卒塾式」 

教育研究所 指導主事 

１ 

 

 

 

 

 

 

第 

 

 

 

13 

 

 

 

期 

10月19日 

「塾での学びのｶﾞｲﾀﾞﾝｽ」

「求められる教師像」 
「学びを引き出す授業

づくり①」 

教育研究所長 

教育研究所 指導主事 

非常勤講師 

２ 11月16日 

「学びを引き出す授業づ

くり②」 

「児童生徒理解に基づく

指導」 

教育研究所 指導主事 

非常勤講師 

３ 12月14日 

「学級担任の役割と 
実務、学級経営のポイ

ント」 

「私が考える学級経営

案をつくる」 

鶴久保小学校 教諭 

山田 雄太 

４ １月18日 

「学びを引き出す授業

づくり③」 

｢わかりやすい授業に

つながるICTの活用｣ 

教育研究所 指導主事 

非常勤講師 

５ ２月８日 

｢先輩教師から学ぶ（採

用試験に向けて）｣ 

｢自分の考えを相手に

伝える教育論文の書き
方①｣ 

教育研究所 指導主事 

非常勤講師 

６ ３月１日 「模擬授業①」 

教育研究所 指導主事 

非常勤講師 
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７ パワーアップ（理科・達人・情報）研修講座 

理科シリーズ・達人シリーズ・１人１台端末の

効果的な活用シリーズで計画した。理科シリーズ

では、サイエンスサマーにおいて、理科指導に実

績のある講師の指導を見学する研修を新設した。

また、学校訪問型指導技術向上研修を継続し、市

内の小学校を会場に２回計画したが新型コロナウ

イルス感染症の影響により中止した。 

達人シリーズでは、市内の教科研究会で活躍し

た退職校長等を講師に招き、集合研修で５回実施

した。 

１人１台端末の効果的な活用シリーズでは、横

須賀市で導入されている学習支援ソフト（ミライ

シード）を、どのように授業で活用するか、操作

方法や教材作成の仕方を学ぶ研修を行った。 

 

 

＜理科シリーズ＞ 

回 時期 会場 講 師 

２回 
７月 研究所 市内小学校教諭 

３月 自然・人文博物館 博物館学芸員 

＜達人シリーズ＞ 

回 時期 内容・会場 講 師 

５回 ５月～１月 

道徳・研究所 

国語・研究所 

総合・研究所 

算数・研究所 

社会・研究所 

市内元校長 高野 裕司 

市内元校長 山田 親恵 

市内元校長 小田部英仁 

市内元校長 本間 健一 

市内元校長 石原 新治 

＜学習支援ソフト（ミライシード）＞ 

回 時期 会場 講 師 

４回 ５月～10月 オンライン 教育情報担当課指導主事 

 



８　令和４年度　夏季研修講座

研修名 講座 題名 所属 講師名 研修日 開始時間 会場：備考

国語科研修講座 1 実生活に生きる書写の授業づくり【実技編】～豊かな文字文化へのまなざし～ 横浜国立大学 青山　浩之 8月24日(水) 13:30 ヴェルクよこすか

社会科研修講座 1 単元づくりと学習評価 大妻女子大学 澤井　陽介 8月26日(金) 13:30 教育研究所

算数科/数学科研修講座 1  数学的活動の授業デザイン～「もっと数学的活動を！」を実現するために～ 文教大学 永田　潤一郎 8月23日(火) 13:30 オンライン

理科研修講座 1 理科研修講座 文部科学省 鳴川　哲也 8月22日(月) 13:30 ヴェルクよこすか

音楽科研修講座 1 音楽科の技能とは思いや意図をもたせる授業づくり 筑波大学附属小学校 平野　次郎 8月22日(月) 13:30 オンライン

図画工作科/美術科研修講座 1 図工・美術における教師の指導改善につながる学習評価の在り方 早稲田大学 大泉　義一 8月23日(火) 13:30 教育研究所

1 中学校技術分野「D情報の技術」における（３）計測・制御のプログラミング指導について 株式会社TFabWorks 高松　基広 7月26日(火) 09:30 北下浦中学校

2 小学校家庭科「C消費生活・環境」における消費生活の指導について 横須賀市消費生活センター 8月23日(火) 09:30 教育研究所

3 中学校家庭分野「C消費生活・環境」における消費生活の指導について 横須賀市消費生活センター 8月24日(水) 09:30 教育研究所

生活科研修講座 1

総合的な学習の時間研修講座 1

外国語科研修講座 1 外国語科研修講座 敬愛大学 向後　秀明 8月03日(水) 13:30 教育研究所

4 理科室の安全な管理の仕方と安全な実験方法 東京学芸大学 吉原　伸敏 7月25日(月) 13:30 教育研究所

5 自然観察会～天神島の生き物～ 横須賀市自然・人文博物館 学芸員 7月27日(水) 09:30 天神宮海自然教育園

科学教養研修講座 1 深海にひろがるプラスチック汚染 JAMSTEC 副主任　中嶋 亮太 7月25日(月) 09:30 教育研究所

1 上手に活用！実験機器～実験機器の使い方＆活用法～ 株式会社　島津理化 スタッフ 8月25日(木) 09:30 教育研究所

2 なるほど！小・中理科実験教室～理科教材から学ぶ理科実験の工夫～ 株式会社　ヤガミ スタッフ 8月25日(木) 14:30 教育研究所

1 学校水泳指導法研修講座① 市立小・中学校 教諭・総括教諭等 7月21日(木) 09:00 鶴久保小学校

2 学校水泳指導法研修講座② 市立小・中学校／横須賀海上保安部 教諭・総括教諭等/交通課 7月22日(金) 09:00 鶴久保小学校

3 小学校等体育科夏季研修講座① 市立小学校 教諭・総括教諭等 7月25日(月) 09:00 総合体育会館

4 小学校等体育科夏季研修講座② 市立小学校 教諭・総括教諭等 7月25日(月) 13:30 総合体育会館

5 小学校等体育科夏季研修講座② 市立小学校 教諭・総括教諭等 7月26日(火) 09:00 総合体育会館

6 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座① 市立中学校 教諭・総括教諭等 8月05日(金) 09:00 総合体育会館

7 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座② 市立中学校 教諭・総括教諭等 8月08日(月) 09:00 総合体育会館

8 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座③ 市立中学校 教諭・総括教諭等 8月08日(月) 13:30 総合体育会館

体育実技講習会 1 体を動かす楽しさや心地よさを味わう授業づくり  美作大学スポーツリズムトレーニング協会 津田　幸保 8月05日(金) 13:30 総合体育会館

児童生徒健康・体力向上推進研修講座 1 体力低下に学校はどのように立ち向かうか 静岡産業大学 小澤　治夫 7月26日(火) 14:00 オンライン

特別活動研修講座 1 キャリア教育と特別活動に係る研修 法政大学 児美川　孝一郎 8月03日(水) 13:30 ヴェルクよこすか

道徳研修講座 1 今、求められる道徳教育とその要となる道徳科の質的転換 文部科学省 浅見　哲也 8月18日(木) 13:30 教育研究所

外国語活動研修講座 1 外国語(活動)研修講座 文教大学 阿野　幸一 8月04日(木) 13:30 生涯学習センター

3 インクルーシブ教育を考える 横浜国立大学 名執　宗彦 7月26日(火) 09:30 ヴェルクよこすか

4 通常の学級における多層指導モデルの活用 明治学院大学 海津　亜希子 7月28日(木) 13:30 中止

1 カウンセリング心理学に基づいた子どもとの関係づくり 県立保健福祉大学 熊谷　圭二郎 7月25日(月) 13:30 ヴェルクよこすか

2 保護者との関わり方と組織的対応の在り方 （株）市進ホールディングス 細谷　幸裕 8月03日(水) 13:30 オンライン

1 指導技術向上研修 市内学校 教諭等 7月22日(金) 09:30 教育研究所

2 指導技術向上研修 市内学校 教諭等 7月22日(金) 15:30 教育研究所

1 資質・能力を育成する授業づくりと学習評価～指導と評価の一体化を通して～ 横浜国立大学 髙木　展郎 7月22日(金) 13:30 生涯学習センター

2 性の多様性について 一般社団法人　にじーず 遠藤　まめた 7月29日(金) 09:30 ヴェルクよこすか

3 学習指導要領とSDGｓ・ESD 麻布大学 小玉　敏也 8月04日(木) 09:30 オンライン

1 深海に生きる～深海生物研究の最前線～  ＪＡＭＳＴＥＣ 藤原　義弘 7月21日(木) 09:30 生涯学習センター

2 子どもも教師も元気になる言葉の力 日本ペップトーク普及協会 岩﨑　由純 7月21日(木) 13:30 総合福祉会館

3 学ぶことは生きること～院内学級の子どもたちが教えてくれた大切なこと～ 昭和大学大学院 副島　賢和 7月27日(水) 09:30 ヴェルクよこすか

幼児教育研修講座 1 乳幼児教育と小学校をつなげる「認知能力」と「非認知能力」　～低学年の指導の困難さを解決するために～ 白梅学園大学 増田　修治 8月22日(月) 13:30 総合福祉会館

3① 幼児の育ちを学ぼう 横須賀市立船越保育園 園長 7月25日(月) 09:30 横須賀市立船越保育園

３② 幼児の育ちを学ぼう 横須賀市立船越保育園 園長 7月26日(火) 09:30 横須賀市立船越保育園

読書指導研修講座 1 これからの学校図書館で求められる司書教諭の役割 関東学院大学 千　錫烈 8月04日(木) 09:30 教育研究所

1 コミュニティ・スクール とちぎ市民協働研究会 廣瀬　隆人 7月27日(水) 13:30 ヴェルクよこすか

2 学校危機管理・安全教育の在り方 東京学芸大学教職大学院 渡邉　正樹 8月04日(木) 13:30 オンライン

3 組織マネジメント 国士舘大学 北神　正行 8月22日(月) 13:30 オンライン

1 著作権に関すること 横浜国立大学　 山本　光 8月25日(木) 13:30 オンライン

2① ミライシード活用研修（小学校の部） ベネッセコーポレーション スタッフ 8月24日(水) 09:30 教育研究所

２② ミライシード活用研修（中学校の部） ベネッセコーポレーション スタッフ 8月24日(水) 13:30 教育研究所

3 1人1台端末端末の活用実践報告会 城北小学校・坂本中学校 教論等 8月23日(火) 13:30 オンライン

4 小学校におけるプログラミング教育 川崎市立小杉小学校 佐藤　譲 8月03日(水) 09:30 オンライン

学校食育研修講座 1 食物アレルギー児童生徒を学校全体で支えるために NPO法人アレルギーを考える母の会 園部　まり子 8月03日(水) 09:30 オンライン

学校保健研修講座 1 新型コロナウイルスの対応が子どもに与えた影響 国立成育医療研究センター 澤田　なおみ 8月25日(木) 09:30 オンライン

1 応急手当Ⅰ 横須賀市消防局救急課 救命士 7月28日(木) 09:00 中央消防署

2 応急手当Ⅱ 横須賀市消防局救急課 救命士 7月28日(木) 13:00 中央消防署

3 応急手当Ⅲ 横須賀市消防局救急課 救命士 7月29日(金) 09:00 中央消防署

4 応急手当Ⅳ 横須賀市消防局救急課 救命士 7月29日(金) 13:00 中央消防署

防災教育研修講座 1 防災教育研修講座 神奈川歯科大学 板宮　朋基本 8月25日(木) 09:30 教育研究所

横須賀市ゼロカーボン推進課連携研修 1 オカムラの工場見学～地元企業に触れよう～ ゼロカーボン推進課 スタッフ 8月22日(月) 09:30 （株）オカムラ追浜事業所

〈公開講座〉

研修名 講座 題名 所属 講師名 研修日 開始時間 会場：備考

教職５年経験者研修講座 3 「主体的・対話的で深い学び」につながる授業づくり 慶應義塾大学 藤本　和久 8月23日(火) 09:30 生涯学習センター

中堅教諭等資質向上研修講座 4 「主体的・対話的で深い学び」につながる授業づくりと授業研究の推進 國學院大學 田村　学 8月05日(金) 13:30 ヴェルクよこすか

人権教育担当者研修講座 2 子どもを性犯罪から守る 慶應義塾大学 小笠原　和美 7月28日(木) 13:30 オンライン

支援教育研修講座

    学校教育の指導の方針・重点及び研修計画に基づき、一般的教育課題、各教科等に関する内容並びに実技等に関する研修を通して、
    教職員の指導力の向上を図ることを目的としている。令和４年度は全６５回の研修を計画した。

家庭科/技術・家庭科研修講
座

生活科・総合的な学習の時間の充実に向けて 明治学院大学 堀江　邦子 8月24日(水) 13:30 教育研究所

体育科・保健体育科夏季研修
講座

理科基礎技術研修講座

小学校・中学校理科教材研究
講座
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応急手当普及員研修講座

コミュニケーション研修講座

教育課題研修講座

夏季大学

就学前教育と小学校教育の連携研修講座

学校づくり研修講座

ＩＣＴ活用実践研修講座

パワーアップ研修講座（理科
シリーズ）
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学校の基盤整備 

平成10年度に本市が国の「先進的教育用ネットワークモデル事業」の対象とな

って以降、教育分野における ICT 機器の利用促進を積極的に進めてきた。 

そして「三浦半島地区教育ネットワーク」事業をはじめとする「よこすか教育ネ

ットワーク」の整備により、現在では、全市立学校はもとより教育関連施設等の拠

点を 100Mbps の回線で結んでいる。 

また、GIGA スクール推進計画実現のため、高速通信ネットワーク LAN（１Gbps）、

小・中・ろう学校１人１台端末（Chromebook）、および養護学校１人１台端末（iPad）

27,834 台、小、中、ろう、養護学校へ電源キャビネット 909 台を配備した。 

これらのネットワーク環境と ICT 機器の活用および情報発信のため、機器の保守

管理を行っている。 

なお、令和３年４月の組織改正により、保守・管理と機器調達については教育研

究所教育情報担当課長 ICT 環境整備担当に所管を変更した。

 

１ 横須賀市教育情報センター事業 

（１）センターホームページ 

 教育研究所のカリキュラムセンター機能の充実

に向けて、市内の先生方が授業づくりをする上で、

参考となる指導案や資料などを必要に応じてイン

トラネット上からダウンロードできるようにする

仕組みを整備した。各学校にてフロンティア研究

やチャレンジ研究の際に作成し保有する指導案や

各種資料などの電子データの収集及び蓄積・分類

・整理などを進めた。  

①インターネットに掲出しているコンテンツ 

「三浦半島の植物」「三浦半島の地層･地質」 

「三浦半島の野鳥」「教具的民俗資料」などがあ

る。 

②よこすかスクールネット(各学校のホームペー

ジ集) 

 定期的な更新や全面リニューアルなど、各学校

において、取組を進めている。 

  なお、ビュー件数は、次のとおりである。 

令和４年(令和４年 1月～12月)＝14,904,937 件 

令和３年(令和３年１月～12月)＝16,338,486 件 

令和２年(令和２年１月～12月)＝13,006,216 件 

③横須賀市教育情報センターイントラネットサイ

トビュー件数 

令和４年(令和４年１月～12月)＝2,788,286 件 

令和３年(令和３年１月～12月)＝4,518,681 件 

令和２年(令和２年 1月～12月)＝3,494,740 件 

 

(２)教職員用電子メール・掲示板の活用 

 校務支援システムの導入により、メールや掲示

板を有効に活用することで、校務処理の効率化を

図ることができた。 

 また、令和４年１月には校務支援システムの更

改を行った。更改に伴って、校務処理がより効率

的になるような新たな機能も一部加わった。新た

な機能については、研修やマニュアル作成を行い、

各学校へ周知した。 

 

(３)三浦半島地区教育ネットワーク 

①当該ネットワーク設置の経緯 

 「先進的教育用ネットワークモデル地域事業（文

部省・郵政省、平成 10年）」と「教育情報通信基

盤整備事業（総務省、平成 13年）」によって、平

成 14 年１月に三浦半島地区教育ネットワーク内

の全ての学校（横須賀市、三浦市、葉山町）が、

よこすか教育ネットワークセンター経由 100Mbps

でインターネットへ接続する環境が確立し、大容

量情報の高速化と低コスト化を実現したことが発

足の端緒である。現在、三浦市についてはこのネ

ットワークには参加していない。 

②三浦半島地区教育ネットワークに関する打ち合

わせ 

（令和４年４月 26日、令和４年７月 22日の２回

開催）横須賀市・葉山町の情報教育関係の担当者

が集まった。三浦半島地区教育ネットワークにつ
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いて、今後の在り方について協議した。 

 

２ コンピュータ等の ICT 機器の保守運用事業 

本市では、「学校の保有する情報の取扱いに関

する基準」を定めており、その中で、学校の児童

生徒、教職員が学習・指導や校務において使用す

るパソコンを総称して「公用 PC」と呼び、そのう

ち、教職員が専ら校務処理に用いるパソコンを「校

務用 PC」、教職員及び児童生徒が専ら学習・指導

に用いるパソコンを「教育用 PC」と呼んでいる。 

また、教育研究所と各学校間をつなぐコンピュ

ータネットワーク網を「よこすか教育ネットワー

ク」と呼んでいる。 

本稿でも、その呼称に合わせている。 

 

(１)整備方針 

①児童生徒の学習における安全な ICT 機器及び

インターネット利用環境を提供する。 

②教職員の校務支援のための安全かつ効率的な

ICT 環境を提供する。 

・Web を通した積極的な情報公開 

・ネットワークの構築と保守・管理 

 

(２)教育用 PC 整備関連 

①コンピュータ教室機器 

 教育用 PC として、小、中、ろう、養護の

各学校にパソコン教室を整備した（小学校：

平成 24 年度、25 年度）（中、ろう、養護学

校：平成 27 年度）。GIGA スクール構想の推

進に伴い、令和３年11月をもって、PC教室を

廃止した。 

②普通教室用校内 LAN 及び ICT 機器 

 小、中、ろう、養護の各学校の普通教室に

各学級１台のパソコンとインターネットに

接続可能な校内 LAN を整備済である。周辺機

器として、プロジェクタや実物投影機を配布

している。GIGA スクール構想の推進に伴い、

令和３年11月をもって、教育用 PC を廃止し

た。 

③教育研究所情報教育研修室 研修用パソコン 

 教育研究所内に教職員の ICT 研修を主目的

とする情報教育研修室を設け、当該研修室で

使用する研修用パソコン（21 台）を整備して

いる。 

(３)校務用 PC 整備関連 

①校務用 PC 

 平成22年12月に教職員１人１台体制とな

る整備が完了した。教育研究所と市内各学校

は 100Mbps の光ファイバー網によって結ば

れ、よこすか教育ネットワークを形成してい

る。 

 平成23年度以降、古くなった校務用パソコ

ンを順次更改している。 

②校務支援システム 

 平成21年度の「学校情報通信技術環境整備

事業費補助金（文部科学省）」により、小、

中、ろう、養護の各学校に校務支援システム

の導入を進め、平成22年度に導入の周知及び

運用研修を行い、平成23年４月から本格運用

を開始した。 

 

（４）GIGA スクール構想関連 

 AI、ビッグデータなど技術革新が一層進展

することで人々の働き方やライフスタイル

が変化する新たな社会 Society5.0 時代を迎

えると言われている。 

 国においては、この Society5.0 時代を生

きる子どもたちに相応しい、誰一人取り残す

ことのない公正に個別最適化され、創造性を

育む学びを実現するため「１人１台端末」と

学校における高速通信ネットワークを整備

する「GIGA スクール構想」を令和元年２月に

全国に示した。 

 横須賀市では令和３年11月をもって小、中、ろ

う 、 養 護 学 校 27,834 台 の １ 人 １ 台 端 末

（Chromebook27,800 台、iPad34 台）またそれを保

管するための端末保管庫、各学校でのネットワー

ク整備が終了した。 
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教育の情報化 

「情報教育」「教科指導における ICT 活用」及び「校務の情報化」の一層の推進・充実

のために、各種の取組を行った。 

（１）GIGA スクール構想がスタートし、中学校の端末導入に合わせて学校訪問を行い、 

ICT 機器を児童生徒・教職員が有効に活用できるよう、スタートの各種研修を実施  

した。小学校においても導入に合わせて実施した。 

（２）横須賀市教育情報センターイントラネットサイトに掲載されている情報の追加 

  や更新を行った。 

（３）平成 23年度に導入した校務支援システムの理解、普及をより浸透させるべく、  

  システムを使っての成績データの入力や通信簿、指導要録、健康診断票などの帳  

  票出力について、各学校への訪問研修を実施した。イントラネットサイトに各種 

          操作手順書を掲載し、資料の充実を図った。 

（４）情報化推進にあたり不可欠となる情報セキュリティに対する意識の醸成について

は、情報の取り扱いに関するルールの周知と啓発を行った。 

（５）GIGA スクール構想のスタートに伴い、ICT 支援員（民間委託）を活用するととも

に、教育研究所教育情報担当スタッフによる ICT 授業支援サポーター制度を継続し

た。

 

１ 研修事業 

 GIGAスクール構想による１人１台端末の導入を 
受けて、児童生徒の学びをより深めるために、ICT

機器をどのように効果的に活用していくか考える

機会として、各研修を計画・運営した。 
 今後、児童生徒が１人１台端末を効果的に利用

した授業が求められる。2023年度の講座内容は、

児童生徒の学びを深め、情報活用能力を身に付け

るために、配備された端末を学校生活において、

効果的に活用できることを目的とした研修講座を

開設したい。 
 
（１）ICT活用実践研修講座 

 １人１台端末が導入されたことを契機に、各

学校においてICT 機器を有効に活用できるよう

に研修講座を設定し、教育の情報化を推進する

ために、４回の研修を計画した。 
ア 著作権に関すること 
 １人１台端末の活用やオンライン授業で、

様々な資料を使用するにあたって著作権に

配慮し、効果的に活用する方法を学ぶ研修。 
イ ミライシード活用研修 
 授業で学習支援ソフト「ミライシード」を 

 
有効に活用するため活用方法を学ぶ研修。 

ウ １人１台端末実践報告会 
 フロンティア研究校の１人１台端末の実

践例から、各学校における効果的な活用につ

いて考える研修。 
エ 小学校におけるプログラミング教育 
 プログラミング教育にかかわる実践やカ

リキュラム編成の工夫について学ぶ研修。 
 
（２）初任者対象研修  

※高等学校・養護教諭除く［参加者数：87名］ 

 １人１台端末を利用し、授業でどのように効

果的に利用できるのかを考えるため、Googleア
プリ、学習支援ソフトを効果的に活用するため

の研修を行った。 
 また、事故防止の観点から「情報セキュリテ

ィ」の意識を高めるとともに、１人１台端末の

導入により、児童生徒への「情報モラル」「情

報セキュリティ」の知識・意識の向上を図る指

導等について研修を行った。 
 
（３）教職１年経験者対象研修 

※養護教諭除く［参加者数：88名］ 
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 GIGAスクール構想の理解と１人１台端末を活

用した授業づくりについて、グループワークに

より、各校の取組状況の共有を図った。また、

情報モラル教育の理解及び指導等の内容で研修

を行った。 
 
（４）教職２年経験者対象研修 

 ※養護教諭除く［参加者数：83名］ 

 GIGAスクール構想の理解と法的根拠、ICT教育

のメリット・デメリットと活用の場面と方法に

ついて研修を行った。 
 
（５）教職５年経験者対象研修 

※養護教諭除く［参加者数：61名］ 

 GIGAスクール構想の理解と法的根拠、世界の

中でのICT教育の現状と、ICT教育のメリット、

デメリットと活用場面について研修を実施し

た。 

 
（６）中堅教諭等資質向上研修［参加者数：56名］ 

 GIGAスクール構想の理解とICTを活用した授

業づくりについて、１人1台端末を活用した実践

例を共有しながら、より質の高い授業とは何か、

考えを深めるための研修を実施した。 
 

２ 校務の情報化推進事業 

 情報セキュリティ保持の啓発を図るために、例

年どおりセキュリティ月間を３回設定し、情報の

取扱いに係る注意喚起を行った。 

 また、横須賀市の学校における情報化の推進に関す

る検討組織として、学校情報化推進部会を設置し、校

務支援システムによる校務の省力化、教科指導に

おけるI C T活用、情報教育など、それぞれについ

て検討を進めてきた。また、ここでの意見要望を

もとに各部署と連携を取り、施策を展開した。 

 特に本年度においては、各分科会で GIGA スク

ール構想に関する課題や校務支援システム更改等

について、意見をいただいた。会議の持ち方とし

ては、新型コロナウイルスの感染状況が収束しな

いことで、すべての会議をオンラインで行った。 

 第１分科会（学籍名簿等の管理について） 

 第２分科会（成績・時数処理等について） 

 第３分科会（保健機能について） 

 第５分科会（情報教育等の推進について） 

※第４分科会（学校の各種文書の管理について）は未開催 

 横須賀市の学校における校務の情報化を図り、

効率的で円滑な業務を進めるために、要望のあっ

た学校に健康診断票の入力等、教職員向けの訪問

研修を実施した。これにより、運用上必要な事項

の徹底と、スムーズな活用につなげることができ

た。 

 そのほかに開設した研修は次のとおりである。 

【集合型選択研修】 

 ・新任教頭研修 

 ・通信簿作成研修（オンラインでの開催） 

 ・調査書作成研修 

【訪問研修】 

 ・プログラミング研修 （随時） 

 ・通信簿作成研修   （随時） 

 ・健康診断票作成研修 （随時） 

 ・指導要録作成研修  （随時） 

 ・学校HP作成研修   （随時） 

 ・ICT 活用研修    （随時） 

 

３ I C T支援員配置業務委託 

 GIGA スクール構想実現のため、1人 1台端末の

導入が始まったことに合わせ、外部委託の ICT 支

援員の活用を始めた。 

 主な活動としては、ICT 機器の設置や使用ソフ

トウェアの事前準備や児童生徒への技術面のサポ

ート、機器のトラブルへの対応であるが、特に

Chromebook 導入段階における、初期ログインの補

助や Google classroom、ミライシードへのログイ

ンや活用の補助及び、授業の助言等を行った。 

 今後、1 人 1 台端末を活用して、授業改善が行

われ、より深い学びを実現することが求められる。

その環境を作るためにも、様々な研修を実施する

とともに、ICT 機器を活用するサポート、情報活

用能力・プログラミング的思考等を育むための授

業支援を行っていく予定である。 
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関係機関との連携 
 

◆神奈川県教育研究所連盟 

 新型コロナウイルスの感染状況を見て、集合形

式もしくはオンライン開催となった。 

（１）総会 

５月 17 日の総会（オンライン開催）に参加し、

本年度の研究協議会や役員会等の協議を行った。 

（２）指導主事研修講座 

７月５日、県立総合教育センターで実施され、相

模女子大学 教授 小泉京美氏の「人を育てる～

輝く教員になってもらうには～」の講演があった。

指導主事７名が参加した。 

（３）第 69 回県教育研究所連盟 

   教育研究発表大会 

 11 月１日、県立総合教育センターにおいて、

「『未来を拓く・創る・生きる』力を育む」をテ

ーマにして開催された。石田牧場グループ CEO の

石田陽一氏による「地域の農業を通して子ども達

に伝えたいこと」を演題とした講演会、その後の

分科会に研究所長及び５名の指導主事が参加し

た。 

（４）教育課題部会 

令和５年２月２日、座間市教育研究所の主催に

よりオンラインで開催された。 

 座間市教育研究所から「1 人 1 台端末の利活用

の推進および教職員の働き方改革のための取組に

ついて」の実践報告があった。また、NPO 法人ほ

っかいどう学推進フォーラム理事長の新保元康氏

より「DXで創る令和の日本型学校教育～働き方改

革で教育の質の向上を実現するとは～」の講演が

行われた。指導主事３名が参加した。 

（５）教育相談・支援教育部会 

令和５年１月 25 日、川崎市総合教育センターの

主催によりオンラインで開催された。 

川崎市総合教育センター長期研究員による研究

が報告された。支援教育課指導主事１名が参加し

た。 

（６）調査研究部会 

８月 23 日、海老名市教育支援課の主催により海

老名市文化会館で開催された。海老名市令和３年

度ひびきあう教育研究指定校３校から、「ひびき

あう教育」の取り組みについての研究報告がなさ

れた。また、フランクリン・コーヴィ・ジャパン 

取締役副社長の竹村富士徳氏による「人生を主体

的に生きる～『７つの習慣』を手法として～」の

講演が行われた。担当主査指導主事が参加した。 

（７）人材育成部会 

令和５年１月 25 日、相模原市教育センターの主

催により、相模原市立総合学習センターで開催さ

れた。相模原市総合教育センターの指導主事から、

相模原市の人材育成の取組についての実践報告が

された。また、東京学芸大学 准教授の末松裕基

氏による「主体的に学び続ける教員を育てるため

に」の講演が行われた。指導主事３名が参加した。 

 

◆関東地区教育研究所連盟 

（１）関東地区教育研究所連盟第１回委員会 

・総会・研究協議会（群馬大会） 

５月 12 日、13日、オンラインで開催された。１

日目の総会及び各教育センターからの報告会に研

究所長が参加した。２日目は、埼玉県総合教育セ

ンター主催による研究協議会が行われた。 

（２）第 93 回研究発表大会・第２回委員会 

   （浜松大会） 

11 月４日、オンラインで開催され、研究所長、

担当主査指導主事が出席した。「協議会Ⅰ」「協

議会Ⅱ」に参加し、それぞれのテーマに基づく協

議をし、他地区の実態について様々な情報交換を

行った。また、国立教育政策研究所部長の藤原文

雄氏による「子どもと今の未来の幸せ（ウェルビ

ーイング）を応援する学校教育と教職員研修の在

り方～GIGA スクール構想を踏まえて～」の講演が

行われた。 

 

◆全国教育研究所連盟 

（１）全国教育研究所連盟総会・研究発表大会 

（福岡大会） 

６月３日、福岡県教育センターが担当機関とな

りオンラインで開催された。研究所より研究所長、

指導主事が２名出席し、各都道府県の教育センタ

ーの調査研究発表および協議が行われた。また、
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内閣府審議官の合田哲雄氏による「これからの学

校教育にもとめるもの」の講演が行われた。 

（２）全国教育研究所連盟研究協議会 

   （北海道大会） 

10 月 28 日、札幌市教育センターが主管となって

開催された。「『令和の日本型教育』実現に向け

た学校と教職員への支援の在り方」を大会テーマ

に、独立行政法人教職員支援機構 理事長の荒瀬

克己氏による「子どもを主語にする学校をつくる

ために」の講演が行われた。その後研究協議が行

われた。研究所長及び担当主査指導主事が参加し

た。 

 

◆県内教育センター、教育研究所等との連携 

県内５つの教育センターと、行政枠を超えて研

修受講者を受け入れるための調整を行った。 
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学 校 教 育 

指導の目標・指導の重点 

 令和４年２月に策定した「横須賀市教育振興基

本計画」（令和４年度～令和11年度）においては、

「横須賀の教育の目指す姿」として、次のように

定めた。 

【横須賀の教育の目指す姿】 

あなたが好き 私が好き 横須賀が好き 

と誇れる人づくり 

 これをもとに、教育委員会、学校、家庭、地域

が一体となり、本市の教育のさらなる充実を目指

していくこととした。 

 

○指導の目標 

 横須賀市教育振興基本計画の方針に基づき、学

校が子どもたちを指導する上で取り組むべき目標

とその内容を示すものとして、「指導の目標」を設

定した。 

 各学校においては、社会に開かれた教育課程の

理念のもと、「指導の目標」を基に、学校・地域の

実態や子どもの発達の段階及び特性に考慮し、子

どもの「生きる力」を育む教育課程の編成の工夫・

改善を行うとともに、その実践を通して教育活動

の充実を図ることとした。 

目標１ 確かな学力を育成します 

（１）学び合う集団を育成します 

（２）粘り強く学ぶ力を育成します 

（３）校種間の学びの連続性を重視した教育を推

進します 

目標２ 健やかな体を育成します 

（１）健康の保持増進・体力の向上に向けた取組

を充実させます 

（２）望ましい生活習慣の確立に向けた支援を充

実させます 

目標３ 豊かな心を育みます 

（１）人権教育を充実させます 

（２）道徳教育を充実させます 

（３）いじめ・暴力行為への適切な対応を行いま

す 

目標４ 多様な教育的ニーズを踏まえた適切な

支援を行います 

（１）子どもにとって魅力ある学校づくりを進め

ます 

（２）一人一人の教育的ニーズに応じた支援を充

実させます 

目標５ 学校・家庭・地域の連携のもと、持続可

能な教育環境の整備・充実に取り組みます 

（１）安全・安心な学校づくりに努めます 

（２）学習環境を充実させます 

（３）学校・家庭・地域の連携を深め、教育力を

向上させます 

目標６ 教職員の力を高める体制づくりを進め

ます 

（１）校内組織を有効に機能させます 

（２）校内研究・研修の充実により、教職員とし

ての資質・能力の向上に努めます 

（３）教職員の働き方改革を推進します 

 

○指導の重点 

 「指導の目標」を踏まえ、学校と教育委員会が

重点的に取り組むべきことを、「指導の重点」とし

て設定している。 

 各学校においては、指導の重点に対し、教育活

動全体を通じて、各学校が毎年設定する「学校重

点プラン」の内容を基に、組織的・計画的に取り

組むこととしている。 

重点１ 確かな学力を育成します 

＜目指す子どもの姿・子どもに身に付けさせたい

力＞ 

 ◇各教科等において身に付けるべき資質・能力 

 ◇粘り強く学ぶ力 

＜具体的な手立て＞ 

 ・目標と指導と評価が一体となった授業づくり 

 ・探究的な学習や協働的な体験活動の充実 

重点２ 健康の保持増進と体力の向上を図りま

す 

＜目指す子どもの姿・子どもに身に付けさせたい

力＞ 

 ◇運動やスポーツに対する肯定的な捉え 

 ◇望ましい生活習慣 

＜具体的な手立て＞ 

 ・運動が苦手な子どもに配慮した、体育・保健
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体育科の授業改善 

 ・学校給食を中心とした食育の充実 

重点３ 多様な人々と協働する力を育てます 

＜目指す子どもの姿・子どもに身に付けさせたい

力＞ 

 ◇自分や他者を大切にする態度 

 ◇よりよい人間関係を築く力 

＜具体的な手立て＞ 

 ・意思決定や合意形成する場面の設定 

 ・いじめ等や不登校の未然防止に向けた取組 

 

 また、各重点を横断する手立てとして、次のも

のを例示した。 

 ・一人一人の発達の段階や特性を踏まえた指導

改善 

 ・子ども同士が相互理解を深める活動の実施・

充実 

 ・調査等を活用した、学校全体での組織的・計

画的な取組 

 ・教職員としての資質・能力の向上に資する、

校内研究・研修等の充実 
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教  科  

令和４年度の市の指導の重点の一つである「確かな学力を育成します」の実現に向け、

各学校では学習状況調査の分析をもとに作成した学校重点プランのもと、教科指導の充

実を図るとともに、組織的に学力向上に向けた取組を推進した。 

教育委員会としては、学力向上推進委員会を開催し、新学習指導要領の理念や、前学

力向上推進プランの検証に基づいた新推進プランをスタートさせた。６月の教育課程研

究会では教育課程編成の理念とともに、新推進プランを通して、横須賀市の目指す教科

指導の在り方について市の全教諭と共有した。また、小・中学校教科等指導員を任命し、

模範となる授業公開をするなど、各教科等の指導改善を図った。 

学校研究に関わっては、フロンティア研究として「教科等研究」「評価の在り方」「カ

リキュラム開発」について本発表を行った。また、「ICT の有効的な活用」「高等学校教

育課程」などをテーマとした研究も進められている。 

 

       国   語         

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、オンラインによる開催で、「国語科の

授業づくりの基礎・基本」をテーマに、指導主事

から情報発信した。参加者は授業づくりのプロセ

スと学習評価の妥当性と信頼性の高め方について

研修を深めた。 

２日目は、オンラインによる文書提案（大塚台

小４年生「協力して身を守ろう！～わたしの家族

に提案します！～」（書くこと））をもとに、児童

の「主体的な学び」を促す指導の工夫と学習評価

について研究を深めた。 

〔中学校〕 

１日目は、オンラインによる開催で、「国語科

の授業づくりの基礎・基本」をテーマに、指導主

事から情報発信した。参加者は授業づくりのプロ

セスと学習評価の妥当性と信頼性の高め方につ

いて研修を深めた。 

２日目は、オンラインによる文書提案（国語研

究会「言語文化」領域部会校による文書提案、「読

書を取り入れた指導改善～読書の魅力を伝える

授業とは～」）をもとに協議を行った。今年度よ

り全校配置となった学校司書と連携しながら、学

習指導要領が目指す資質・能力の育成につなげる

手立てや今後の読書指導の方向性を確認するこ

とができた。 

 

 

◎夏季研修講座 

８月 24 日に、横浜国立大学教授青山浩之氏を講

師として、「実生活に生きる書写の授業づくり～豊

かな文字文化へのまなざし（実技編）～」をテー

マに研修会を行った。資質・能力の育成につなが

る書写指導の方向性について等、多くの示唆を得

た。 

◎小学校国語研究会 

研究テーマ「生きて働く確かな言葉の力の育成

～主体的・対話的で深い学びの実現を目指して～」

をもとに実践研究を推進した。「研究部門」「研修

部門」の各組織で、指導案検討会、ワークショッ

プ、年度末研修会などを実施した。 

また、学校文集の編集・書写作品展の運営に協

力した。 

◎中学校国語研究会 

研究テーマ「資質・能力を育成する国語科授業

の創造」に基づき、授業研究部各領域部会（「話す

こと・聞くこと」・「書くこと」・「読むこと」・「伝

統的言語文化」）で指導案検討や提案発表に取り組

んだ。年度末研究発表会では、「21 世紀型学力の

育成をめざす具体的な授業展開」をテーマに、外

部講師を招いて研修を行った。 

また、学校文集の編集・書写作品展の運営に協

力した。 
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       社   会        

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

令和４年度研究テーマは、「人の営みに学び、未

来を創る子どもを育てる社会科教育」である。予

測困難なこれからの未来を生きていく子どもたち

に、よりよい社会を創ろうと働きかける力が育ま

れることをねらい研究を行う予定であったが今年

度も新型コロナウイルス感染拡大により内容を変

更しての実践となった。教育課程研究会 1日目は、

オンライン開催となり、指導主事がファシリテー

トし社会科の授業づくりについて学びを深めた。 

 教育課程研究会の２日目は、岩戸小学校山田教

諭の提案を書面開催で行い、感想等を提案者にフ

ィードバックした。 

 

〔中学校〕 

令和４年度研究テーマは、『社会的な見方・考え

方を働かせた授業実践の実現を目指して』である。

変わりゆく社会を生きていく生徒は、その知識を

整理し「自分事」として考える力が求められる。

そのような資質・能力を育成するための学習活動

について研究を行う予定であったが、新型コロナ

ウイルス感染拡大により内容を変更しての実践と

なった。 

教育課程研究会 1日目は、オンライン開催とな

り、指導主事がファシリテートし社会科の授業づ

くりについて学びを深めた。 

教育課程研究会の２日目は、神明中学校がオン

ラインで文書提案を行った。稲川教諭の実践を中

心に、公民的分野の有志が「公民としての資質・

能力を育む授業づくりについて」提案した。 

 
◎夏季研修講座 
夏季研修は、８月 26 日に大妻女子大学教授の澤

井陽介氏に「単元づくりと学習評価」というテー

マで社会科の授業づくりと学習評価について講演

していただいた。 

 

       算数・数学        

◎研究テーマ 

〔小学校〕 

『学ぶ楽しさと充実感のある授業づくりをめざし

て』（重点目標） 
○数学的な見方・考え方を働かせた授業実践と学

習評価 
〔中学校〕 
「主体的な学び合いを通して、数学的に考える資

質・能力の育成」 
 ～学び合う喜びを感じ、粘り強く考える授業の

創造～ 
［育成したい力］ 
○「楽しさ」：数学を学ぶ楽しさを実感し、学習し

てきたことを振り返り次の学びに生かそうと

する態度 
○「見いだす」：自ら課題を見つけ、その課題を解

決しようと粘り強く取り組む態度 
○「深める」：新しい概念を形成したり、よりよい

方法を見いだしたりしようとする態度 
○「表現する」：数学的な表現を用いて、他者に伝

えようとする態度 
◎教育課程研究会 

〔小学校〕１日目は、指導と評価のプロセスを再

確認し、教師の指導改善につながる学習評価の在

り方について、協議及び情報共有を行った。２日

目は、沢山小学校「分数における表し方や意味の

指導と評価」、浦郷小学校「分数の意味と表し方の

指導と評価」、浦賀小学校「自主進度学習～個の力

に合う学習機会づくりの指導と評価～」をそれぞ

れテーマとして提案を行った。 
〔中学校〕１日目は、指導と評価のプロセスを再

確認し、教師の指導改善につながる学習評価の在

り方について、協議及び情報共有を行った。２日

目は、鴨居中学校「主体的に学びに向かう生徒を

育む ICT 活用」、研究会（関数領域部会）「関数領

域における主体的・対話的で深い学びの姿を目指

した授業改善」をそれぞれテーマとして提案を行

った。 
◎夏季研修講座 

 ８月 23日に、文教大学教育学部教授の永田潤一

郎氏による「数学的活動の授業デザイン～『もっ

と数学的活動を！』を実現するために～」をテー

マとした講演を行った。数学的活動の在り方を問

い直すべく多くの示唆を得た。
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        理  科         

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 
 １日目は、「学習評価の在り方」について「単元

計画と評価計画」「具体的な場面での子どもの姿」

などを基にしながら、協議及び実践報告を行った。

２日目は、「主体的に問題を解決し、資質・能力を

育成する理科学習」を主題とし、船越小学校と逸

見小学校による文書提案を行った。船越小学校か

らは、「問題解決学習による一人一人違う深い学び」

というテーマで「子どもの実態を踏まえた見方・

考え方を意識した単元構成」「問題意識につながる

導入の工夫」「見方・考え方を働かせる場面の明確

化」といった手立てによる授業実践について提案

された。逸見小学校からは、「系統的な学びから考

える理科学習」というテーマで理科の系統性を考

えた時の見方・考え方のつながりや問題解決の各

学年の特性についての提案があった。 
〔中学校〕 
 １日目は、小学校と同様の主題で、協議及び実

践報告を行った。２日目は長沢中学校から「生徒

が主体的に学びに向かう指導の工夫・改善・実践」

をテーマに生徒が「目的意識」を持ち、主体的に

取り組むために「学びの風土づくり」「授業の見通

しの共有」「評価の工夫」などのポイントを大切に

した提案があった。また、追浜中学校からは、「生

徒の学びの「姿」をのこす学習評価の工夫」をテ

ーマに「生徒たちが組み立て検証を行えるような

実験活動の計画・実施」「考察の共有から自分の考

えを深める活動の計画・実施」「主体的に学習に取

り組む態度における学習評価の工夫」「chromebook

を使ってスムーズで教員に負荷が少ない授業資料

作成」の視点を重視した実践が提案された。 
◎小学校理科研究会 

 「主体的に問題を解決し、新たな知を獲得する

理科学習」を研究テーマとした実践研究を積み重

ねた。神奈川県小学校理科教育研究大会での文書

提案が行われ、主体的な問題解決学習を通した実

感のある学びの創造が目指された。また、教員向

けの研修会や広報の発行、「よこすか子ども科学賞」

や「よこすか子ども発明展」への協力を通して、

児童に自然科学への興味・関心を高める活動を行

った。 
◎中学校理科研究会 

 新学習指導要領を見据え、「理科の見方・考え方

を働かせて資質・能力を育み、ゆたかな未来を切

り拓く理科教育」を主題とし、研究会を「エネル

ギー」、「粒子」、「生命」、「地球」分野においての

重点的なテーマや実践について協議を深めた。 
 
       生 活 科        
◎教育課程研究会 

「資質・能力を育む教育課程の編成と教育活動の

工夫・改善 ～教師の指導改善につながる学習評

価の在り方～」をテーマに、1日目、2日目ともに

オンライン開催で実施した。 

１日目は、担当指導主事が講師となり、生活科

が教育課程に位置づけられている理由を、幼児教

育との接続の観点から説明した。また、生活科に

おける学習評価の基本的な考え方を説明し、実際

の指導と評価の実践例として、粟田小学校１年生

「じぶんでできるよ」と諏訪小学校２年生の「お

花のことをしってもらおう」の実践を紹介した。 

２日目は部会テーマを「活動や体験を通して、

学びをつなぎ 生活を豊かにする子ども」とし、

研究主題は「児童の思いや願いをつなげる学習過

程の充実」として諏訪小学校による提案が行われ

た。「内容（３）地域と生活」「内容（８）生活や

出来事の伝え合い」を組み合わせた単元で、育て

たい資質・能力にせまるために、近隣の公園の花

壇を地域財として活用し、市役所の公園管理課を

介した実践が提案された。 

各学校からのリアクションシートでは、児童が

思いや願いをつなげていく単元構成が効果的であ

る、地域財をうまく活用しているという報告がな

されていた。 

◎夏季研修講座 

８月 24 日に、明治学院大学 堀江邦子氏に、「子

どもが感動し、大人も感動する授業づくり」と題

し講演をいただいた。主体的・対話的で深い学び

のある生活科の授業実践や、地域材や学校近隣の

企業を活用した総合的な学習の時間の実践が数多

く紹介され、多くの示唆をいただいた。 

◎生活科研究会 
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 研究主題「活動や体験を通して、学びをつなぎ、

生活を豊かにする子ども」に基づき、事業を進め

た。今年度は、11月 17 日に第 24 回 神奈川県生

活科・総合的学習教育研究協議会の提案と２月１

日に神奈川県小学校教育研究会中央研究大会川西

地区大会での提案があり、その発表に向けて研究

会員が様々な仕事を分担しながら活動を進めた。 

 
        音  楽        

◎教科テーマ 

[小学校] 

「音楽のよさを感じ、ともに創り楽しむ子」 

[中学校] 

「豊かに表現する生徒の育成 

   ～深い学びを目指した授業の創造～」 

◎教育課程研究会 

[小学校] 

１日目は、指導と評価のプロセスを再確認し、

教師の指導改善につながる学習評価の在り方につ

いて、協議及び情報共有を行った。 

２日目は、大矢部小学校（低学年）・夏島小学校

（高学年）による文書提案、「思いや意図をもたせ

る授業づくり」をテーマに提案を行った。 

[中学校] 

１日目は、指導と評価のプロセスを再確認し、

教師の指導改善につながる学習評価の在り方につ

いて、協議及び情報共有を行った。 

２日目は、坂本中学校・公郷中学校による文書

提案、「子どもたちが主体的に学習に取り組む授業

づくり～ICT を活用した授業実践～」をテーマに

提案を行った。「子どもたちが主体的に学習に取り

組む」ために、どのような手立てをとり、見えて

きた姿をどのように見取っているかについてオン

ラインではあるが、情報共有を行った。 

◎夏季研修講座 

８月 22 日に、筑波大学付属筑波小学校教諭 平

野次郎氏を講師としてお招きし、「音楽科の技能と

は～思いや意図をもたせる授業づくり～」をテー

マにオンライン研修会を行った。実際の授業の様

子の動画を見せていただきながら、具体的な指導

をイメージし、技能の評価について多くの示唆を

得た。 

◎小学校音楽教育研究会 

今年度は、低学年と高学年の部会に分かれ、８

月の提案に向けて各自が「音楽づくり」の題材の

実践を積み、集合して話し合うことにより研修を

進めた。また、作詞作曲募集審査に協力した。 

 

◎中学校音楽教育研究会 

 歌唱・器楽部会、創作部会、鑑賞部会に分かれ

研修を進めた。作詞審査は集合型で、作曲審査は

各校で審査に協力した。 

 
       図画工作・美術      
◎研究テーマ 

 「豊かな心を育てる造形教育―子どもによりそ

い、おもいをかたちに―～であう・あじわう・つ

くりだす～」に基づき研究を進めた。 

◎教育課程研究会 

〔小学校図画工作〕 

１日目は、『小学校学習指導要領解説図画工作

編』と『「指導と評価の一体化」のための学習評

価に関する参考資料』を使って、図画工作科にお

ける授業づくりと学習評価に迫った。特に後者資

料にある事例１「のこぎりザクザク生まれる形（第

３学年）」を取り上げ授業づくりの際に気を付け

ることや、子どもの学びの姿と題材の評価規準を

照らし合わせて、図画工作の教科の本質について

考えた。 

２日目は、「高めあう 子どもたちを 目指して 

～感性や想像力を働かせる図画工作科の題材研

究とその実践～」というテーマのもと岸重光 総括

教諭、犬飼勇也 教諭（大津小学校）がそれぞれの

図画工作科の実践を発表した。岸総括教諭からは、

題材の導入で丁寧に題材の価値を伝えることで、

最後まで集中して絵にあらわそうとする姿が見ら

れたことが、また、犬飼教諭からは、児童が偶然

できた形にも愛着をもち、その全てを大切にする

思いに発展していく姿が見られたことが紹介され

た。 

〔中学校美術〕 

１日目は小学校同様、『中学校学習指導要領解

説美術編』と『「指導と評価の一体化」のための

学習評価に関する参考資料』を使って、美術科に
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おける授業づくりと学習評価に迫った。特に後者

資料にある事例１「花の命を感じて（第１学年）」

を取り上げ題材を通して育成したい資質・能力や

主題を生み出すということについて検討した。 

２日目は、伊藤敦子教諭（馬堀中学校）が、第

２学年で実践した「木彫「つくって使って味わう

工芸」～使う人のことを思ってつくる～」の実践

を報告した。作品ができるまでの学習過程を授業

での取り組み状況と学習カードから見取ったこと

が具体的に紹介され美術科の学習評価に迫った。 

◎夏季研修講座 

早稲田大学教授大泉義一氏をお招きし、「図工・

美術における教師の指導改善につながる学習評価

の在り方」というテーマのもと、教育研究所でご

講演いただいた。実際の授業の映像を視聴し、そ

こで聞かれる教師の発話等を記録し分析するとい

う演習を通して、授業づくりに関する課題や、図

工・美術における学習評価について、教授いただ

いた。 

 
      体育・保健体育       
◎教育課程研究会 

〔小学校〕 
新谷幸平教諭（野比東小学校）が「第６学年・

器械運動（跳び箱運動）」における、単元構成の工

夫を図り児童一人ひとりが課題解決に向けて意欲

的に関わり合う授業づくりについて文書提案を行

い、協議を深めた。 
〔中学校〕 
２校による文書提案を行った。松原涼太教諭（大

津中学校）が「第２学年・球技（ネット型：バレ

ーボール）」における、場やルールの工夫・少人数

によるグループの関わり合いを通じた資質・能力

の育成を目指した授業づくりについて、西嶌 み

のり教諭（北下浦中学校）が「第３学年・球技（ゴ

ール型ハンドボール）」における、３年間の系統性

ある指導の中での「守備の向上に付随した攻撃の

向上」に着目した授業づくりについて、それぞれ

文書提案を行い、協議を深めた。小・中学校とも

に、サブテーマである「教師の指導改善につなが

る学習評価の在り方」に着目し、単元途中の形成

的授業評価を丁寧に行い、単元後半の軌道修正を

図った。 
◎県教育課程研究会 

林透総括教諭（衣笠中学校）が「第２学年（２）

傷害の防止（エ）応急手当の意義と実際」におけ

る、教師による教え込みの指導からの脱却に着目

した授業づくりについて提案を行い、協議を深め

た。 
◎小学校体育研究会 

年間３回程度開催している授業研究会について

は、感染症対策の観点から昨年度同様に中止とな

った。また、研究会を代表して、県学校体育研究

連合会研究大会では、永山順一教諭（鶴久保小学

校）が「第６学年：ボール運動（ゴール型：フラ

ッグフットボール）」における「チームの特徴に応

じた作戦」の立案・実行を通して集団的達成を味

わう授業づくりについて、県小学校児童体力つく

り研究発表大会では、根岸佳広教諭（北下浦小学

校）が「第５学年：ボール運動（ベースボール型：

ティーボール）」における子どもの実態に応じたル

ール設定ならびにチーム同士のルール選択による

資質・能力の向上を目指した授業づくりについて、

県小学校教育研究会では、新谷幸平教諭（野比東

小学校）が「第６学年・器械運動（跳び箱運動）」

における、単元構成の工夫を図り児童一人ひとり

が課題解決に向けて意欲的に関わり合う授業づく

りについて、それぞれ提案を行った。 
◎中学校保健体育研究会 

各研究部が２年継続２年目の研究発表会を行っ

た。 
また、関東中学校保健体育研究協議会千葉大会

（千葉市）についても開催された。 
 

◎市体力つくり実践研究発表会 

 研究委託校（２年継続研究の２年目）の池上小

学校が「子どもの健やかな体の育成～日常的・継

続的な取り組みにより一人一人の健康の保持と体

力の向上を目指して～」について、田浦中学校が

「主体的な学びへ向かう導入～ウォームアップか

らスリーアップを取り入れた授業改善～」につい

て、実践研究を発表した。また、横須賀市児童生

徒健康・体力向上推進委員である山田氏（東京女

子体育大学教職アドバイザー）から、横須賀市や
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各学校の実態に対する指導講評があった。 
 
      家庭、技術・家庭       
◎教育課程研究会 

〔教育課程研究会研究主題〕 

「資質・能力を育む教育課程の編成と教育活動の

工夫・改善～教師の指導改善につながる学習評価

の在り方～」 

＊1日目、２日目ともにオンラインによる開催 

〔小学校家庭科〕 

＜１日目＞ 

 教育課程研究会研究主題のもと、家庭科におけ

る「学力」とは何かを手掛かりに、その「学力」

の育成に向けて、次の３つの視点で教師の指導改

善につながる学習評価について考えてもらう時間

とした。 

  ①見通し 

  ②題材目標の設定（評価規準の設定） 

  ③指導と評価の計画 

 また、最終的には妥当性・信頼性のある評価と

するためには、指導者としてどのようなことを意

識していく必要があるか、伝達した。 

＜２日目＞ 

『ひと針に心をこめて』（５年生） 

 上記の題材において、追浜小学校から提案され

た。 

 家庭科部会テーマ「自分と家庭生活を見つめ、

進んで実践する子どもを目指して～なりたい自分、

できる自分、生かす自分～」のもと、手立てとし

て①学習目標・学習計画を児童と一緒に立てる⇒

なりたい自分、②児童の実態に合わせた題材計画

⇒できる自分、③児童の特性に合わせた資料選択

及び児童同士の協働の場の設定⇒できる自分、④

家庭での実践⇒生かす自分、とそれぞれ設定し、

取り組んだ実践提案であった。 

 また、「自分の思いをもとに、身に付けた知識・

技能を活かし、最後までやり遂げようとする姿を

めざして」という指導者のテーマも設定され、児

童の実態を丁寧にとらえたうえで、どのような指

導が適しているか丁寧に考えながら進められた実

践であった。 

 参加者にはグループごとに提案を踏まえて「“児

童の意欲の継続”と“身に付ける知識・技能の定

着”を両立させるための教師の指導の工夫」につ

いて協議していただいた上で、提案を通して学ん

だことや今後の実践において取り組んでいきたい

と感じたことについてアンケートを実施した。 

 参加者からは、主に次のような回答があった。 

・ 題材のゴールを意識させるための工夫とし

て、学習計画を児童とともに立てたり、実物

見本を作成してイメージを持たせたりする

ことで、主体的に学習に取り組む姿にもつな

がっていた。 

・ 児童の実態に合わせた手立てにより、意欲を

継続させていくことができると感じた。 

・ 児童が課題を持つ際には、“必然性”を意識

した題材構成が必要だと思った。 

・ 教科書通りの順番でなく、指導の順番を入れ

かえることも意欲継続の１つの方法だと学

んだ。 

・ 家庭科に限らず、「なぜこれが必要なのか」、

「そのためにはどうしたらよいか」、「やって

みたい」、「できた」という思いにつながるこ

とがとても大切だと感じた。 

〔中学校技術・家庭科〕 

＊平成 30年度から、１日目と２日目の提案につい

て家庭分野と技術分野の両方を提案するのではな

く、それぞれ１分野ずつの提案とし、隔年で交互

に変えていくこととしたが、新型コロナウィルス

による研究会の内容の変更に伴い、今後見直しが

必要である。 

＜１日目＞ 

 小学校家庭科部会と同様の視点で、中学校技

術・家庭科の教科の特性に沿って考えてもらう時

間とした。妥当性・信頼性のある評価についても

同様に伝達した。 

＜２日目＞ 

 『衣服の働きと T.P.O.』（家庭分野） 

 上記の内容について、長沢中学校から提案され

た。 

 技術・家庭科研究部会テーマ「主体的に学習に

取り組む態度の評価を通じた教師の指導改善の工

夫」のもと、手立てとして①目指す子どもの具体

化、②目指す子どもの育成にむけた題材計画、③
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発問・課題設定の工夫、とそれぞれ設定し、取り

組んだ実践提案であった。 

 参加者にはグループごとに提案を踏まえて「主

体的に学習に取り組む態度を育むための発問の工

夫・改善」について協議していただいた上で、提

案を通して学んだことや今後の実践において取り

組んでいきたいと感じたことについてアンケート

を実施した。 

 参加者からは、次のようなことが回答された。 

・ 題材を通した振り返りや題材の最初と最後で

比較することで生徒自身が学びを振り返り、

主体的に学習に取り組む態度を育むことにつ

ながるのではないかと考えた。 

・ 限られた時間数の中で、指導の改善や指導と

評価の一体化を見直していきたい。 

・ 教師も生徒とともに考えたり試行錯誤できる

ような課題設定が必要。 

・ 目指す子どもの姿をイメージし、評価とめあ

てが一体化した計画が必要だと感じた。 

・ 子どもの様子から発問を変更するなど柔軟性

も必要と感じた。 

 
      外 国 語        
◎教育課程研究会 

 「資質・能力を育む教育課程の編成と教育活動

の工夫・改善 ～教師の指導改善につながる学習

評価の在り方～」を研究テーマに掲げ、１日目は

学力向上推進プランを元に育成を目指す学力の捉

え方を全体会と教科ごとの分散会で共有し、２日

目は小中共に３校による文書提案と協議を行った。 
 両日とも、外国語教育における「単元や内容の

まとまりを通じて指導することや目標の明確化と

指導と評価の一体化を図る授業実践」について、

好事例の紹介を交えて広く意識を共有することが

できた。 
 
◎外国人英語教員活用研究 

田浦中学校（５年目）、池上中学校（２年目）、大

矢部中学校（３年目）、大津中学校（２年目）の４

校と横須賀総合高等学校に外国人英語教員（FLT）

が配置され、ネイティブ・スピーカーの効果的な

活用に係る研究を行った。 

＜FLT 配置一覧＞ 
田浦中学校 サラ ジョンソン ※ 
池上中学校 ケネス ギベンズ 
大矢部中学校 渡邉 華 
大津中学校 ジェニファー スドウ ※ 
横須賀総合高校 マーク シギョウ 

※今年度は事情により市の ALT を配置した。 
 
◎中学校英語副読本の作成 

 横須賀の魅力について英語で紹介する副読本を

市内中学２年生に配布した。次年度も同様の配布

を予定しており、各校へ活用を促していく。 
 
      幼稚園教育課程        
令和４年７月 29 日に、横須賀市幼稚園教育課程

研究会を実施した。 
研究会は、認定こども園大津幼稚園の実践提案

と参加者による協議、東京家政大学短期大学部 

佐藤康富氏の講演という構成で行った。 

研究テーマは、「あそびを見つける子 あそびを

つくる子」と設定した。 
〔提案〕 
 保育者主体の保育から、子ども主体の保育へと

変わっていく中で、改めて日々の保育を園の教育

目標と照らし合わせ、自園の教育課程について考

えた。具体的には、毎年取り組んでいる年間テー

マの設定とそれを基にした、2019 年度の事例と

2021 年度の事例とその比較、運動会種目を年長児

が対話を通して作り出す取組、日常の遊びを発展

させた作品展の事例を実践例として提案した。 

〔協議〕 

 会場からはたくさんの質問が出され活発な協議

が行われた。 

・小学校の教諭からは、幼児教育の遊びを参考に

すると生活科の指導に役立つとの意見があった。 

・園児が主体で行事を作ることについて、幼稚園

児でも対話が行われていることに驚いた。 

・年間テーマを設定することで、子どものあそび

を見る視点が定まる。 

・行事ありきではなく、子どもの姿を評価しなが

ら、内容を変更していくことが大切である。 
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〔講演〕 

 演題は「資質・能力を育む教育課程の編成と教

育活動の工夫・改善 ～架け橋プログラムを参考

に～」であった。 

 幼保小の架け橋プログラムを参考にしながら、

資質能力の育成、幼児期と小学校教育の連携につ

いて様々な園の実践を基に講演された。 

 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿をもとに、

保育者、教師が語り合うことで、子ども・児童を

見る眼が鍛えられ、保育・教育を構想する力がつ

く。教材と学習経験の構成を担う教師・保育者の

構想力を高めることは、カリキュラムの開発改善

にとって重要なキーとなる。 

 
      高等学校教育課程      
令和４年度の研究テーマは、「『資質・能力を育

む教育課程の編成と教育活動の工夫・改善』～各

教科・科目等の見方・考え方を働かせた授業実践

と学習評価～」である。さらに全日制、定時制と

もに部会テーマを設定して研究に取り組んだ。 
〔全日制〕 

「『生きる力』を育み、個に寄り添う教育課程の

編成～総合学科の特色を生かした教育課程の編成

と教育活動の工夫・改善～」をテーマとして公開

授業を行った。本年度は、４教科の授業公開を行

った。 

「数学科（数学Ⅰ）」では、「基礎・基本の定着

を図り、数学的な思考力を伸ばすための指導の工

夫」をテーマとした。 

「保健体育科（保健）」では、「体力と実践能力

の向上および指導と評価の一体化」をテーマとし

た。 

「外国語科（英語コミュニケーションⅠ）」では、

「外国語によるコミュニケーション能力（４技能）

向上のための言語活動の工夫・改善」及び「世界

の多様な文化を持った人々と協働できる人材の育

成」をテーマとした。 

「商業科（マーケティング）」では、「知識と技

術を確実に習得させるとともに、ビジネスを意識

した思考力、実践力を高めるための指導の工夫」

をテーマとした。 

 

〔定時制〕 

 「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業改善～生徒が「考える楽しさ・わかる喜び」を

感じられる授業の工夫～」をテーマとして、公開

授業を行った。本年度は２教科の公開を行った。 

「理科（科学と人間生活）」では、「身の回りで

起きている自然現象に興味・関心を持たせ、基

礎・基本を定着させるための指導の改善を試み

る。」をテーマとした。 

「保健体育科（保健）」では、「生涯を通じて、

自らの健康を適切に管理し、改善していく能力を

身に付ける力を育てる。」をテーマとした。 

全体会では、スーパーバイザーとして来校され

た鎌倉女子大学教育学部教育学科特任准教授の市

川道伸氏による講演会が行われ、「『これからの時

代に求められる学び』～主体的・対話的で深い学

び、個別最適な学びと協働的な学び～」を演題と

して有意義なお話をいただいた。 
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特 別 の 教 科 ・ 教 科 外  

現行の学習指導要領に基づく授業実践の深化や、さまざまな教育課題を解決する

ため、各研究会は、研究内容の充実と組織の活性化を図りながら精力的に活動を行

ってきている。こうして得られた各研究会の研究成果は、学校教育にとって大変重

要なものとなっている。 

 

 

       小学校道徳        

 「自らよりよい生き方を求めていこうとする子

どもの育成を目指した道徳教育～物事を多面的・

多角的に考え、自己の生き方についての考えを深

める授業の工夫～」というテーマのもと、道徳教

育の推進を行った。 

 教育課程研究会２日目文書提案は、望洋小学校

「学び合い、伝え合いを通して、考えを深める授

業づくり」と、諏訪小学校「児童の実態に合わせ

た道徳教育とその実践」であり、道徳教育と、道

徳科の関係を見つめなおした取組や、道徳科にお

ける評価を考えた。 

 道徳連携推進講座においては、沢山小学校と荻

野小学校の授業提案をもとに研究の成果を発表

し、研究会としては、助言の他、指導案検討に関

わる場面も設けられた。 

 研究会の主催研修会は、道徳の基本の『き』と

題して「基本的な授業の進め方、発問・問い返し

について、板書の工夫・ノートの使い方について」

のリモート研修を年３回で行うことが出来た。 

 

       中学校道徳         

 本年度は研究会として教育課程研究会及び道徳

連携推進講座に係る提案及び授業サポートと年間

３回の学習会を計画し、取り組んだ。 
 教育課程研究会の２日目では、研究推進校から

２本の提案を行った。１本目は鷹取中学校より「重

点内容項目につながる道徳科授業計画の編成につ

いて」を主題に自校の課題に即した重点内容項目

を意識しながら、どのように計画的に授業実践を

行っていくかという提案がなされた。２本目は鴨

居中学校より「資質・能力をはぐくむ教育課程の

編成と教育活動の工夫・改善」を主題に研修・研

究授業を通して自校の道徳教育をどのように充実

させたかの提案が行われた。また、道徳連携推進

講座では、大矢部中学校の研究に本研究会として

運営及び指導助言に関わり、３学年の授業が公開

され、よりよい授業の在り方が協議された。 
 学習会では、元武山中学校校長の佐藤昌俊先生

をお迎えし、具体的な道徳科の授業の展開につい

て、３回のシリーズでご講義いただいた。毎回 20
名の参加者がおり、各校の道徳科の実践の充実に

つなげることができた。 
 
      小学校特別活動       

 新型コロナウィルス感染症の影響下での教育活

動も３年目を迎えた。その中、経済活動も徐々に

再開し、社会全体の行動制限が緩和されてきた。

小学校においても、十分な感染症対策を行う中で、

どのようなことが、どこまでできるのかを模索し

ながら、教育活動を進める１年間だった。具体的

には、10月には６年生の修学旅行が３年ぶりに通

常どおり実施された。また、前年度より一歩進め

た形で、運動会やその他学校行事、教科学習を実

施した学校が増えてきた。 

 小学校特別活動研究会は、「豊かな人間関係を

はぐくむ特別活動 ～様々な集団活動を通して

～」をテーマに、活動に取組んできた。特に本年

度は、キャリア・パスポートに関して、どのよう

に活用し、児童の実態に合わせて改訂していくの

かなど、実際に使用しているからこそ課題が表面

化した。このことについては、県小教研で提案発

表を行った。 

 今年度はキャリア・パスポートと特別活動の評

価の在り方など、継続して取組むべき研究テーマ

が見えてきた。 
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      中学校特別活動       

 今年度も教育課程研究会２日目はオンライン開

催となった。提案①は久里浜中学校の「コロナ禍

における生徒会活動の工夫と実践について」で、

昨年度を中心にコロナ禍で活動が制限される中、

学校独自の取組を大切にしながら、今までの生徒

会活動や学校行事における感染症対策を生徒会の

生徒と共に考えながら活動した。また、ICT 機器

を有効に活用した実践例が示され、各校の今後の

活動の参考となる提案として評価された。提案②

は大津中学校の「i-check 分析から分かる課題解

決に向けた特別活動の実践」で、i-check の結果

とキャリア・パスポートを結び付けた取組の具体

的な提案となった。結果分析から学校独自のキャ

リア・パスポートの内容に変更する中で、生徒た

ちの変容を見取った提案となり、今後の各校での

キャリア・パスポートの活用に大きな参考となる

ものと評価された。 

 今年度は活動部の連合生徒会の取組である会議

については Chromebook を活用したオンライン実

施が定着した。また、リーダースキャンプも、オ

ンラインで２日間午前中の日程で、開催すること

ができた。また、主張大会は市内公立高等学校の

生徒会役員の参加もあり、市立横須賀総合高等学

校の SEA ホールで人数制限を設け、全中学校が集

合して開催することができた。今後も状況に応じ、

できる限り集合開催を模索し、オンラインと併用

しながら対応していきたい。 

 

    小学校総合的な学習の時間     

「生きる力を育てる総合的な学習～探究的な見

方・考え方を働かせ 主体的に探究する子の育成を

目指して～」という研究テーマのもと、本年度も

重点課題を「児童自ら課題を見出し、他教科の学

びを生かす学習を通して」と設定した。 

運営委員は研究部・広報部いずれかに所属し、

指導案検討を中心とする「学習会」の開催、ワー

クショップ及びフィールドワーク等の運営、ガイ

ドブック作成やホームページ管理、夏季休業中の

研修会（今年度はゼロカーボン推進課とタイアッ

プ）等、様々な活動を行っている。 

本年度は「新型コロナウイルス感染症対策マニ

ュアル」が“レベル２”のため、役員会・運営委

員会及び学習会を対面開催することができた。 

研究会の「核」である授業研究は、大塚台小学

校６年生の「明るい未来に向けて～未来向上

Smile 計画～」を通して実施した。「広報通信」

で研究経過を共有しながら、対面の学習会で指導

案検討を重ね、令和５年１月 20日に研究授業を公

開し、大きな成果をあげることができた。 

 

    中学校総合的な学習の時間     

 「探究的な見方・考え方を働かせ自己の生き方

を考えていくための能力を育成する」を引き続き

研究テーマとした。昨年度までコロナ禍のために

制限されていた体験活動も少しずつ緩和され、各

校では商工会議所の力を借りたり、各学校独自に

努力したりし、校内だけでなく校外でも、外部の

大人と関わる機会を作る様子がみられた。 

 ６月の教育課程研究会では、「資質・能力を育

む総合的な学習の時間の指導と評価の在り方につ

いて」協議を行い、評価規準を中心とした年間指

導計画の確認を行った。 

 また、８月の教育課程研究会では、池上中学校

と浦賀中学校から提案があり、それぞれの学校の

特色（生徒の実態や地域の様子、教師の願い等）

をもとに、探究的な活動と学びが組み立てられて

いた。１月の幹事会では浦賀中から実践提案以降

の様子が報告された。これまで「活動あって学び

なし」と揶揄されてきた総合の時間であるが、各

校の実践が少しずつ探究的な学びとなってきてい

る。今後も研究会を通じて、各校の総合的な学習

の時間の実践を交流しながら、学びを深めていき

たい。 

 

       特別支援教育       

 コロナ禍であったが、様々な工夫や調整を図り、

活動を充実させることができた。 

 研究会全体のテーマは、前年度と同様とし、小

学校部、中学校部、通級指導部、特別支援学校部、

研修部の各部会は、それぞれサブテーマを設定し

て研究に取り組んだ。教科外総会は、オンライン

で開催し、情報共有や課題検討を行った。 

 また、研究会組織を改編し、各部の連携を強化
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し、研究活動の充実に努めた。具体的には、①支

援教育コーディネーターブロックを削除。②児童

生徒支援研究会と統合し、「研修部」を設置。③

役員会を見直し、全体会議を開催。支援教育コー

ディネーターは、市教委主催の連絡会において有

効な連携を図った。研修部は、全校種の支援教育

担当者及び養護教諭等を対象とした研修会を２回

開催した。講師に横須賀共済病院臨床心理士鈴木

恵美先生を迎え、非常に好評であった。役員会は、

オンラインで開催し、各会長や各部長で今後の研

究会の在り方や組織の改編について意見交換し

た。 

 

        情報教育        

 本年度も「情報の主体的活用をめざした学習指

導」を研究テーマとして、統計教育研究部・新聞教

育研究部・視聴覚教育研究部で研究を進めた。研究

推進の観点から、オンライン会議・ハイブリッド型

の研究交流を取り入れて活動を実施してきた。 
 主な活動として、統計教育研究部によるワークシ

ョップ『統計教育指導者講習会』を開催することが

できた。新聞教育研究部では、新聞教育を軸とした

授業研究において指導案の検討を進めることがで

きた。視聴覚研究部では、神奈川県学校放送視聴覚

教育合同夏季特別研修会及び関東甲信越放送・視聴

覚教育研究大会栃木大会へ、横須賀市立浦賀小学校

の指導実践を発表（オンライン・web ページ上での

発表の形式）することができた。 

 情報教育研究会としては上記の成果をまとめた

紀要「私たちの情報教育」を３年ぶりに発行するこ

とを計画している。横須賀の小・中・高・特の児童

生徒が情報に主体的に向き合いながら、情報を適切

に取り扱う力を獲得するためのきっかけとして、各

校で活用していただきたいと考えている。 

 

       学校図書館        

 本年度の研究テーマを「自ら学ぶ力と豊かな心を

育む学校図書館づくり」、サブテーマを『学校図書

館の整備と充実、計画的な活用を通して』とし、研

究活動と事業活動を進めた。 

 研究活動では、学校図書館に求められる「読書セ

ンター」「学習センター」「情報センター」機能の

充実に向けた具体的方法及び司書教諭・学校司書・

担任が連携した取組等の実践交流を行った。新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のため、先進的学校図書

館の見学や外部講師による講演会、授業公開による

実践研究は昨年に引き続き実施を見送った。 

 事業活動では、読書感想文と読書感想画の審査会

において、神奈川県コンクールへの出品の選考を行

うことによって、研究会員の読書指導力の向上を図

った。１月に実施した読書感想画展には多くの参観

者が訪れた。保護者や市民に好評で、読書感想画に

対する理解を深めることにつながっている。 

 年度末には１年間の研究・事業活動の記録をまと

めた『横須賀の学校図書館』を発行し、今後の児童

生徒の読書活動の推進に役立てている。 

 

        学校保健        

学校保健研究会は、養護教諭部会と健康安全部

会が「人間性豊かな子どもの育成」のテーマのも

と研究に取り組んだ。 

 養護教諭部会では、「児童生徒の心身の育成を

めざして」をテーマにし、６部会ごとにグループ

で研究を進めた。今年度は五本木愛様を講師に迎

え「わたしたちのまちでいきる～地域で障害のあ

る子と共に育ち、共に生きていくために描いてい

くこと～」をテーマとし、共に暮らしていくこと

が共に生きていく場となり多様な人々が自然に生

きていける場所となること、養護教諭は保護者等

から相談を受けることが多くあるが「共に成長す

るために」という視点を大切にすることを学んだ。 
 健康安全部会では各校の安全管理、安全指導の

現状を出し合い、安全・防災に関する研修会を行

った。安全教育では、東京臨海広域防災公園にあ

る防災学習施設「そなエリア」の見学を行った。

クイズを解きながら学ぶことができる施設であ

り、主体的に学ぶことができる施設であった。 
 

   小学校外国語教育・国際教育    

本研究会では、３つの部会に分かれて活動を行

っている。本年度の活動は以下のとおりである。 

授業研究部は、田浦小学校の外国語活動・外国

語の校内研究に関わった。２年生担任を中心に先
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生方と指導案検討を重ね、12 月の研究授業では、

「主体的に学び、表現する力の育成」などをテー

マとする事後協議において、多くの意見交流をす

ることができた。 

 調査研究部は、「外国語科・外国語活動におけ

る成果と課題に関わるアンケート」を例年どおり

全小学校対象に実施した。HRT の役割意識の変化

やデジタル教科書の活用状況なども結果から読み

取ることができた。 

 国際研究部は、夏季研修講座「国際理解・異文

化理解の視点を持って授業を行うには」を開催し

た。講師に文教大学金森強教授をお招きし、参加

者間で多くのやりとりをしながら、「英語を教え

る」より「英語で育てる」大切さを学んだ。 

 また、本年度より広報部を立ち上げ、研究会の

活動をホームページで効果的に広報する方法につ

いて検討している。 

 

        食教育         

 食教育研究会の研究主題は「食育を通して豊か

な心と体を育てる」である。研究を進めるにあた

り、各学校が「食に関する指導の全体計画」に沿

って、食育の視点を意識した指導を行うことがで

きるように、学校における食育を組織的・計画的

に実践している。 

 食教育研究会には総括教諭・教諭が中心となる

食育指導研究部と栄養教諭・栄養士が中心となる

栄養指導研究部がある。食育指導研究部では食育

の指導内容の実践と検討や各研究大会への参画、

会報の発行等を行い、栄養指導研究部はカリキュ

ラム班とマニュアル班に分かれて活動している。 

 本年度は食育指導研究部の第 2グループが授業

研究を行い、グループ内の各校の取組と合わせて

神奈川県小学校教育研究会 中央研究大会川西地

区（厚木愛甲）大会で発表した。また、栄養指導

研究部は常時の活動と共に、夏の研修で栄養教諭

・栄養士がクロームブックを活用する際に必要な

知識・技能の習得をめざした研修会を開催するこ

とができた。 

 

 

       学校事務         

事務研究会では、2021～2022 年度のテーマを

「これからの学校事務職員」、サブテーマを「よ

り良い学校づくりへ～企画・参画できる事務職員

～」として、２年目の研究をおこない、成果をと

りまとめた。 

研究委員会でテーマに沿った活動を検討し、学

校事務職員が学校で起きる課題解決のためにどの

ような業務をおこなっているかを明らかにするた

めに全会員が参加する形式で研究を進めた。 

１年目は、各会員が個人テーマを設定した上で

実践し、その成果も含めて「研究シート」を作成

した。作成した「研究シート」を基に部会で発表

し、意見交換を行った。 

本年度は、昨年度会員が作成した「研究シート」

の内容について、個々がさらに更新・実践をし、

修正や追記をした。それぞれのテーマを追究でき

るよう取り組み、改めて部会にて発表を行った。

最終的に会員の研究シートを集約して研究のまと

めとし、会員へ公開した。 

 

      小学校校長会        

 新型コロナウイルス感染症への対応が３年目と

なる本年度は、前年度のスローガン「TEAM48～連

携と結束から自立と創造へ」を引き続き掲げ、横

須賀の目指す教育の姿「あなたが好き 私が好き 

横須賀が好きと誇れる人づくり」の実現のため、

このような状況下においても学びを止めることな

く、次の３点を重点に設定し活動を行った。 

◇校長会の組織強化と 48校のベースの確立 

◇学力向上に向けた取り組みの充実 

◇県校長会・市教委等、関係機関との積極的連携 

 また、研究部として学校経営・教育課程・児童

課題の３委員会、対策部として教育課題対策・健

康安全・修学旅行・特別委員会（GIGA スクール）

の４委員会を設置し、それぞれの活動を通して諸

課題の解決に努めるとともに、新型コロナウィル

ス感染症に伴う諸課題について組織的な対応に努

力した。 
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      中学校校長会        

 本年度中学校長会では、役員会と、５つの対策

委員会とが連携し、中学校教育を取り巻く様々な

課題と教育改革のうねりの中、これからの具体的

な内容について研鑽を深め、努力と検証を進めて

きた。具体的には、（１）行財政委員会：①各校

施設設備、予算等の充実②教職員の人的配置に係

る課題（２）教育経営委員会：①働き方改革の検

証②学校運営協議会制度の研修と情報の共有（３）

進路指導委員会：①適切な進路指導の準備②進路

保障と評価・評定の研修（４）教育課程委員会：

①社会に開かれた教育課程の編成に係る課題②

GIGA スクール構想への対応（５）生徒指導・支援

委員会：①発達段階に応じた指導・対応に係る研

究②インクルーシブ教育の理解推進に係る研修等

について取り組んだ。 

 コロナ禍にあり、様々な行動・活動制限が続く 

中、また学校教育でも新たな課題も多くあり、予

測困難な時代を迎えている。しかし、今後も中学

校長会として、横須賀市全体を考え、未来を切り

拓く資質・能力の育成を目指し、持続可能な中学

校教育の構築に努めていきたい。 

 

      小学校教頭会        

 『未来を生きる力を育む 魅力ある学校づくり

～７つの教頭力でともに歩む教頭会～』を研究主

題として活動した。定例会･研修会、４つの委員会、

部会などの活動を充実させ、情報や課題意識を共

有し、学校運営のリーダーに必要な力の向上及び

本市教育の発展や課題の解決に寄与するよう努め

た。特に定例会･研修会では、本市教育施策に関す

る事柄や日々の実務に直結する事柄について、講

師を招いて研修を行う機会を設けた。時間をかけ

て学びや理解を深めることで、教頭として必要な

職能の向上を図った。 

 時代に即したテーマで、研究活動の更なる充実

と成果の活用・実践を図っていきたいが、教頭業

務の多忙化にはまだ改善の光は見えていない。そ

れぞれの学校が抱える多種多様な課題への対応と

本来の業務で手一杯という現実がある。そのよう

な中で研究活動に費やす時間の捻出は大きな課題

となっている。  

 今後も校長会･中学校教頭会･教育委員会等の関

係諸機関との連携を図りながら、より一層の研さ

んと教頭力の向上に努めていきたい。 

 

      中学校教頭会        

本会では、「教頭としての資質・力量を高め、

本市・自校の教育の向上を一層図る」ことを目標

に掲げ、役員会と５つの対策委員会（教育課程・

法財政・進路・研修・特別）を中心に企画運営・

研究の活動をしている。本年度は、年間計画に基

づき教育委員会等から講師を招聘し、新学習指導

要領と評価、生徒指導と保護者対応、働き方改革

への取組に関する研究を行った。また、教頭職の

入れ替わりが多い昨今の状況を受け、教頭の基本

的な業務を共有し、日常の学校運営に支障をきた

さない工夫をした。 

更に、本市小学校教頭会とは小中一貫教育、学

校運営協議会に関して連携・情報交換ができる体

制づくりに努めた。同様に逗葉・三浦地区中学校

教頭会とも、合同研修会を設け連携している。特

に本年度は関東甲信越地区公立学校教頭会研究大

会が横浜市で行われ、他県との交流も深めた。 

 本会は教育委員会、本市中学校校長会のご支援

・ご助言により成り立っている。今後もこの視点

を念頭に、引き続きチーム横須賀として活動して

いく。 
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特 別 支 援 教 育  

１ 特別支援教育の動向 

（１）市立ろう学校は、幼稚部単一学級３学級、
小学部単一学級５学級・重複学級２学級、中
学部単一学級２学級・重複学級３学級、高等
部単一学級１学級・重複学級２学級となり、
合わせて 18 学級である。 
市立養護学校は、小学部重複学級 10 学級、

中学部重複学級７学級となり、合わせて 17
学級である。 
 

（２）小学校の特別支援学級 

知的障害特別支援学級 46 校 64 学級 

  自閉症・情緒障害特別支援学級46 校 83 学級 

  肢体不自由特別支援学級 15 校 15 学級 

  病虚弱特別支援学級 17 校 17 学級 

視覚障害特別支援学級 ２校 ２学級 

聴覚障害特別支援学級 ５校 ５学級 

 

（３）中学校の特別支援学級 

知的障害特別支援学級 21 校 24 学級 

  自閉症・情緒障害特別支援学級23 校 36 学級 

  肢体不自由特別支援学級 ５校 ５学級 

  病虚弱特別支援学級 ２校 ２学級 

視覚障害特別支援学級 １校 １学級 

聴覚障害特別支援学級 ０校 ０学級 

 

 

（４）第 12 回児童生徒ふれあい作品展 

日 時 

場 所 

11月18日（金）～11月22日（火） 

横須賀市文化会館 

 来場者総数 2,036 人 

 

（５）支援教育コーディネーター 

研修と情報交換のために「支援教育コーデ

ィネーター連絡会」全体会を５回、経験３年

未満を対象とした研修を２回開催した（内１

回書面開催）。「関係機関との連携」や「不登

校の対応について」等の研修を行い、支援教

育コーディネーターのスキルアップと校内

支援体制づくりの強化に向けて周知を図っ

た。 

 

２ 就学相談について 

「就学支援相談部会」及び「通級相談部会」

を開催し、園児・児童・生徒の学校での支援内

容や進路についての相談および審議を行った。 

 

（１）就学支援相談部会        476 人 

（２）通級相談部会             56 人 

              （※２月末集計） 

３ 支援教育研修講座 

回 日 時 内 容 講 師 

１ 6月８日 

「学校と医療のより

よい連携の在り方に

ついて」 

津久井浜クリニック 
小児精神科医 
     井上 亮子 

２ ７月13日 
「自傷行為の理解と

対応」 
湘南病院 

院長   大滝 紀宏 

３ ７月26日 「インクルーシブ教

育を考える」 

横浜国立大学 
連携教授 
     名執 宗彦 

４ 
７月28日 

（中止） 

「通常の学級におけ

る多層指導モデルの

活用」 

明治学院大学 

教授 

    海津 亜希子 

５ 10月19日 

「支援が必要なこど

もへの学校での対応

と放課後デイサービ

スの連携」 

サポートフレンズここ

ろ 

管理・指導者  

      荒川 正敏 

６ 12月７日 
「ゲーム・インター

ネット依存の対応」 

久里浜医療センター 

臨床心理士 

     北湯口 孝  
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小 中 一 貫 教 育

本市では、「義務教育９年間を一体と捉えて、

子どもにとって、学びが魅力的なもの、価値ある

ものになるよう、また、子どもが学ぶ楽しさとと

もに、自分の力や成長を感じ、学ぶことの大切さ

を実感できるように、子どもの学びを豊かにする

こと」をねらいとし、平成 28 年度から全ての市

立小中学校において、中学校ブロックごとに小中

一貫教育に取り組んでいる。 
◆本市における小中一貫教育の定義 

 「義務教育９年間を一体と捉え、発達の段

階に応じて子どもの学びをつなぐ教育」 

 ・通学区域を共にする小中学校が、子ども

や地域の実態をもとに共通の教育方針を設

定して、９年間を通じた教育課程を工夫

し、「学びの系統性・連続性」を重視し

た、小中教職員が協働して行う教育 
 
具体的な取り組みとしては、中学校ブロック

ごとに全教職員が集まり、ブロックのテーマや課

題等に沿った授業研究、研修や意見交換・情報交

換等を行う「小中一貫教育に関する日」を年間３

回設定している（令和４年度は、令和４年５月

18 日、10 月 26 日、令和５年１月 25 日）。令和２

年度、令和３年度は感染症流行の影響により密集

を避けるために、全体会は行わず、各校の小中一

貫教育担当者同士での協議などに形を変えたり、

端末を活用したオンラインでの開催を模索したり

するなど、工夫しながら可能な限りの取り組みを

行ってきた。令和４年度は、３年ぶりに教職員が

集まる形で「小中一貫教育に関する日」の取り組

みを実施することができた。 
◆令和４年度の「小中一貫教育に関する日」

において取り組まれたおもな内容 

 ・「小中一貫教育ブロック構想図」の内容

や、年間計画に関する確認及び情報共有 
 ・９年間の学びを通して、子どもたちに身

に付けさせたい力についての共有 
 ・小学校、中学校相互の授業公開（授業参

観及び研究協議） 

 ・児童生徒の実態や教科等の指導に関する

情報交換や協議 
 ・小中一貫教育に取り組む意義について

（指導主事による講演や小中一貫教育担当教 
  諭による説明など） 
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人  権  教  育

平成 12 年の「人権教育及び人権啓発の推進に

関する法律」に基づき、平成 14 年３月に「人権教

育・啓発に関する基本計画」が閣議決定され、さ

らに、平成 16 年６月には人権教育の指導方法等に

関する調査研究会議より「人権教育の指導方法等

の在り方について」の第一次とりまとめ、平成 18

年１月に第二次とりまとめが、そして平成 20 年３

月に第三次とりまとめが出され、人権尊重の精神

を貫いた実効力のある教育がより一層求められてい

る。 

人権教育の目標は、人間は生まれながらにして

自由であり、平等であるという人類普遍の原理を

実現するために、人間尊重の精神を養い人間の尊

厳性についての自覚を深め、人と人との間に存在

する実践力を育成するところにある。人格の完成

を目指す教育が、人権問題の解決に大きな役割を

果たすものであることを深く認識し、人権教育の

さらなる推進に努めている。 

本年度は、各学校の人権教育担当者を対象とし

た研修講座を２回開催した。また、第２回目は公

開講座として、広く人権教育の啓発を図った。 

また、人権教育指導者養成講座（２年を１期間）

については、15 校の受講者が、「人権が尊重され

る授業づくり」について研修を受講した。 

◆人権教育担当者研修講座 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ５月25日 人権教育の基本理念 
人権教育担当指導

主事（教育研究所） 

２ ７月28日 
子どもを性犯罪から守

る 

慶應義塾大学 

教授 小笠原 和美 

◆人権教育指導者養成講座（１期１年目） 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月13日 人権教育の指導の在り

方 

人権教育担当指導

主事（教育研究所） 

２ 10月19日 
様々な人権課題につい

て 

人権教育担当指導

主事（教育研究所） 

３ 
令和５年 

２月８日 

人権教育研究授業に 

向けて 

人権教育担当指導

主事（教育研究所） 
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【学力向上事業】      教育指導課 

１．教科等指導員 

平成 27 年度から市内の小・中学校における教

科等の指導改善と教育水準の向上を図る目的で、

教科等指導員制度をスタートさせた。指導員の任

期は１年間で、全教科等、４月当初に小・中学校

最大各２名の教員を任命している。業務内容は、

各担当指導主事ととも現在求められている授業

力の向上のため、模範授業を実施した。年々、学

校や研究会へも教科等指導員制度が浸透し、効果

的な活用状況が見られている。本年度の成果と課

題を踏まえて、より活用しやすく、効果的な制度

にしていくとともに、教科等指導員の学びの機会

も増やしていきたい。 

 

２．小学校４年生における少人数学級指導 

[事業概要] 

 市立小学校第４学年において、１学級の児童数

を 35 人以下にするため、36 人以上在籍している

学校に対して、きめ細やかな指導を行い、学力の

向上を図るため非常勤講師を配置している。 

[事業の背景] 

 横須賀市学習状況調査において、小学校３年生

から全国との学力差が顕著となった。児童の学習

を充実するため、35 人以下の学級を編成し、きめ

細やかな指導を実現することで、学力の向上を目

指す。 

 平成 28 年度の事業開始から令和３年度までは

３年生を配置対象学年としていたが、国策により

１～３年生に少人数学級指導にかかる非常勤講

師が配置されることになり、本市では国策を先行

して４年生に配置することとした。 

[実施小学校] 

鶴久保小学校 城北小学校 森崎小学校 

大塚台小学校 富士見小学校 

 

３．学習支援員派遣 

[事業目的] 

 放課後及び課業時間内等を利用し、派遣される

会計年度任用職員（学習支援員）を活用する中で、

学習の状況に課題の見られる児童・生徒を対象と

した個別の学習指導や少人数での補習を含めた学

習指導を行い、資質・能力の向上を図る。 

[方法] 

 １回の派遣を４時間までとし、小学校では週３

～６回、中学校では週２～４回を原則とし、年間

35 週の派遣とする。 

 [内容] 

 通常級に在籍する学力の定着に課題のある児

童・生徒に対して、個別学習や、授業の場面での

TT を活用し、学習の支援を行う。 
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【読書活動推進事業】     教育指導課 

１ 学校図書館活性化担当の活動 

 今年度は、32 名の会計年度任用職員が学校司書

として勤務した。全小学校に加え、今年度より中

学校全校、特別支援学校に学校司書を配置した。

学校司書の主な業務は以下のとおりである。 
 ①日常的な学校図書館の開館 
②学校図書館を活用した授業のサポート 
③学校図書館機能を考慮した環境整備 
④本の選書、注文、受け入れ、配架の補佐 
⑤ボランティアとの連絡窓口 
⑥児童生徒の図書委員会が行う活動のサポート               
また、学校司書の資質・能力の向上を目的とし、 

月１回程度の学校司書連絡会や研修会を行った。

大学教員による専門的な研修のほか、書店協同組

合や中央図書館と連携した実務研修も実施した。 
 
２ 司書教諭研修講座 

８月４日に、関東学院大学教授千錫烈氏を講師

として、「これからの学校図書館で求められる司書

教諭の役割」をテーマとして研修を行った。 
本年度、各学校で発令されている「司書教諭」の

悉皆研修とし、司書教諭の仕事の基本を確認した。 
 
３ 読書活動の推進  

４月 23 日｢子ども読書の日｣、秋の読書週間で

は、各学校の学校図書館において、児童生徒の実

態に合う読書イベントを行った。 
また、学校図書館研究会と協力して「読書感想

文コンクール」「読書感想画コンクール」を開催 
し、年度末には、「読書感想文・画集」にその成果

をまとめた。 
 教員向けには、学校教育だよりで、これからの

時代に求められる学校図書館活用、読書指導のあ

り方についての啓発を行った。 
 
４ 学校図書館ボランティアの養成 

コロナ禍のため学校図書館ボランティアの活

動を制限する学校は多いものの、徐々に「読み聞

かせ」等の活動を再開する学校も出てきた。養成

研修として、11月 1 日「いまこそ、声の力」をテ

ーマに読み聞かせ実技を行い 20 名が参加した。 

 また、市PTA協議会の学校図書館ボランティア活

性化委員の要請により、「まちづくり出前トーク～

学校図書館～」を実施した。 
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【外国語(活動)】       教育指導課 

１．英語専科担当教員の配置 

 英語の専門的指導をおこなうことと学級担任の

授業力向上を主目的として、令和元年度には５名、

２年度より 10 名を市内小学校に配置し、高学年

の授業を指導している。各教員が４校を受け持ち、

小学校外国語教育の推進に広く寄与している。 
 
２．横須賀市標準カリキュラム『ハッピータイム』

小学校外国語活動の標準カリキュラムとして 

『ハッピータイム』をイントラネット上に公開し 
ている。外国語活動の教材である『Let's Try!』 
に準拠するとともに、横須賀市独自の内容を踏ま 
えたものとなっている。 
 各小学校の児童の実態に合わせてカスタマイズ

することを推奨している。 
 
３．The 8th YOKOSUKA English World の開催 

 実践的コミュニケーション能力の育成や日頃の

授業の成果を発揮する機会として、 小学校５・６

年生の希望者と外国語活動の指導にあたっている

ALT や FLT が参加し、行っている。また、米海軍

横須賀基地内サリバンズスクールの児童が参加し、

横須賀の子ども達と米海軍基地内の子ども達との

交流を深める機会としている。しかし、今年度も

新型コロナウイルス感染症拡大予防の観点から中

止した。 
 
４．外国語活動アドバイザーの派遣 

 各学校のそれぞれの状況や課題に応じた研修の

推進が図ることができるよう、外国語活動アドバ

イザーの派遣を行った。模擬授業の実施や授業内

容に関わるワークショップなどを通じて、外国語

活動の指導に必要な知識や技能等の向上を図った。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【学校運営支援事業】    支援教育課   

学校運営に係る諸問題の解決に向けて、学校長

等の相談を受け、適切な支援・助言を行い、問題

の早期解決を図るとともに、学校が教育活動に専

念できるようにするための事業である。 
令和３年度まで委託弁護士による学校法律相談

の実施という内容の事業だったが、令和４年度か

らは従来の「学校支援員派遣事業」を統合した事

業となった。 
１ 学校法律相談の実施 

 ３名の弁護士と委託契約し、学校教育の中で発

生した諸問題に関わる学校長等からの相談・依頼

を受け、学校法律相談を実施し、法律的な観点か

ら指導・助言を行った。 

 [相談件数（令和５年１月 31 日現在）] 

  ・31 件 

２ 学校経営支援員の派遣 

 令和４年度から２名体制となり、市立小中学校

及び特別支援学校を主な対象として派遣した。 
 計画的な学校訪問だけでなく、管理職不在時や

緊急事案発生時の学校支援も含め、管理職の学校

運営に係る支援・助言や教員等への学級経営・児

童生徒指導等に関する支援・助言を行った。 
 [学校訪問回数（令和５年１月 31 日現在）] 

  ・小学校 ················· 167 回 

  ・中学校 ················· 125 回 

  ・特別支援学校 ············· ６回 

 [支援内容（令和５年１月 31 日現在）] 

  ・授  業 ················ 212 件 

  ・児童生徒指導 ··········· 103 件 

  ・学級経営 ··············· 147 件 

  ・保護者対応 ·············· 57 件 

  ・教職員対応 ············· 126 件 

  ・その他 129 件 
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【学校教育賞】       教育研究所  

１ 学校教育賞の目的 

本市の学校教育賞の制度は、昭和 24 年度か

ら実施されている。学校教育の発展振興を図る

ために設けられたもので、本年度で 73 回目を

迎えた。 

より広く学校教育に関する研究成果を発信

するために、研究論文を条件とする研究部門と、

実践報告的研究または企画提案を条件とする

実践・企画部門を設定した。 
なお、本事業は創設から平成 22 年度までと、

平成 25 年度から現在に至るまで教育研究所が

主管している。平成 23 年・24 年度は教育総務

課教育政策担当（現教育政策課）が行っていた。 
 

２ 今年度の応募状況 

研究部門に、１点の応募があった。 
 

３ 審査  

 校長会代表及び指導主事で構成する審査準備 
委員会（第一次審査会）を開き、原案を作成した。 
また、教育長が審査委員長を務める審査委員会 
(第二次審査会)で更に審査を行い、次の賞が決定

した。  
【研究部門】 
 ◆努力賞  
横須賀市立長沢中学校教諭 
「学び続ける生徒の育成」  
～３つの視点を持った授業を通して～  
◆研究概要と審査員のコメント 
 設定された３つの視点「学習意欲を高める」「既

習事項をつなげる」「総合的・発展的に考える」に

ついて、事前事後のアンケートも活用しながら、

教師と生徒がしっかりと共有することについての

取組は、十分な展開がされている。実践に基づく

内容であり、アンケート調査等を活用した分析に

よる裏付けもある。こうした日常の授業での積み

重ねが、生徒の学ぶ意欲を向上させていくと思わ

れる。研究内容は、一教科（数学）における生徒

の主体的な学習だけでなく、全教科に通ずる取組

になっており、全ての教員が実践すべきものと考

える。 
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 令和４年度 ｢学校教育だより」 

平成23年度から教育委員会の組織を見直し、学校教育に重点を置いた学校教育部を設置した。そこで、教職員向け広報紙も、

これまでの｢学校教育課だより（学校教育課発行） 」と「教育研究所月報（教育研究所発行）」を統合して、新たに「学校教育

だより」として発行している。平成29年度から教育総務部総務課教育政策担当から教育指導課の業務に移管された。 

 

 

 

 

 

◎主な頁のテーマと執筆者名（敬称略） 

４月 

 

(133号) 

１面： 巻頭言（川上課長） 

    教育研究所 理科センターの紹介（淺見） 

２面： より妥当性・信頼性のある「学習評価」を目指して（髙橋） 

５月 

 

(134号) 

１面： 巻頭言（小谷課長） 

    令和４年度 横須賀市教育課程研究会について（石橋・髙橋） 

２面： 全ての子どものための「支援教育」（橘） 

    横須賀市支援教育推進プランに関連して（清野） 

６月 

 

(135号) 

１面： 巻頭言（鈴木課長） 

    ～児童生徒の「居場所づくり」を目指して～相談教室運営の改善（清野） 

２面： チーム学校で取り組む食育推進～食に関する指導の全体計画に基づいた実践を～（澤口） 

       実践例【給食時間における一口メモを活用した食育推進】（鶴久保小 北村） 

７月 

 

(136号) 

１面： 巻頭言（阿部所長） 

    よい授業が生活習慣を変える！（澤口） 

２面： GIGAスクール構想２年目を迎えて（丸瀨） 

８月 

 

(137号) 

１面： 巻頭言（平石課長） 

    「ゲートキーパースキル」を身に付ける～児童生徒の自殺予防～(水島) 

２面： 横須賀市協同学校事務室（石井） 

９月 

 

(138号) 

１面： 巻頭言（平本） 

    横須賀市小中学校教育課程研究会（石橋・髙橋） 

２面： 横須賀市の小中一貫教育（内田） 

10月 

 

(139号) 

１面： 巻頭言（瀧本） 

    研究と修養（研修）に努めた夏（高瀬） 

２面：「学校図書館」の活用で実現する学びの風景（髙橋） 

11月 

 

(140号) 

１面： 巻頭言（鈴木） 

    市主催「体育的行事」の開催状況（福地） 

２面： 「魅力ある学校づくり」の推進（吉村） 

12月 

 

(141号) 

１面： 巻頭言（白井） 

    フロンティア研究～長沢中学校の実践から～（長沢中 松﨑） 

２面： 学校事故を分析する～二度と同じ事故を起こさないためにできること～（澤口） 

１月 

 

(142号) 

１面： 巻頭言（福地） 

    初任者研修・中堅教諭等資質向上研修を終えて（岩戸中 鈴木・久里浜小 鈴木） 

２面： 令和４年度（2022年度）長期研究員の研究から（馬堀中 家村・鶴久保小 山田） 

２月 

 

(143号) 

１面： 巻頭言（清野） 

    令和の日本型学校教育を担う教職員の「新たな学びの姿」の実現に向けて～教育研究所の取組～（白井） 

２面： 学校運営協議会（渡辺） 

３面： 学校運営協議会（渡辺） 

４面： 令和４年度 横須賀市児童生徒体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（福地） 

３月 

 

(144号) 

１面： 巻頭言（米持部長） 

    教師の学びを止めない（萩原淳） 

２面： 全員対象の未然の取組と多層的な支援を（橘） 

    健康の保持増進と体力の向上を図るために（澤口） 
 

 

【発行の趣旨】 学校教育に関する情報を教職員に発信し、意識の向上を図り、もって学校教育の教育力向上を目指す。 

【様   式】 カラー用紙Ａ４両面 ２面構成を基本とする。 

【対象・公開】  対象は、市立学校（幼・小・中・高・特）教職員とし、教育研究所イントラネット及びインターネットの教育委員会ホーム 

ページに掲載する。 

【編集発行責任者】 学校教育部教育指導課 
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指 定 研 究 概 要

本市教育委員会では、本市における教育課題に対し、子どもたちの学力保障とともに

具体的・実践的に課題解決を図る研究を助成している。 

本年度の指定研究は、フロンティア研究助成（小学校２校、中学校５校、高等学

校〈全日制〉１校）、チャレンジ研究助成（小学校 44 校、中学校 18 校、特別支援

学校２校、幼稚園１園、高等学校〈定時制〉１校）である。その他、体力つくり２

校（小・中学校）、運動部活動モデル校１校（中学校）、外国人英語教員活用研究

拠点校４校（中学校、高校）、魅力ある学校づくり調査研究事業３校（小・中学校）、

インクルーシブ教育校内支援体制整備事業１校（小学校）となっている。

魅力ある学校づくり調査研究事業 

鴨居中学校 

 鴨居中学校における、国立教育政策研究所委託

「魅力ある学校づくり調査研究事業」の取組が本

年度で３年目を終えたところである。

 今年度も「新たな不登校を生まない」事を目的

とし、年３回実施している生徒アンケートの結果

をもとに、「居場所作り」、「絆づくり」の視点

で、学年ごとに検討、取組の見直しをしている。

 特に今年度は、小学校との接続を重点として取

組を推進した。具体的には、①小学校６年生の魅

力ある学校づくりのアンケート結果とその分析、

指導方針等の引継ぎ、②小学校６年生の児童によ

る中学校入学後の「居場所作り」「絆づくり」の

アイディアの活用、を行った。それぞれの小学校

で大切にしてきた指導方針やテーマ、児童の雰囲

気を踏まえた上で、中学校教育を始めることがで

きたのが成果である。また、魅力ある学校づくり

の取組で分析した学年の状況と指導テーマを毎

年、記録に残すことも非常に有効であると感じた。 
今後も小学校と中学校の接続をスムーズにする

ように工夫しながら、小学校入学から中学校卒業

までの９年間を見通して、魅力ある学校づくりの

取組を充実させていきたい。

魅力ある学校づくり調査研究事業 

鴨居小学校 

 本事業は、不登校対策の取組を、「居場所づく

り」「絆づくり」を視点に展開する事業である。

 児童に年間３回のアンケートを実施するが、そ

の結果に教員の表情が険しくなることもあった。

しかし、数値にこだわり、息苦しさを感じてしま

うのでなく、日々の地道な不登校対策とともに、

わかる授業や主体的に取り組むことができる授

業、また、仲間意識を育てていく活動を、意図的、

計画的に進めていくことが大切なのだろう。その

際、取り組む教員の姿勢が前向きでなければ本事

業を進めることは不可能であり、不登校児童の復

帰も防止も望めまい。児童の笑顔のため、職員室

もやる気と笑顔であふれていることが理想的なの

ではないか…と、そんなことを考える１年間だっ

た。

 本年度は、児童の「自己有用感の醸成」を重点

目標に取り組んだが、果たして本校の魅力ある学

校づくりは、どこまでこの目標を達成できたのだ

ろうか。その検証をもとに、次年度は、本事業を

より前面に掲げ、学校経営方針と融合させて取り

組んでいきたいと考えている。

魅力ある学校づくり調査研究事業 

小原台小学校 

 ２年目に入り、学校の教育活動における集団の

指導を充実させることを目標に取り組んだ。

まず、昨年度の実践をまとめた「引継ぎシート」

を精読し、各学年ごとの傾向や課題等を把握する

ことから始めた。本年度の目標を設定する際には

新年度の教師集団が昨年度末時点での児童の思い

を共有することを大切にした。そして年に３回行

う魅力アンケートでは、教師の予想が児童の実際

の思いとずれている部分を見つけて分析し、児童

にとって居心地のよい学校づくりにつなげた。

 例えば年度当初、自己・他者肯定感の低さが顕

著だった高学年では「みんなで何かをするのは楽

しい」と感じている児童が教師の予想に反して多
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いことに着目し、自分を表現できる場を意識的に

増やすことにした。こうして、教師と児童のズレ

から見通しをもって学習活動の計画を立てたこと

は、児童の「認めてもらいたい」という思いを満

たすために、とても有効に働き、学年の雰囲気が

とても温かいものへと変化していった。 
 授業においても、この研究に取り組んだことで

「学力」という限定的な見方を超え、人間関係も

含めて分析し、課題に端的に踏み込めたことが児

童の意欲喚起に結び付いたという成果があった。 
 

インクルーシブ教育校内支援体制整備事業 
池上小学校 

 本年度、神奈川県のインクルーシブ教育校内体

制整備事業の指定校として、インクルーシブ教育

の推進を図るために校内支援体制の整備を進め

た。後補充非常勤講師が配置されたため、コーデ

ィネーター業務の担当者を３人体制とした。週２

コマをコーディネーター３名の打ち合わせの時間

に充て、現状や課題、今後の支援策等について話

し合い、組織的な支援の充実に努めた。４月から

６月は、授業観察、TT 指導等を通して支援を要す

る児童の把握や情報の共有等を中心に行い、一人

一人のニーズを踏まえた具体的な支援の在り方を

検討した。７月には、主に不登校児童、教室に入

ることができない児童を対象とした、学習室４（支

援ルーム）を新設した。これまで教室に入ること

ができなかった児童が、ステップを踏むことで自

信につながり、時間を決めて教室で過ごしたり、

学校行事に参加したりすることができるようにな

っている。今後も、校内研究や研修などを通して

持続可能な支援体制の在り方を探りながら、全教

職員で「インクルーシブな学校」づくりに取り組

んでいきたい。 

 

        体力つくり        
田浦中学校 

 「主体的な学びへ向かう導入―ウォームアップ

からスリーアップを取り入れた授業改善―」につ

いて、２年計画の２年目の実践研究を終えた。本

校の学校教育目標「たくましく、心豊かに」を目

指し、また、体育の授業における導入に注目し、

授業改善による体力向上を目指した。 

 毎年実施している新体力テストの体力合計点が 

全国的にも減少している中、本校田浦中学校も例

外ではなく、減少傾向がみられていた。 

 新型コロナウイルス感染症の影響もあり、行動

制限等がある中で、運動の習慣化がされていない

生徒が増加したことも原因の１つであると考え

た。そこで本校では運動の習慣化を目指し、本研

究では、体育の授業を通して、「楽しい」と感じ

る取組を増やし、運動に親しむことで体力向上を

目指すことを行ってきた。 

 体育の時間の準備運動の 10分間に着目した。小

中学校合わせて 140 時間ある体育の準備運動を、

運動が「楽しい」「好き」につなげていき、運動

の習慣化の一助となればと考え取り組んだ。 

 1 年目には、スポーツリズムトレーニングを中

心に行ってきた。一人ひとりの自己肯定感の向上

につながったという成果があったものの、課題と

しては、生徒同士の関わりが少ないのが現状だっ

た。 

 そこで今年度は、スリーアップ（ウォームアッ

プ、スキルアップ、モチベーションアップ）を取

り入れた授業改善と生徒同士の関わりを意識した

準備運動の改善をテーマに研究を進めてきた。 

 昨年度から行ってきたスポーツリズムトレーニ

ングに加え、ペアやグループでウォーミングアッ

プを行うことで、モチベーションアップを図って

きた。本校独自で行ったアンケート調査では、「誰

かと一緒に運動することは楽しいと感じたことが

ありますか」という質問に対し、実施前後で比較

すると、「楽しい」と感じた生徒は、約 11％増加

した。しかし課題としては、研究のテーマとして

掲げていた、「運動の習慣化」に変化は現れなか

った。 

 今後は、体育の授業だけでなく、体力の向上に

目を向けて、他教科・学校教育全体で取り組んで

いきたい。 

 

        体力つくり        
池上小学校 

 研究題目は「子どもの健やかな体の育成～日常

的・継続的な取り組みにより一人一人の健康の保
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持と体力の向上を目指して～」である。研究委託

２年目の今年度は、前年度の取組に加え、「自己

の生活習慣を知る」「家庭と連携を図る」「児童

会での活動」などの取組を通して「健康の保持と

体力の向上に向けて、自らできることを考えて行

動できる子」を目指した。また、研究委託が終わ

っても取組が続いていくような持続可能な視点を

もって、研究を進めた。

 「自己の生活習慣を知る」では、「体力アップ

カード」という１週間の生活習慣のチェックカー

ドを作成し、年に３回取り組んだ。児童一人一人

が課題意識をもって取り組めるように、自己の実

態からめあてを立て、振り返るということを繰り

返し行えるようにした。また、そのカードを通じ

て家庭との連携も図り、児童の課題等を共有した。 
 「児童会での活動」では、池上小の児童の実態

から、委員会活動として自分たちにできることを

考え、取り組んだ。

 年間での様々な取組を通して、児童が体力の向

上に向けて、自らできることを考えて行動する姿

が多く見られたことは、成果であると感じている。 

運動部活動モデル校 

不入斗中学校 

 研究テーマを「豊かなスポーツライフに繋がる

部活動指導」～障害の予防とスポーツへの関わり

方～とした。テーマ設定の理由として、部活動は

自主的・自発的な参加によって行われるものであ

るからこそ、中学校３年間の活動にとどまらず、

生涯を通じてスポーツに親しむ基礎の場ととらえ

た。そのためには部活動を通して、障害の予防と

多様なスポーツへの関わり方を学ばせたいと考え

た。 

 具体的な方法としては、神奈川衛生学園専門学

校と連携し、講演や実技指導を行い、事前と事後

のアンケートを実施することにより、生徒のスポ

ーツへの関わり方の意識の高まりや、怪我の防止

への意欲の高まりを検証した。 

 神奈川衛生学園専門学校による講演、実技指導

は合計３回の実施だったが、それぞれの講演後、

日々の各部活動の中で、各回ごとに学んだことを

実践に取り入れていった。その結果、事後のアン

ケートでは「ウォーミングアップの意義は理解し

ているか」「クーリングダウンの意義は理解して

いるか」といった質問に対して、肯定的な回答の

割合が増えた。このことから、２年間の実践の成

果がうかがえた。 

外国人英語教員活用研究拠点校 

大矢部中学校 

 本校は FLT を迎えて３年目、活用研究最終の年

となった。 

 授業においては、各学年で FLT 主体の授業を週

に１時間行っている。今までと同じように「話す

こと」「書くこと」に重点を置き、その中でも「話

すこと」により重点を置いて取り組んでいる。生

徒たちは FLT の協力もあり積極的に話すことが出

来るようになっている。各文法を使用した会話表

現を授業で練習し、スムーズな受け答えが出来る

ようになっていることが大きな成果である。 

 また、ICT の活用に力を入れて授業を進めてい

る。インターネットを使用し、クラス全体でクイ

ズ形式で内容理解を行ったり、動画を使い英語で

内容についての思考をしたり、ミライシードを活

用し復習したりしている。新しいことを行うこと

で興味関心をもって授業に取り組む生徒が多くな

った。 

普段でも FLT は英語で生徒と話すことが多く、

英語と触れ合う機会が少ない生徒にとってはとて

も有意義な時間となっている。英語を身近に感じ、

楽しく学ぶ生徒が多くなり英語の授業が充実して

きたことは大きな成果である。 

外国人英語教員活用研究拠点校 

田浦中学校 

 本年度は外国人英語教員の拠点校として４年目

を迎えた。本年度も引き続き拠点校となった。 

 FLT は単独で授業ができる、また評価者となれ

る一方で、ALT は常時 TTでの授業となり、評価者

となることができないため、拠点校としてのネイ

ティブスピーカーの活用について再考が必要にな

った。 

 ALT が常駐することで、本校が研究の柱として

継続的に取り組んできたパフォーマンステストと
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しての CA テスト（Communication Achievement 

Test)を各学年で年間を通じて計画的に実施する

ことができた。また、ALT との会話の機会が十分

にあるため、英語を使って主体的にコミュニケー

ションを図る態度の育成が充実した。 

 「自己表現活動」では、JET（語学指導等を行う

外国青年招致事業）と連携した ALT による丁寧な

音声指導や英作文の指導があり、生徒の「話すこ

と」「書くこと」の技能が高まった。 

 

   外国人英語教員活用研究拠点校   
池上中学校 

本校 FLT は、本校勤務２年目となる。全学年、

週に１回 FLT がＴ１として行う授業を生徒たちは

とても楽しみにしている。All English で授業は

進むが、生徒たちは当たり前に聞き取り、自然に

授業を受けている。それを可能にしている鍵とし

て、①生徒が理解できるように言葉や言い回しを

考えて話している②FLT が用意するスライドやワ

ークシートが魅力的である（FLT は ICT 機器の扱

いが非常に得意）③FLT が毎日通常勤務なので、

授業以外でも関わりが深い、などが挙げられる。 

また、FLT は日本語も堪能で、生徒が言いたい

表現を英語でどう言えばいいのかサポートするこ

とに優れている。そのため、生徒が会話など即興

的な活動に物怖じせずに取り組む姿勢が育ってき

ている。 

 感染症予防を考えてまだ実施はできていないが、

昼休みに希望者を募り FLT と英会話を楽しむ機会

などを英語科では考えている。FLT がいるからこ

そできることをこれからも考えていきたい。 

 

   外国人英語教員活用研究拠点校     
横須賀総合高等学校 

 本校の FLT は様々な場面で、生徒の英語力向上

に尽力した。授業の中では、ICT 機器を有効活用

しながら、生徒の OUTPUT の機会を設定した。また、

教科書には掲載されていない口語的な表現や、自

身の母国での経験、留学していた際の経験、外国

での生活や文化などを伝え、生徒の外国語を学ぶ

意欲を高めるような INPUT を多く用いた。授業外

でも、実用英語検定などの外部試験の対策を行っ

た。その際には、面接練習や英作文の添削などを

行った。 

 スピーチコンテストに参加する生徒への指導も

熱心に行った。指導はとても丁寧で、参加生徒た

ちの意欲を充分に引き出した。結果として、第 39

回全国商業高等学校英語スピーチコンテスト神奈

川県大会において、レシテーションの部では準優

勝、スピーチの部は第３位入賞、YCスピーチコン

テストにおいてはライオンズクラブ会長賞の受賞

に貢献した。 

 このように、本校の FLT は授業だけでなく、多

くの場面で生徒と積極的に関わりながら、生徒の

外国語運用能力の向上に努めている。今後も本校

において、質の高い外国語教育を行うために、FLT

と共に研究を続けていきたい。 
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フロンティア研究委託

 
      高等学校教育課程          

「『生きる力』を育み、個に寄り添う教育課程の編成」 

～総合学科の特色を生かした教育課程の編成と教育活動

の工夫・改善～ 

            横須賀総合高等学校 

本校では、横須賀市教育委員会より「高等学校

教育課程」に関わる研究委託を受けて、上記に掲

げた研究テーマを実現すべく昨年度より取組を進

めて、本年度が２年目となる。 

 総合学科の特色を生かした教育課程の編成と教

育活動の工夫・改善について、教職員一人一人が 

深く考え、課題を設定したうえで、仮説を立てて

実践し、分析・考察するという手順で取り組んで

いる。本年度は実践の年であった。学校生活の様

々な学習の場面で、その経験を生徒自身が、人生

やこれから生きていく社会の在り方と結び付けて

深く理解し、今の時代に求められる資質・能力を

身に付け、能動的に学び続けることができるよう

にするためには、生徒自身の「主体的に活動に取

り組む態度」が重要なカギとなるのではないだろ

うか。 

 生徒たちとの対話を大切にして、彼らの『やる

気（意欲）』を最大限に引き出していきたい。 

 

      ICTの有効的な活用     

「一人一台端末の効果的な活用の研究」 

～個に寄り添った活用と協働的な学びの活用～ 

坂本中学校 

 本年度は，横須賀市フロンティア研究委託研究

２年目となる。研究１年目である昨年度は、１人

１台端末が活用できる条件整備や改善を図り、１

人１台端末を使って学習できる教育環境を整える

ことから始めた。また。教職員は取り組める教師

や教科から活用をスタートした。初年度の研究の

結果から、１人１台端末を使用した授業の可能性

と課題を見付け、２年目の研究へとつなげた。 

 今年度は、本校の生徒の実態を把握し、成果と

課題を探り、課題を解決できるような指導の工夫

を目指した研究となるように取り組んだ。具体的

には、学習状況調査や学校独自アンケートの結

果、日頃の教師の見取り等を基に本校の生徒の実

態を把握した。教師には、聞き取り調査やアンケ

ート調査を行い考えを共有した。また、研究グル

ープを課題ごとに分け、各課題に合った実践報告

会で研究を深めた。これらの取組は、何のために

１人１台端末を使用するのかという事をテーマに

している。今後も研究の成果を確かめながら、効

果的な１人１台端末を使用した授業実践について

研究していきたい。 

 

      ICTの有効的な活用      

「『自ら学ぶ意欲を持ち、主体的に考え判断し 

行動できる児童』の育成」 

城北小学校 

第１の成果は、１年目に「授業で chromebook を

活用するための土台」として、「活用ルールづく

り」「スタートプログラムづくり」「物品購入リ

ストづくり」等を行っていたことで、２年目は４

月からスムーズにスタートを切ることができたこ

とだ。まずは授業の中で使ってみることで、児童

の姿から「便利だな」「○○にも使えるかもしれ

ない」と活用に前向きに取り組む教師の姿が多く

見られた。 

第２に、教師も児童も、「当たり前に使う」か

ら「よりよく使う」へとレベルアップしてきてい

ることだ。教科部ごとの授業研究においても、

chromebook を有効的に活用できたか議論するこ

とができた。児童が「パソコンがおもしろそうだ

からやってみたい」と積極的になるだけではなく、

「パソコンを使うことで、できた・わかった・わ

かってもらえた」と、使った上での良さを実感し

ながら意欲的に学ぶ姿を目指せた。 

また、端末導入時の課題であった機器の管理や

情報モラルの啓発について、毎日当たり前のよう

にログインさせることが、機器の確実な管理、よ

り確かなモラル教育の推進に有効であることもわ

かった。 
授業研究を重ねる中で、教科特有の使い方もあ

れば、教科をこえて共通の活用法があることにも
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気づけた。３年目である次年度は、そのような活

用法を市内各校へと「発信する」ことを何よりの

課題として取り組んでいきたい。 

 

         教科等         

『主体的・対話的で深い学びを 

          視点とした授業づくり』 

長沢中学校 

 フロンティア研究４年目を迎え、スーパーバイ

ザーの西留安雄先生に引き続きご指導をいただき、

アクティブラーニングの手法を取り入れた、生徒

が主体となり授業を進める「長沢スタンダード」

の確立と定着に向け、全校体制で研究に取り組む

ことができた。今年度は最終年度として「『生徒

が』主体的・対話的で深い学びに取り組む授業づ

くり」をテーマとして、各教科の特性を生かしな

がら、生徒が主体的に授業を進め、教師が喋らな

い「サイレント授業」に取り組んだ。授業は生徒

が主体的に進行し、教師はあくまでファシリテー

ターとして、授業をサポートすることに徹した。 

 また、本発表では数学科で２・３年生合同の授

業を行うなど、昨年度までを土台として更に授業

実践を深めた。結果として、西留先生や先進的な

取組を行っている他の県からも視察依頼があり、

本校全体の実践が高く評価された。本校の授業の

取組は生徒の考える力を着実に伸ばし、学習状況

調査でもポイントが上昇、また、無回答率が減少

するという結果を残すことができた。 

 さらに、学習面のみならず、生徒自ら学校のき

まりについて考える取組にもつながり、「深く考

え行動する生徒」の育成を前進させることができ

た。フロンティア研究としては、今年度で終了と

なるが、この授業実践を長沢中学校だけの取組と

せず、市内各校へ発信し続けられるよう、さらな

る学校研究につなげていきたい。 

 

         教科等          

「学び合い 高め合う 授業作り」  

～主体的、協働的で 

深い学びのある授業を目指す～              

岩戸小学校 

 年度当初「対話による問題解決」をテーマに教

科を国語に絞って研究を進めた。研修・研究を進

めた結果「対話」は目的ではなく手段であり、本

校で目指したいのは「学びに向かう姿勢を育む」

ことだと共通理解するに至った。 

 また、以下の①～③を整えることが重要だと見

出し、職員全体で共有できたことは成果といえる。 

①単元全体を見通して丁寧に教材研究に取り組む

ことは重要で、力を注いだ分の手応えを残せた。 

②学習課題の設定：主体的に学びに向かうように

動機付けを工夫し、自我関与を高める。 

③主体的な学びを引き出す設問と扱い 

・自分たちで設定した問いや課題を扱う 

・正解がある問いよりも最適解や納得解が有効 

・最適解や納得解を扱うとき、じっくり考える時

間をとり、沈黙に怯まず粘ることも大切 

 次年度の研究は全教科を対象に「学びに向かう

姿勢を育む」ことを目指し、上記①～③が国語以

外でも有効であるかを確かめる。子どもが主体的

な学びに向かうためには、教師がどこまで口を出

したり指導したりすべきか、教師の関わり方につ

いても着目して研究を進めたい。 

 

          教科等         

「一人ひとりの学びの保障 探究と協同の学び」 

～最後まで夢中になって取り組む学ぶ姿～ 

野比中学校 
 本校では「学びの共同体」を意識した授業改善

の取組を、これまでの校内研究の柱としてきた。

今年度はフロンティア研究として、「学びに向か

う力」等の非認知能力の育成につながる授業づく

りを進めている。 
 毎月１回の授業研究会には「学びの共同体研究

会」より東京大学名誉教授佐藤学先生をはじめ、

馬場英顕先生、谷井茂久先生、稲葉茂先生、阿部

純一先生にご指導をいただいた。 

 ４人の班編成を行いながら、共に学び合う関係

を構築し、夢中になって学ぶ生徒の姿を追い求め

るのが本校の授業づくりの中心である。授業にお

いては、生徒が協働的に課題に取り組み学ぶ姿が

多く見られた。しかしながら、その実践が非認知

能力におけるどの資質・能力に効果的なのか、ま

た多くの学校でも実践できる汎用性はどこにある
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のか、など研究の余地が多い。 

 次年度に向けては、上記の課題を踏まえ、教師

も「夢中になって」授業づくりに取り組み、研究

を進めていきたい。 

 

        評価の在り方         

                衣笠中学校 
 ３年目の研究は、研究の柱『主体的な学びを実

現させるための課題設定と発問・問い返しの工夫』

に沿って授業を改善していくことに力を入れた。

最終的に目指したい姿をイメージしながら『課題

設定』することの必要性や、教師からの『問い返

し』の工夫により、やり取りが増えれば増えるほ

ど、学びが深まっていくことが明確になった。 
 ３年間の研究の成果としては、生徒の意欲を高

めるための導入の工夫、個の学びの時間、仲間と

学びを深める時間の確保、次につなげる振り返り

が重要であると認識できたことである。また、生

徒の考えの変容が分かる定期的な振り返りの記述

などが評価の工夫・見取りの方法として有効であ

ること、課題解決のために自ら考え、見通しをも

ちながら取り組んでいる姿や考えを共有しようと

している姿が、授業の中で見られるようになって

きたことも、研究の成果の現れである。 
 こうした指導の工夫を通して、生徒の学ぶ姿を

評価できるようになり、その評価が更なる授業改

善へつなげていけることをこれからも意識し、研

究を重ねていきたい。 
 

       カリキュラム開発       

「総合的な学習の時間を軸としたカリキュラム

開発の研究」 

  浦賀中学校 

 Chromebook の導入は本研究には大いに役立つ

こととなった。フロンティア研究委託を受ける中

で、総合的な学習の時間では、クラス単位の学習

から、生徒の興味関心による少人数の『ゼミ形式』

の取り組みに変更した。生徒は、ゼミで考えた課

題に対して主体的に学習に取り組めるように変わ

ってきた。 

 校内では生徒が研究したことを中間発表として

位置付け、取り組んだことを Chromebook で全校に

発信・共有し、意欲を高めることが出来た。ゼミ

担当の教員の積極的な意識改革が生徒の意欲につ

ながった。 

 学校規模が大きく変わっていくことに対するカ

リキュラム全体の見直しや Chromebook の活用に

よる利便性や時間の余剰も見られることとなった。 

 今後フロンティアの成果を発展させるためにも

「ゼミ担当の教員が食わず嫌いにならず、新しい

世界を楽しみにする姿勢」で総合的な学習の時間

の在り方を更に研究し、生徒が将来に生きていく

力を身に付けられるように教員は「黒子」になっ

て支えていきたい。生徒自身が「次の総合が楽し

み」そして、教員も「楽しかった」と思える総合

を目指したい。 
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教育行事

◎作詞作曲募集 

本年度の応募状況は次のとおりであった。 

《作詞の部》小 89 点  中 21 点   計 110 点 

《作曲の部》小 166 点  中 24 点   計 190 点 

 作曲の第二次審査は、作曲家の藤代敏裕氏に 

依頼した。小学校２点、中学校２点の入選作品と 

小学校３点、中学校２点の準入選作品が選ばれた。

入選作品・準入選作品は、入選集第 64集として発

行。 

 

◎子どものための音楽会 

よこすか芸術劇場を会場に、８月 20 日（土）

に開催される予定だったが、新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため中止となった。 

 

◎小学校芸術鑑賞会（５年生音楽） 

〔オーケストラ鑑賞会〕５年生対象 

６月 28 日：２回公演 ６月 29 日：２回公演 

今回で第 27 回目の実施である。演奏は神奈川フ

ィルハーモニー管弦楽団、指揮は、上野正博氏（東

京藝術大学大学院、洗足学園音楽大学院、フェリ

ス女学院大学、聖徳大学、各講師、東邦音楽大学

特任准教授）。コロナウイルス感染症対策のため、

例年行われている、「横須賀市歌」の全員合唱、

「さんぽ」の全員合奏はできなかったが、神奈川

奈川フィルハーモニー管弦楽団の演奏に合わせて

手拍子で参加するプログラムもあり、心温まる演

奏会となった。また、各楽器の紹介コーナーや上

野氏から子どもたちへメッセージを伝える場面も

あり、演奏はもとより様々な面で子どもたちを魅

了した。 

 

◎小学校芸術鑑賞会（６年生図画工作） 

〔小学生美術鑑賞会〕６年生対象 

図画工作科の鑑賞活動を通して培われる情操

をさらに豊かにすることを目指し、令和４年８月

～令和５年１月に横須賀美術館での美術作品の鑑

賞会を各学校ごとに実施した。横須賀美術館アー

トカードを活用するとともに、美術館のスタッフ

にも協力いただき、本物の作品に出会い、美術に

親しむためのよいきっかけとなった。 

◎児童生徒書写作品展 

文化会館展示室を会場として実施し、小学校・

中学校・ろう学校・養護学校・横須賀総合高等学

校の児童生徒の書写作品（高校は書道作品）、963

点を展示した。会期は令和５年１月 20 日～24日、

3,455 名の来場者があった。 

小学校から中学校への書写のつながりや、高等

学校の芸術科書道への発展に至る様子を見ること

ができ、保護者・家族・市民からも好評を得た。 

本作品展は、学習指導要領に示された国語科書写指

導の一環として実施している。書写指導力の向上の

ための教員の学習会は今年度もコロナ禍で行うこ

とができなかったが、各学校の作品を鑑賞しなが

ら指導にかかわる情報交換を行うことができた。 

 

◎小・中学校 学校文集 

小学校・中学校・特別支援学校の、校種・発達

の段階に応じたテーマにより、小中学校国語研究

会の協力を得て、第 91 号を発行した。 

（小学校）「書くことを通して、国語を適切に表

現する力を育て、言語感覚を養う」というねらい

のもと、国語科授業で生まれた作品を募集した。

国語研究会会員のほか、重点ブロック校から派遣さ

れた７名の教員を加えた編集委員で、応募作品 535

点の中から 58 作品を入選として選出し、文集に掲

載した。 

（中学校）「書くこと」の学習から生まれた作品

のほか他領域の学習の書く活動から生まれた作品  

合計 116 点を掲載した。創作詩歌、随筆、意見文、

批評文など文種は多岐にわたり、国語研究会「書

くこと」部員による評を添えて発行した。中学校

文集を教材化した授業の中で生まれた作品も増え

た。 

 

◎読書感想文・画募集 

読書感想文コンクールは 68 回目となり、各学

校種に応じて自由・課題の２つの部門で作品を募

集した。小学校 1,862 点、中学校 473 点の計 2,335

点の応募があり、審査会には学校代表として提出

された作品を審査した。横須賀地区審査会では「優

秀賞」15 点（小学校 12 点、中学校３点）、「優
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良賞」29 点（小学校 23 点、中学校６点）を選出

した。 

 読書感想画コンクールは、小学校 45 校、中学校

６校から応募があった。小学校では教育課程の一部

として、中学校では主に部活動等において、合計

14,889 人が取り組んだ。横須賀地区審査会での入

賞作品 579 点は「第 33 回横須賀市読書感想画展」

で展示した。会期は令和５年１月７日から 10 日ま

での４日間、文化会館第１ギャラリーを会場とし

て行った。期間中は、入選者の家族を始め一般市

民 2,569 名が来場した。今年度の市代表作品は、

神奈川県審査会を経て、全国審査会に進む作品も

あった。 

年度末には２つのコンクールの成果を「読書感

想文・画集第 66号」にまとめ、各学校に配布した。 

審査活動や文集編集活動は、全て学校図書館研

究会の教員と共に行った。 

 

◎児童生徒造形作品展・造形教育研究発表会 

第75回作品展は、令和５年１月12日～１月30日、

横須賀美術館で開催した。「豊かな心を育てる造

形教育―子どもによりそい、おもいをかたちに～

であう・あじわう・つくりだす～」をテーマに、

幼・小・中・高・ろう・養護学校の子どもたちの

作品約2,500 点を展示した。会期中の美術館の観

覧者数は、14,613人だった。 

会期中の１月18日には、研究会主催の研修会が

実施された。３つのグループに分かれ「展示作品

から感じられる児童生徒の学びの姿とは」を柱に

展示作品を鑑賞した。その後、ワークショップ室

にて参加者同士の情報共有会を行った。参加者は

20名。 

 

◎中学校リーダースキャンプ 

 ８月４日～５日の２日間の通い日程で神明中学

校を会場として実施する予定だったが、新型コロ

ナウイルス感染症の拡大防止のため、オンライン

による半日開催に変更した。 

 代表校からの基調提案をもとに、参加生徒は自

校からオンラインで参加し、７つの分散会に分か

れ、課題解決に向けて分散会のテーマごとに意見

交換を行い、分散会で話し合われたことを発表し

合った。自校の取組等の情報を共有し、各学校で

の実践に役立てたり、リーダーとしての在り方を

考えたりするきっかけとしている。 

 

◎中学生主張大会 

 生徒会指導研究会主催の「中学生主張の会」と

の隔年開催のため、今年度は同大会を横須賀総合

高校 SEA ホールにて開催した。 

 市内中学校・高等学校の代表生徒による主張発

表を通して、自らの考えを発表したり、様々な考

えを知って自分の考えを深めたりすることを目的

としている。 

 

◎中学校演劇発表会 

 ７月 30日・31日に第 39 回横須賀市中学校演劇

発表会が市内６校の参加により実施された。 

各校の日頃の練習の成果が十分に発揮され、ど

の学校の発表も完成度の高いもであった。演技力

ばかりでなく、その舞台効果や舞台美術について

もレベルが高く、各校のチームワークの良さが感

じられた。 

 最優秀賞には、久里浜中学校の「ジンジャー・

ガール」が選ばれ、神奈川県中学校演劇発表会に

横須賀地区の代表として出場した。 

 

◎第 71 回中学校総合体育大会 

４月 16 日、横須賀市総合体育会館メインアリ

ーナにおいて、「日々蒔いた 努力の花よ 咲き

誇れ」のスローガンのもと、24 校の代表生徒 832

名が整然と参加し、総合開会式を行った。模範演

技は、日本体育大学体操競技部を招き、華麗な技

術を披露していただいた。 

その後、13 競技にわたり、延べ 4,000 名が技能

を競い合い、交流を深めた。 

 

◎第 47 回小学校児童相撲大会 

  ５月上旬の開催を予定していたが、新型コロナ

ウイルスの感染状況を考慮し、大会中止とした。 

 

◎中学校スポーツ技術講習会 

市中体連と協力し、前期（柔道）・後期（体操

競技）の２回開催した。 

前期は６月 11 日、横須賀市総合体育会館サブ
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アリーナにおいて、東京 2020 五輪 60kg 級金メダ

リストの髙藤直寿氏（パーク 24 株式会社所属）を

講師として招き、市内中学校の指導者と各校の代

表生徒計 100 名が技術指導と講習を受けた。 

後期は 12月 10 日、横須賀市総合体育会館メイ

ンアリーナにおいて、複数の中学・高校・大学等

で講師を務めている久木直哉氏、久木晴代氏（TDC

はるいずむ所属）を講師として招き、市内中学校

の指導者と各校の代表生徒計 30 名が技術指導を

受けた。 

前期・後期とも、技術向上に必要な基本動作や

総合的な体力の高め方、安全な練習法などととも

に、スポーツに取り組む姿勢や学ぶ態度の大切さ

など、多くのことをご教授いただいた。 

 

◎第 54 回小学校児童陸上記録大会 

 11 月 27 日、不入斗公園陸上競技場において、

３年ぶりに開催され、市内全小学校計 46校の５・

６年生の代表選手 826 名が参加した（男女８種目

16 競技）。 

 トラック全体を取り囲む多くの観衆の中、楽し

く競技をすると共に交流を深めた。 

 

◎第 40 回表現運動・ダンス発表会 

 11 月５日、横須賀市総合体育会館メインアリー

ナにおいて、小学校３校（追浜、鴨居、粟田）、

中学校３校（田浦、坂本、公郷）、約 200 名の参

加のもと開催し、６作品が発表された。児童生徒

は日ごろの練習の成果を全身で表現していた。ま

た、講師の宮本乙女先生（日本女子体育大学）か

ら、指導・講評をいただいた。 

 

◎中学校駅伝競走大会 

 第 73 回市中学校男子駅伝競走大会及び第 39回

中学校女子駅伝競走大会を10月15日国道16号馬

堀海岸区間コース（馬堀海岸３丁目東～大津漁港

前）で３年ぶりに開催した。（過去２年間におい

ては不入斗公園陸上競技場でのタイムレース形

式） 

全市立中学校 23 校に横須賀学院中学校を加え

た 24校から 264 名（男子 144 名、女子 120 名）の

参加があった。 

男子は池上中学校が優勝し、鴨居中学校、大津

中学校がそれぞれ２位、３位に入賞した。 

女子は追浜中学校が優勝し、大津中学校、野比

中学校がそれぞれ２位、３位に入賞した。 

 

◎第 56 回小学校児童ボール運動大会 

12 月７日、市立小学校のグラウンド及び体育館

を会場に約 3,000 名の６年生が参加し、日頃の体

育学習の成果を発揮するとともに、交流を深めた。

（一部、別日に延期） 
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国 市 教育研究所 

 4.1    新高校学習指導要領が、2022 年度入

学者から年次進行で始まる 

     小学校高学年での「教科担任制」が本

格的にスタート 

     改正民法が施行され、成人年齢が 20

歳から 18 歳へ引き下げられる 

     「教育職員等による児童生徒性暴力等

の防止等に関する法律」が施行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4.7  家族の介護や世話を担う 18 歳未満の

子ども「ヤングケアラー」は、全国の

小学 6年生のうち 6.5％で、約 15人に

1人が、世話をする家族が「いる」と

回答。厚労省の実態調査で判明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4.19  文科省、小学 6年と中学 3年を対象に

した全国学力テストを実施。国語と算

数・数学に加え、4年ぶりに理科も実

施される 

 

4.1  横須賀市教育委員会事務局人事異動 

 教育総務部長 佐々木暢行 民政局地域支援部衣 

 笠行政センター館長へ  

 後任に、教育政策課長 古谷久乃 着任  

 教育政策課長 古谷久乃 教育総務部長へ 

 後任に 教育情報担当課長 飯田達也 着任  

 生涯学習課長 高橋直人 定年退職 

 後任に、市長室広報課長 柿原美奈 着任 

 支援教育課長 富澤真由美 市立養護学校校長へ 

 後任に、市立養護学校校長 小谷亜弓 着任 

 教育情報担当課長 飯田達也 教育政策課長へ 

 後任に、税務部市民税課長 矢本歩 着任 

 美術館運営課長 岡本剛彦 美術館の市長部局へ 

 の移管に伴い、文化スポーツ観光部美術館運営課 

 長に異動 

 

 支援教育課主査指導主事 佐埜幸子 神明小学校 

 教頭へ 

 支援教育課指導主事に、公郷中学校総括教諭 清 

 野奈津子 着任 

 保健体育課指導主事 岸洋平 スポーツ庁政策課 

 企画調整室学校体育指導係（併任）保健教育係係 

 長へ 

 後任に、神奈川県総合教育センター併スポーツ 

 センター指導主事併任主査 福地真一 着任  

 教育研究所主査指導主事 市下啓嗣 夏島小学校 

 教頭へ 

 後任に、長井中学校教頭 白井宏一 着任 

 

 

 4.1  辞令交付式 

    学級編制説明会 

    ふれあい相談員辞令交付式 

    登校支援相談員辞令交付式 

    小学校低学年授業アドバイザー辞令交付式 

 4.4  日本語指導員・学校生活適応支援員辞令交付

式 

    相談教室担任・支援員辞令交付式 

 4.5  学校司書辞令交付式 

 4.6  学年始休業終了 

 4.7  始業式・入学式（小・中・ろう・養） 

    始業式（高校） 

    学習支援員辞令交付式・説明会① 

 4.8  始業式・入園式（幼） 

    入学式（高校） 

    （県）スクールカウンセラー連絡協議会① 

    学習支援員辞令交付式・説明会② 

    中学校校長会 

 4.11  中学校体育連盟総会・専門部会 

    横須賀市立小・中学校学習状況調査 

           教科調査（20 日まで） 

 4.12 教科用図書事務担当者会① 

    市立学校合同体育・保健体育科担当者会 

    給食開始（小・ろう） 

 4.13 教科総会 

 4.14 生徒指導担当者研修講座① 

 4.16 第 71 回中学校総合体育大会総合開会式 

 4.18 人事評価システム研修（新任教頭①） 

    給食開始（養） 

 4.19 全国学力・学習状況調査 

 

 

 

 4.20 教科外総会 

4.1  横須賀市教育研究所人事異動 

 教育研究所主査指導主事 市下啓嗣 夏島小 

 学校教頭へ  

 後任に、長井中学校から 白井宏一 着任 

 教育情報担当課長 飯田達也 教育総務部教 

 育政策課へ 

 後任に、税務部市民税課から 矢本歩 着任 

 主査 北川敬 福祉子ども部生活支援課へ 

 後任に、三ツ堀幸正 着任 

 市議会議会局議事課から 主任 松本翔 着 

 任 

 係長 中村洋介 教育指導課へ 

 後任に、教育総務部学校管理課から 濱田広 

 治 着任 

 長期研究員 山田雄大（鶴久保小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4.4  初任者研修拠点校指導教員研修講座① 

    初任研研修校内指導教員研修講座① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4.13 第 12 期教師塾⑦ 

 4.14 新任教頭研修講座① 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育年表 
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 4.21  文科省、今後 5年間で国が取り組むべ

き情報化施策の基本方針と目標を示し

た「学校教育情報化推進計画」案を公

表。デジタル教科書は、2024 年度の本

格的な導入に向けて学校現場での活用

を推進 

 4.26  スポーツ庁の有識者会議、公立中学校

の休日の部活指導を2023～25年度の3

年間で地域の民間団体へ移行するとの

提言案を示す 

    文科省、新高校学習指導要領の実施を

受け、「情報」の高校教諭免許保有者の

計画的採用、配置を都道府県教委など

に求める事務連絡を発出 

 4.28  末松信介文科相、緊急オンライン会議

を開催して、教員不足に対応するため

特別免許状や退職教員などの積極的活

用を都道府県教育長らに要請 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5.10  政府の教育未来創造会議（議長・岸田

文雄首相）、理系分野を専攻する学生の

割合を 5割程度に引き上げることなど

を盛り込んだ第 1次提言をまとめる 

 5.11  教員免許更新制の発展的解消を盛り

込んだ教育公務員特例法と教育職員免

許法の改正案が参院本会議で可決、成

立。免許更新制度は 7月 1日に廃止、

代わりに 2023 年度から教員ごとの研

修記録作成を都道府県教育委員会に義

務付け 

 5.12  文科省「養護教諭及び栄養教諭の資質

能力の向上に関する調査研究協力者会

議」の初会合を開催 

 5.13  文科省、教員免許更新制の廃止を受

け、教員免許状の扱いを都道府県教委

に事務連絡。7月 1日時点で有効な免

許状は手続きなしで無期限有効に、更

新制で失効した休眠免許も復活 

 

 5.18  公立中高校生のうち、CEFR（欧州言語

共通参照枠）の「A1 レベル」（英検 3

級）相当以上の英語力を持つ中学 3年

は 47.0％、「A2 レベル」（英検準２級）

相当以上の高校 3年は 46.1％で、いず

れも政府目標の 50％に届かず。文科省

の 2021 年度「英語教育実施状況調査」

で判明 

 5.24  文科省、夏の熱中症対策のため、体育

の授業では屋内外ともにマスク着用の

必要はない、登下校中も会話を控えれ

ばマスク不要などとする事務連絡を都

道府県教委などに発出 

 5.31  スポーツ庁の「運動部活動の地域移行

に関する検討会議」、公立中学の休日の

部活指導を地域の民間団体などに移行

する提言案を了承。2023～25 年度の 3

年間を改革集中期間として全国での移

行を目指す 

 

 4.21 人事評価システム研修（新任校長） 

 4.22 人事評価システム研修（新任教頭②） 

    小学校校長会 

    全県指導主事会議 

 

 

 4.26 学力向上担当者会① 

 

 4.27 支援教育コーディネーター連絡会① 

 

 

 

 

 

 4.28 児童指導担当者研修講座① 

 

 

 

 5.6  小学校音楽担当者会 

    小学校国語担当者会     

    横須賀市立小・中学校学習状況調査 

        質問紙調査（～6月 1日まで） 

 5.7  中学校演劇発表会第 37 回実技講習会 1日目 

 5.8  中学校演劇発表会第 37 回実技講習会 2日目 

            および発表会打ち合わせ 

 5.9  中学校校長会 

 5.10 進路事務担当者連絡会① 

    中学校・高等学校進路相談連絡会（県） 

 

 

 5.11 学校・教育委員会合同防災訓練 

    防災教育担当者会 

    第 1回小学校外国語教育推進研修 

 

 

 

 

 5.12 生徒指導担当者研修講座② 

 

 

 5.13 特別支援学級新担任者研修講座①   

    学校水泳プール運営管理・安全指導説明会 

    

 5.17 小学校校長会 

 

 

 5.18 小中一貫教育に関する日 

    学校・教育委員会合同防災訓練（予備日） 

 

 5.19 第 110 回神奈川県公立小学校長会定期総会・

研修会（横浜・教育会館） 

 

 

 

 

 5.25 人権教育担当者研修講座① 

 

 5.27 心肺蘇生法実技研修講座 

 

 5.31  教科用図書事務担当者会② 

 

 

 

 

 

 

 

 4.22 中堅教諭等資質向上研修講座① 

 

 

 

 

 4.26 初任者研修講座① 

 

 4.27 教職 5年経験者研修講座① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5.6  教職 1年経験者研修講座① 

    

 

 

 

 

 

 

 5.10 初任者研修講座② 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5.13 教職 2年経験者研修講座① 

    学校情報化推進部会Ⅰ－① 

    学校情報化推進部会Ⅱ－① 

 5.17 理科基礎技術研修講座① 

    初任者研修拠点校指導教員研修講座② 

    初任者研修校内指導教員研修講座② 

 5.18 第 12 期教師塾⑧ 

 

 

 

 

 5.20 学校運営研修講座① 

    教育研究所運営に関する懇話会① 

 

 5.24 臨時的任用職員研修講座① 

 5.25 理科基礎技術研修講座② 

    学校情報化推進部会Ⅴ－① 

 5.27 副校長・教頭研修講座① 

    学校情報化推進部会Ⅲ－① 

 5.31  初任者研修講座③－１ 
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 6.2   文科省、特別支援教育を担う教員養成

のための「特別支援学校教諭免許状コ

アカリキュラム」（案）を公表 

 6.6  スポーツ庁「運動部活動の地域移行に

関する検討会議」、公立中学校の休日の

部活指導を、2025 年度末までに地域の

民間団体などに移行すべきだとする提

言を室伏広治スポーツ庁長官へ提出 

 6.7  政府「経済財政運営と改革の基本方針

2022」（骨太の方針）を閣議決定。1人

1台の情報端末環境による個別最適な

学びと協働的な学びを早急に実現する

と明記 

 

 

 6.10  文科省、「不登校に関する調査研究協

力者会議」が、不登校支援策の報告書

をまとめる。学習指導や相談支援をす

る「校内教育支援センター（校内適応

指導教室）」の設置などを提言 

 6.13  日本中学校体育連盟（中体連）、部活

指導の地域移行方針を受けて、2023 年

度から地域スポーツ団体などの全国中

学校体育大会への参加を認めること

を、各都道府県中体連に通知。休養日

設定など部活ガイドラインの順守が参

加条件に 

 6.14  文科省、「通常学級に在籍する障害の

ある児童生徒への支援の在り方に関す

る検討会議」の初会合を開催。通級指

導の充実などを検討 

 6.15  子供政策の司令塔となる「こども家庭

庁」設置法と、子供政策の基本理念を

定めた「こども基本法」が参院本会議

で可決、成立 

 6.23  文科省が初の「児童生徒の近視実態調

査」の結果を公表。裸眼視力 1.0 以上

の割合は、小 1が約 8割、中 3が約 4

割と学年が上がるにつれて減少 

 6.24  文科省が、幼稚園、小学校、中学校、

高校、特別支援学校の各「学校施設整

備指針」を改訂。学校施設に「個別最

適な学びと協働的な学びの実現」の観

点を追加 

 6.27  文科省、中央教育審議会（文科相の諮

問機関）の特別部会に、免許更新制に

替わって 2023 年度から導入される新

しい教員研修制度に向けた、研修運用

ガイドライン案などを提示。各教員の

研修履歴をデータベースに記録、校長

が記録を基に研修受講を助言 

 6.30  文科省、2023 年度からの新しい教員

研修制度の導入を受けて、指導力不足

教員に対する人事管理システムのガイ

ドライン案などを公表 

    文科省、学校で「研修主事」を制度化

するための学校教育法施行規則改正案

を公表 

 

 7.1   改正教員免許法が施行。教員免許更新

制は、正式に廃止される 

 

 

 6.1  特別支援学級担当者会① 

    体育・保健体育科指導法講座 

    ICT 担当者会① 

 6.2  共同学校事務室室長・副室長研修会 

 

 

 6.6  中学校校長会 

 

 

 

 

 

 6.8  国際教室担当者連絡会① 

    支援教育コーディネーター連絡会②  

    支援教育研修講座① 

 6.9  生徒指導担当者研修講座③ 

    関東甲信越地区小学校長研究協議大会 

              群馬大会（～10 日） 

 6.10  学校評価担当者会  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6.14 小学校校長会 

 

 

   

 6.15 横須賀市小学校教育課程研究会 1日目 

 

 

 6.22 横須賀市中学校教育課程研究会 1日目 

 

 

 

 

 

 6.25 不登校をともに考える会 

       ～ハートフルフォーラム～ 

 

 

 

 6.28 小学校 5年生芸術鑑賞会 

 6.29 小学校 5年生芸術鑑賞会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7.1  小学校理科担当者会 

 

 

 7.2  教育フォーラム 

6.1  教職 1年経験者研修講座② 

 

 

 

 6.3  教職 2年経験者研修講座② 

 6.4  スキルアップ研修講座① 

    土曜科学教室 

 

 

 

 

 6.7  教職 5年経験者研修講座② 

 6.8  第 12 期教師塾⑨ 

    理科基礎技術研修講座③ 

 

 

 

 

 6.10 臨時的任用職員研修講座②－１ 

    学校情報化推進部会Ⅰ－② 

    学校情報化推進部会Ⅱ－② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6.14 初任者研修講座③－２ 

 

 

 

 

 6.17 臨時的任用職員研修講座②－２ 

 

 

 

 

 

 

 6.24 学校運営研修講座② 

 

 

 

 

 

 6.28 初任者研修講座④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7.1  中堅教諭等資質向上研修講座② 

    学校情報化推進部会Ⅰ－③ 

    学校情報化推進部会Ⅱ－③ 
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 7.7   インターネット上の誹謗中傷防止の

ため「侮辱罪」を厳罰化した改正刑法

が施行 

 7.8  安倍晋三元首相が、奈良市で参院選の

街頭演説中に銃で撃たれて死亡。容疑

者の男は現行犯逮捕 

 7.10  第 26 回参院選。自民党が単独で改選

議席の過半数を獲得 

 7.11  一般学級に在籍しながら別教室で特

別な指導を受ける「通級指導」は、2020

年度に 16万 4693 人（小 14 万 255 人、

中 2万 3142 人、高 1296 人）が受けて

おり過去最多に。文科省の 2020 年度

「通級指導実施状況調査」 

 7.12  文化庁の文化部活動の地域移行に関

する検討会議、公立中学校の休日の文

化部活動を2023～25年度の3年間で地

域に移行するとの提言案を示す 

    参院選における 18、19 歳の投票率は

34.49％で、有権者全体の投票率

52.05％を大幅に下回る。総務省集計 

 7.13  裸眼視力 1.0 未満の子供の割合は、小

学生が 36.87％、中学生は 60.28％で、

視力の低下傾向止まらず。文科省の 21

年度「学校保健統計調査」（速報値） 

 

 

 

 

 

 

 7.22  政府、安倍元首相の国葬を 9月 27 日

に行うと閣議決定 

    末松文科相、安倍元首相の国葬に際し

て、学校の臨時休業は「想定していな

い」と表明 

    文科省の生徒指導提要の改訂に関す

る協力者会議、生徒指導提要の改訂素

案を公表。発達支持的生徒指導などを

盛り込む 

 

 

 

 

 

 

 7.28  文科省、2022 年度全国学力・学習状

況調査（全国学力テスト）の結果を公

表。4年ぶり実施の理科では、平均正

答率が 5割を切り、実験やデータを基

に考察する探究的学習に課題があるこ

とが明らかに 

 

 8.1   文科省、新型コロナウイルス感染拡大

による医療逼迫を回避するため、感染

した教職員や児童生徒の学校復帰の

際、陰性証明の提出を求めないことと

する事務連絡を都道府県教育委員会な

どに発出 

 8.2   文科省は「GIGA スクール構想」で整

備された 1人 1台端末と学校図書館な

どとの効果的連携を求める事務連絡を

都道府県教委などに発出 

 7.4  小学校校長会 

    中学校校長会 

 7.6  特別支援学級新担任者研修講座② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7.13 臨時的任用職員研修講座③ 

    人権教育指導者養成研修講座① 

    就学前教育と小学校教育の連携研修講座① 

    支援教育研修講座② 

 7.14 生徒指導担当者研修講座④ 

    児童指導担当者研修講座②  

 7.15 特別支援学級新担任者研修講座③ 

 7.20 給食終了（小・ろう・養） 

 7.21 夏季休業開始 

    学校水泳指導法研修講座① 

 7.22 学校水泳指導法研修講座② 

 

 7.25 小学校等体育科夏季研修講座①② 

    コミュニケーション研修講座① 

    就学前教育と小学校教育の連携研修講座 

                     ②－１ 

 7.26 学校司書研修講座 

    小学校等体育科夏季研修講座③ 

    支援教育研修講座③ 

    児童生徒健康体力向上推進研修講座 

    就学前教育と小学校教育の連携研修講座 

                    ②－２ 

 7.27 学校事務職員第 1回研修講座 

 

 

 7.28 人権教育担当者研修講座② 

    支援教育研修講座④ 

 7.29 横須賀市幼稚園教育課程研究会 

    

 7.30 第 39 回中学校演劇発表会（～31 日） 

 

 

 8.1  横須賀市中学校教育課程研究会 2日目 

 

 

 

 

 

 8.2  横須賀市小学校教育課程研究会 2日目 

 

 8.3  コミュニケーション研修講座② 

    外国語研修講座 

 7.4  校長・園長研修講座① 

 

 7.6  第 12 期教師塾⑩ 

    新任総括教諭研修講座② 

 

 

 7.8  校務情報化研修②－１ 

 

 7.9  土曜科学教室 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7.13 校務情報化研修②－２ 

 

 

 

 

 

 7.15 校務情報化研修②－３ 

 

 7.21 夏季大学①② 

 

 7.22 サイエンスサマー 

    教育課題研修講座① 

 7.25 科学教養研修講座 

    理科基礎技術研修講座④ 

 

 

 7.26 初任者研修講座⑤⑥ 

 

 

 

 

 

 7.27  理科基礎技術研修講座⑤ 

    夏季大学③ 

    学校づくり研修講座① 

 7.28 教職 1年経験者研修講座③－１ 

  

 7.29 教職 2年経験者研修講座③ 

    教育課題研修講座② 
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 8.5   文科省、官民共同の留学支援事業「ト

ビタテ！留学 JAPAN」の第 2期ビジョ

ン（2023～27 年度）を発表。5年間で

高校生 4000 人、大学生 1000 人の海外

留学を支援 

 8.8  文科省、「英語教育・日本人の対外発

信力の改善に向けて（アクションプラ

ン）」を発表。「学校英語教育の底上げ」

などを打ち出す 

 8.9  文化庁の「公立中学校の文化部活動の

地域移行に関する検討会議」、休日の文

化部活動を 2025 年度末までに地域の

民間団体などに移行することを正式に

提言 

 

 

 

 

 

 

 

 8.24  文科省が、22 年度「学校基本調査」（速

報値）の結果を公表。4年制大学の学

部生は約 263 万 2000 人で過去最多。一

方、小学校は約 615 万 1000 人、中学校

は約 320 万 5000 人でいずれも過去最

少、特別支援学校は約 14 万 9000 人で

過去最多に 

 8.25  中教審のワーキンググループ、2024

年度から小学 5年～中学 3年の英語で

デジタル教科書を本格導入するとの中

間報告案を了承。算数・数学も早けれ

ば 2025 年度からデジタル教科書を導

入する方針 

 8.26  文科省の協力者会議、12 年ぶりとな

る生徒指導提要の改訂案をまとめる 

 8.30  文科省、2023 年度概算要求を公表。

一般会計総額は前年度比 11.6％増の 5

兆 8949 億円を要求、教員業務支援員の

人件費として前年度比 2.3 倍増の 103

億円（2万 4300 人分）を計上、教員の

負担軽減を目指す 

 8.31  公立学校の教育用コンピューター1

台当たり児童生徒数は 0.9 人（3月 1

日時点）で、初めて端末台数が児童生

徒数を上回る。文科省の 21 年度「教育

情報化実態調査」（速報値） 

 

 

 

 9.7  中教審、大学のオンライン授業の単位

数上限を緩和する特例制度創設を盛り

込んだ大学設置基準改正を答申。全単

位オンライン授業で卒業が可能に 

 9.9  文科省、2021 年度公立学校教員採用

試験（2022 年度採用）実施状況調査の

結果を発表。小学校教員の競争率は

2.5 倍で、３年連続で過去最低を更新。

公立学校全体の競争率も 3.7 倍で、

1991 年度と同率で過去最低に 

 8.4  司書教諭研修講座（読書指導研修講座） 

    中学校全国・関東大会出場選手激励会 

    外国語（活動）研修講座 

    中学校管理職研修会 

    中学校連合生徒会役員研修会（リーダースキャ

ンプ） 

                     （～5日） 

 8.5  中・高等学校等保健体育科夏季研修講座① 

    体育・保健体育科実技講習会 

 8.6  第 19 回 中学生創造アイディアロボット 

            コンテスト横須賀大会 

 

 8.8  中・高等学校等保健体育科夏季研修講座②③ 

 

 

 

 8.9  学校閉庁日   

 8.10  学校閉庁日 

 8.12 学校閉庁日  

 8.15 学校閉庁日 

 

 8.18 道徳教育研修講座   

 8.19 神奈川県小・中学校教育課程研究会 

 8.20  第 35 回 子どものための音楽会（中止） 

 8.22 音楽科研修講座 

    幼児教育研修講座 

 8.23 算数科／数学科研修講座 

    図画工作科／美術科研修講座 

 8.24 国語科研修講座 

    生活科研修講座 

    総合的な学習の時間研修講座 

    支援教育コーディネーター連絡会③ 

 

 

 

 8.25 防災教育研修講座 

 

 

 

 

 

 8.26 社会科研修講座 

 8.27 夏季休業終了 

 8.30 給食開始（小・ろう） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9.1  生徒指導担当者研修講座⑤  

    給食開始（養） 

 9.2  読書感想文提出締切 

 9.5  中学校校長会 

 9.6  読書感想文審査準備会 

 9.7  読書感想文審査会① 

 

 

 

 

 

 8.4  教育課題研修講座③ 

    学校づくり研修講座② 

 

 

 

 

 8.5  中堅教諭等資質向上研修講座③④ 

    教職 1年経験者研修講座③－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8.17  総括教諭研修講座 

 8.18 初任者研修講座⑦⑧ 

 8.19 初任者研修講座⑨⑩ 

 

 8.22 学校づくり研修講座③ 

    理科研修講座 

 8.23 教職 5年経験者研修講座③ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 8.25 小学校・中学校理科教材研究講座①② 

 

 

 

 

 

 8.26 学校情報化推進部会Ⅲ－② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9.2  中堅教諭等資質向上研修講座⑤ 

  

 9.6  初任者研修講座⑪ 
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     国連の障害者権利委員会、障害者権利

条約に基づく日本の審査報告書を公

表。障害児を分離した特別支援教育の

中止を勧告 

    今春入学者が定員割れした私立大学

は 284 校（47.5％）で、1999 年度の調

査開始以来、最多に。日本私立学校振

興・共済事業団の調査 

    物価高に対応して学校給食費の保護

者負担軽減策を実施または、実施予定

の自治体は 1491 自治体（83.2％）に。

文科省調査で判明 

 9.13  夏休み明けの9月1日時点の新型コロ

ナウイルス感染症による公立校の臨時

休業は 30 校（0.1％）、学年・学級閉鎖

は 696 校（2.0％）。文科省まとめ 

 9.14  コミュニティ・スクール（CS、学校運

営協議会制度）を導入する公立学校は、

5月 1日時点で前年度より3365校増の

1万 5221 校（42.9％）で、公立学校の

4割を超える。文科省調査 

 9.22  東京都教委、2023 年度都立高校入試

で英語スピーキングテストを活用する

ことを正式決定。民間会社が運営・採

点するスピーキングテストの結果を高

校入試の総合得点に加算 

 9.26  文科省の、特定分野で突出した才能を

持つ児童生徒の支援の在り方を検討す

る有識者会議が「審議のまとめ」を公

表。英才教育などには慎重姿勢を示す 

 9.28  公立小中学校の冷房設備の9月1日時

点の設置率は、全国平均で普通教室が

95.7％、特別教室が 61.4％。一方、災

害時に避難所として利用する体育館・

武道場の設置率は 11.9％にとどまる。

文科省の公立学校施設の空調（冷房）

設備設置状況調査 

   

10.1    男性の育児休業取得推進のための「産

後パパ育休」（出生時育児休業）がスタ

ート。子供の出生から 8週間以内に育

休とは別に最長 4週間の休暇取得が可

能に 

10.5  中教審の特別部会、「『令和の日本型学

校教育』を担う教師の養成・採用・研

修等の在り方について」（中間まとめ）

を公表。教員採用選考試験の早期化・

複線化などの教員不足対策を示す 

10.11  文科省、2023 年度国公立大入試の概

要を発表。募集人員に占める総合型選

抜（旧ＡＯ入試）と学校推薦型選抜（旧

推薦入試）の割合は、22.5％で過去最

多に 

10.12  スポーツ庁、2021 年度「体力・運動

能力調査」の結果を公表。新型コロナ

ウイルス禍前の 2019 年度と比べて、子

供から高齢者まで幅広い年齢層で体力

が低下傾向にあることが明らかに 

10.14  政府、2022 年版「自殺対策白書」を

閣議決定。コロナ禍前に比べて女子中

学生、女子高校生の自殺者が増加 

10.18  文科省が 2021 年度「日本語指導が必

要な児童生徒の受入状況調査」（確定

値）の結果を公表。日本語指導が必要

な児童生徒は、日本国籍が 1万 688 人、

外国籍 4万 7619 人の計 5万 8307 人

 

 

 9.10 よこすか子ども発明展（～11 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9.13 小学校校長会 

 

 

 

 9.14 特別支援学級新担任者研修講座④ 

    読書感想文審査会② 

 

 9.15 神奈川県公立小学校長会・新任校長研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.1  不登校児童生徒・高校中退者等のための 

        進路情報説明会・不登校相談会 

    第 30 回中学生主張大会 

10.3  中学校校長会 

 

 

10.7  前期終業式 

 

 

 

10.11  後期始業式 

    人事校長会議 

 

 

 

10.12 支援教育コーディネーター連絡会④ 

 

10.13 生徒指導担当者研修講座⑥ 

    全国連合小学校長会研究協議会島根大会 

                  （～14 日） 

 

 

 

10.18 小学校校長会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9.14 臨時的任用職員研修講座④ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.11 初任者研修拠点校指導教員研修講座③ 

 

 

 

 

10.12 教職 1年経験者研修講座④ 

 

 

 

 

10.14 中堅教諭等資質向上研修講座⑥ 

10.15  土曜科学教室 

 

10.18 初任者研修講座⑫ 
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（2021 年 5月 1日現在）で年々増加 

10.19  文科省と都道府県、政令指定都市教委

などによる「教員採用選考試験の在り

方に関する関係協議会」が初会合を開

く。同省は受験者の早期確保のため、

採用試験日程を「1～2カ月程度」また

は「3カ月程度」前倒しする 2案を示

す 

    会計検査院、経済的にネット環境を整

えられない家庭へ教育委員会から

Wi-Fｉ（ワイファイ）ルーターを貸し

出す文科省の「家庭学習のための通信

機器整備支援事業」で、ルーターの約

6割が活用されていないと指摘。同省

に有効活用の検討を求める 

10.27  全国の小中学校で 2021 年度に不登校

だった児童生徒は 9年連続増の 24 万

4940 人で過去最多、高校の不登校は 5

万 985 人で横ばい。文科省の 2021 年度

「児童生徒の問題行動・不登校等生徒

指導上の諸課題に関する調査」 

10.28  中教審、教員志望者確保のため、採用

試験日程の前倒しや教育実習の早期化

などを盛り込んだ「『令和の日本型学校

教育』を担う教師の養成・採用・研修

等の在り方について」答申素案を大筋

で了承。年内に答申の予定 

 

11.1  文科省、産休や育休の代替教員の確保

のため、臨時的任用教員を年度当初の

4月から配置できるよう、加配措置を

2023 年度から柔軟化する事務連絡を

都道府県教育委員会などに発出 

 

 

11.8   文科省、「情報科担当教員配置状況調

査」の結果を公表。全国の公立高校の

情報科担当教員4756人（5月 1日時点）

のうち、「情報」の免許状所持者は 3960

人（83.3％）にとどまる 

11.9   大学入試センター、2025 年 1 月の大

学入学共通テストから出題される新学

習指導要領に対応した「情報」など各

教科の試作問題を公表 

 

 

 

11.16  スポーツ庁と文化庁、運動部と文化部

の地域移行指針を一本化した「学校部

活動及び新たな地域クラブ活動の在り

方等に関する総合的なガイドライン

（案）」を公表、パブリックコメントを

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.27  東京都教委が 2023 年 4 月入学者の都

立高校入試から活用する英語の「スピ

ーキングテスト」を初めて実施。中学

 

 

10.19 特別支援学級担当者会② 

    支援教育研修講座⑤ 

    （県）スクールカウンセラー連絡協議会② 

    道徳教育連携・推進講座① 

 

 

 

 

10.21 進路事務担当者連絡会 

    長沢中学校研究発表会（本発表） 

 

 

10.26 小中一貫教育に関する日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.4  神奈川県公立小学校長会 

         横須賀地区管理運営研究会 

11.5  就労支援のための合同学習会 

    第 40 回表現運動・ダンス発表会 

11.7  中学校校長会 

11.8  横須賀市高等学校教育課程研究会 

 

 

 

 

11.9  校長・園長研修講座② 

    副校長・教頭研修講座② 

    道徳教育連携・推進講座②－1（沢山小学校） 

11.10 生徒指導担当者研修講座 

    第 64 回関東甲信越地区公立学校教頭会 

      研究大会神奈川大会（横浜）（～11 日） 

11.15 小学校校長会 

 

 

 

11.16 児童指導担当者研修講座③ 

    道徳教育連携・推進講座②－2（荻野小学校） 

    浦賀中学校研究発表会（本発表） 

11.17 学校事務職員研修講座（事務主査） 

11.18  第 12 回児童生徒ふれあい作品展（～22 日） 

    衣笠中学校研究発表会（本発表） 

11.22 読書感想画提出締切 

    坂本中学校研究発表会（中間） 

11.23 The 8th YOKOSUKA English World  

11.24 学校事務職員研修講座（主任事務主査） 

11.25 令和 4年度第 2回小・中学校教育課程研究会

運営委員会 

11.26 第 54 回小学校児童陸上記録大会 

              （予備日 27 日） 

 

 

10.19 人権教育指導者養成研修講座② 

    第 13 期教師塾① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.2   学校情報化推進部会Ⅰ－④ 

    学校情報化推進部会Ⅱ－④ 

 

 

 

 

11.8  初任者研修講座⑬－１ 

    中堅教諭等資質向上研修講座⑦－１ 

    初任者研修拠点校指導教員研修講座 

                  ④－１ 

 

 

 

 

 

11.11 臨時的任用職員研修講座⑤ 

    学校情報化推進部会Ⅴ－② 

11.15  初任者研修講座⑬－2 

    中堅教諭等資質向上研修講座⑦－2 

    初任者研修拠点校指導教員研修講座 

                  ④－2 

11.16 学校運営研修講座④ 

    第 13 期教師塾② 

 

 

 

11.19 土曜科学教室 

11.22  初任者研修講座⑬－3 

    中堅教諭等資質向上研修講座⑦－3 

    初任者研修拠点校指導教員研修講座 

                  ④－3 
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3 年生ら約 6万 9000 人が受験 

11.28  文科省、コロナ禍により教育実習を他

の授業科目を代替できる特例措置を

2023 年度まで延長するとの教員免許

法施行規則改正案を公表 

11.29  文科省、適切な感染防止策を講じれば

給食中の「黙食」は必要なく、食事中

の会話は可能と明記した事務連絡を都

道府県教委などに発出 

11.30  国連教育科学文化機関（ユネスコ）の

政府間委員会、盆踊りなど 24 都府県

41 件の民族芸能「風流踊」を無形文化

遺産に登録することを決定 

 

12.2  熊本市教育委員会、不適切指導により

抑うつ状態を発症した中 1男子生徒が

2019 年に自殺した問題で、当時の小 6

担任教諭を懲戒免職処分としたと発表 

12.6   文科省、生徒指導の基本資料である

「生徒指導提要」を 12 年ぶりに改訂、

同省ホームページで正式に公表。「発達

支持的生徒指導」の重視を打ち出す 

    大学入試センター、2023 年 1 月実施

の大学入学共通テストの確定志願者数

は 51 万 2581 人と発表。前身のセンタ

ー試験を含めて 5年連続減少   

12.7  文科省、2023 年度「全国学力・学習

状況調査」の実施要領を発表。実施日

は 4月 18 日、4年ぶりに実施する中学

校の英語では「話すこと」（スピーキン

グ）テストをオンライン方式で行う 

 

12.13  文科省、「通常の学級に在籍する特別

な教育的支援を必要とする児童生徒に

関する調査」の結果を公表。通常学級

在籍の発達障害の可能性がある児童生

徒の割合は、公立小中学校が 8.8％、

高校が 2.2％ 

12.15  内閣府、障害を理由とする差別解消基

本方針の改定案を公表。幼児教育段階

からの障害の有無にかかわらず一緒に

学ぶ「インクルーシブ教育」の推進を

掲げる 

12.19  中教審が、「『令和の日本型学校教育』

を担う教師の養成・採用・研修等の在

り方について～『新たな教師の学びの

姿』の実現と、多様な専門性を有する

質の高い教職員集団の形成」を永岡桂

子文科相に答申。採用試験日程の前倒

しなど教員不足対策を打ち出す    

12.21  保護者が支出した 2021 年度の学習費

の平均額は、公立小が 35 万 2566 円、

公立中が 53 万 8799 円、私立高が 105

万 4444 円で、いずれも過去最高に。文

科省の 2021 年度「子供の学習費調査」 

12.23  政府、2023 年度予算案を閣議決定。

うち文科省関連は総額 5兆 2941 億円、

教員業務支援員（スクール・サポート・

スタッフ）を計 1万 2950 人に増員し、

教員の負担軽減を図る 

    2022 年 4～7月の時間外勤務が、国指

針の「月 45 時間以下」だった中学校教

員の割合は 46.3％にとどまり、小学校

は 63.2％、高校は 63.4％。文科省の

2022 年度「学校の働き方改革のための

取組状況調査」で判明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.30  支援教育コーディネーター連絡会⑤ 

    第 75 回児童生徒造形作品展担当者会 

 

 

12.1  進路事務担当者連絡会③ 

12.2  読書感想画審査準備会 

 

12.5   学校事務職員第 2回研修講座 

    中学校校長会 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.7  令和 5年度学級編制説明会 

    読書感想画審査会 

    第 56 回小学校児童ボール運動大会 

    支援教育研修講座⑥ 

12.8  生徒指導担当者研修講座⑧ 

12.9  学力向上担当者会② 

    小学校校長会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.21 学校運営協議会情報交換会 

 

 

 

 

12.23 給食終了（小・ろう・養） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.29  初任者研修講座⑬－4 

    中堅教諭等資質向上研修講座⑦－4 

    初任者研修拠点校指導教員研修講座 

                  ④－4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.6  初任者研修講座⑭－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.13 初任者研修講座⑭－２ 

    

12.14 学校運営研修講座⑤ 

    第 13 期教師塾③ 

 

 

 

12.17 土曜科学教室 
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    小中学校の男女共に「体力合計点」が、

08 年度の調査開始以来、過去最低に。

スポーツ庁の 2022 年度「全国体力・運

動能力、運動習慣等調査」 

12.26  文科省、2021 年度公立学校教職員の

人事行政状況調査の結果を発表。2021

年度に精神疾患で休職した公立学校教

育職員は 5897 人で過去最多に 

12.27  スポーツ庁と文化庁、公立中学校の休

日の部活動の地域移行に向けて「学校

部活動及び新たな地域クラブ活動の在

り方等に関する総合的なガイドライ

ン」を正式に公表。2023 年度から 3年

間の「改革集中期間」を「改革推進期

間」に変更、移行時期の遅れを事実上

容認 

 

 

 

 

 

 1.10  大阪府藤井寺市教育委員会、教科書選

定を巡る贈収賄事件を受け、2021 年度

から使用中の大日本図書（東京）の中

学校教科書を 2023 年度は変更すると

発表。採択期間中の教科書変更は全国

で初めて 

 1.12  東京都教委、教員採用試験の受験者確

保のため、2023 年度実施の教員採用試

験から 1次選考の筆記試験の一部を大

学 3年から受験できるようにする方針

を示す 

 1.13  文科省、次期教育振興基本計画（2023

～27 年度）策定に向けたパブリックコ

メント（意見公募）のため、中央教育

審議会（文科相の諮問機関）教育振興

基本計画部会の審議経過報告を公表。

不登校特例校を全国に 300 校設置する

などの目標を示す 

 1.17  電気通信大学（東京）、2025 年度から

の個別入試・前期日程で、選択科目に

「情報Ⅰ」を課すと発表。国立大の個

別入試で「情報Ⅰ」を課すのは初めて 

    文科省の調査研究協力者会議、養護教

諭や栄養教諭の資質向上策などを盛り

込んだ「議論の取りまとめ」を公表  

 1.18  内閣府、第 5次障害者基本計画案

（2023～27 年度）を公表。インクルー

シブ教育の推進などを掲げる 

 

 1.23  全国高等学校体育連盟（高体連）、生

徒減少などを背景に、サッカーなどの

団体種目で複数校合同チームによる全

国高等学校総合体育大会（インターハ

イ）への参加を認めると各都道府県高

体連に通知 

    文科省、「夜間中学の設置・充実に向

けて（手引）」第 3次改訂版を公開。不

登校特例校設置の工夫例などを示す 

 1.27  政府、新型コロナの感染症法上の位置

付けを現行の「2類相当」から季節性

インフルエンザと同じ「5類」へ、5

月 8日から引き下げることを決定 

 

 2.2  法制審議会(法相の諮問機関）の戸籍

法部会、いわゆる「キラキラネーム」

 

 

 

 

12.26 冬季休業開始 

  

 

 

   

12.28 学校閉庁日 

 

 

 

 

 

 1.4  学校閉庁日 

 1.5  部活動指導者研修講座 

 1.6  冬季休業終了 

    読書感想画展作品搬入 

 1.7  読書感想画展（～10 日） 

 1.10 読書感想画展作品搬出 

    第 75 回児童生徒造形作品展作品搬入 

                  （～11 日） 

     中学校校長会  

 1.11  支援教育コーディネーター連絡会⑥ 

    給食開始（小・ろう・養） 

 1.12 生徒指導担当者研修講座⑨ 

     第 75 回児童生徒造形作品展（～30 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.17 小学校校長会 

 

 

 

 

 

 

 1.18  児童指導担当者研修講座④ 

 1.19 児童生徒書写作品展作品搬入 

 1.20 児童生徒書写作品展（～24 日） 

    全県指導主事会議 

 

 1.24 児童生徒書写作品展作品搬出 

 

 1.25 小中一貫教育に関する日 

 

 

 

 

 

 

 

 1.31 第 75 回児童生徒造形作品展作品搬出 

                  

 2.1  特別支援学級新担任者研修講座⑥ 

    就学前教育と小学校教育の連携研修講座③ 

    第 59 回神奈川県小学校教育研究会 

中央研究大会川西地区（厚木・愛甲）大会 

 

 

 

 

 

 

 

12.27 理科基礎技術研修講座⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.11 教育研究所運営に関する懇話会② 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.17 初任者研修講座⑮ 

 

 

 

 

 

 

 1.18  新任総括教諭研修講座⑤ 

    第 13 期教師塾④ 

 1.20 教職 1年経験者研修講座⑥ 

 1.21 土曜科学教室 

    みんなの理科フェスティバル（～22 日） 

 1.24 教職 5年経験者研修講座④ 

 

 

 

 

 

 

 

 1.27 教職 2年経験者研修講座④ 

  

 1.31  中堅教諭等資質向上研修講座⑧ 

 

 2.1  ICT 担当者会② 
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への対応として、戸籍の氏名に読み仮

名を記載する戸籍法改正要綱案をまと

める 

 2.3  文科省、「公立学校の教師の勤務時間

の上限」（時間外勤務 1ヶ月 45 時間以

内、1年間 360 時間以内）を 2023 年度

中に条例や規則で明記するよう都道府

県教委などに通知 

 2.7  文科省、「いじめ問題への的確な対応

に向けた警察との連携等の徹底につい

て」を都道府県教委などに通知。犯罪

に相当する悪質ないじめは、速やかに

警察に通報をするよう学校に求める 

 

 

 2.10  文科省、2022 年度の卒業式における

マスクの取り扱いで、児童生徒や教職

員は着用しないことを基本とする方針

を都道府県教委などに通知。ただし、

保護者、来賓等にはマスク着用を求め

る 

 2.13  相模原市教委、2023 年度実施の市立

学校教員採用試験から、大学 3年生で

1次試験を受験できる「大学 3年生等

早期チャレンジ」を導入すると発表。

合格者は翌年度の 2次試験から受験 

 2.17  横浜市教委、2023 年度実施の公立学

校教員採用試験から「大学 3年生チャ

レンジ推薦特別選考(小学校）」を新設

すると発表。合格者は大学 3年生のう

ちに採用内定へ 

 2.24  文科省の校務の情報化に関する専門

家会議、児童生徒の成績や出欠のデー

タをクラウド上で管理するよう提言 

 2.27  中教審の「幼児教育と小学校教育の架

け橋特別委員会」が、審議まとめ(案)

「学びや生活の基盤をつくる幼児教育

と小学校教育の接続について」を提言 

 2.28  文科省、2022 年に自殺した小中高校

生は 512 人(暫定値)で過去最多となっ

たことを受け、自殺予防対策の強化を

都道府県教委などに通知 

 

 3.1   文科省、教員養成学部・学科の教員の

うち 2割を「実務家教員」にする大学

設置基準改正案を公表 

 3.2  全国の警察が昨年 1年間に検挙した

児童虐待事案は 2181 件で過去最多。警

察庁まとめ 

 3.3  川崎市教育委員会、2023 年実施の教

員採用試験の概要を発表。小学校教員

に大学 3年生対象の「特別選考」を新

設、合格者は 2025 年度採用者として内

定   

 3.8  中教審が「次期教育振興基本計画につ

いて」を永岡桂子文科相に答申。中学

校卒業段階で英検 3級相当以上、高校

卒業段階で準 2級相当以上の生徒の割

合を各 6割以上とする目標を示す 

    中教審の特別委員会「学びや生活の基

盤をつくる幼児教育と小学校教育の接

続について」（審議まとめ）を公表 

 3.13  文科省の「通常の学級に在籍する障害

のある児童生徒への支援の在り方に関

する検討会議」、特別支援学校と一般校

を一体的に運営するインクルーシブな

 

 

 2.3  令和 5年度 第 1回 

      小・中学校教育課程研究会運営委員会 

    修学旅行（～7日）【横須賀総合高（全日制）】 

 

 2.6  中学校校長会 

 

 2.8  支援教育コーディネーター連絡会⑦ 

    教科用図書事務担当者会③ 

    小学校外国語教育推進研修講座② 

    国際教室担当者連絡会② 

    第 42 回体力つくり実践研究発表大会 

 2.9  生徒指導担当者研修講座⑩ 

 

 

 

 

 

 

 2.14 小学校校長会 

 2.15 市制施行記念日 116 周年（休業日） 

 2.16 第 110 回神奈川公立小学校長会研究会 

                  横浜大会 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3.1  高等学校卒業式 

  

 

 

 

 

 

 

 3.6  中学校校長会 

 3.7  小学校校長会 

 3.8  中学校卒業式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3.14 給食終了（養） 

 

 

 

 3.15 大楠幼稚園卒園式 

 

 2.3  学校情報化推進部会Ⅰ-⑤ 

    学校情報化推進部会Ⅱ-⑤ 

 

 

 

 2.7  初任者研修講座⑯ 

 2.8  人権教育指導者養成研修講座③ 

    学校情報化推進部会Ⅴ-③ 

    第 13 期教師塾⑤ 

 

 

 

 2.10 学校情報化推進部会Ⅲ―③ 

 

 

 

 

 

 2.14 校務情報化研修④⑤－１ 

 

 

 2.17  校務情報化研修④⑤－２ 

 

 

 

 2.22  長期研究員研究発表会 

 

 2.24  校務情報化研修④⑤－３ 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3.1  第 13 期教師塾⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3.11  土曜科学教室 
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学校運営モデルの創設などを盛り込ん

だ報告書を公表 

 3.15  第 12 期中教審が発足。新会長に荒瀬

克己教職員支援機構理事長を選出 

 

 

 3.17  文科省が学校の衛生管理マニュアル

を改訂。4月 1日以降の学校生活はマ

スク着用を求めないことが基本に 

 3.24  2021 年度に通級指導を受けた小中高

生は、18 万 3880 人（前年度より 12％

増）で過去最多を更新。文科省の特別

支援教育調査で判明 

    文科省、子供への性暴力による教員免

許失効の情報を一覧できる「特定免許

状失効者等データベース」（4月 1日運

用開始）の使用義務付けの周知を都道

府県教委などに通知 

 3.28  文科省 2024 年度から使用する小学校

教科書の検定結果を公表。全教科の教

科書でＱＲコードが掲載され「主体

的・対話的で深い学び」にも工夫が 

 3.31  文科省、不登校対策「COCOLO プラン」

を策定。自宅でのオンライン授業受講

を出席扱いとした上で成績評価するこ

と、不登校特例校を全国で 300 校設置

などを盛り込む 

 

 

    生徒指導担当者研修講座⑪ 

    給食終了（小・ろう） 

 3.16 小学校卒業式（5～8部会） 

 3.17 小学校卒業式（1～4部会） 

 

 3.23 修了式（幼） 

 3.24 修了式 

 

 

 3.26 学年末休業開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3.31 退職辞令交付 
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